
　2012/13 シーズン （2012 年第 36 週/ 9 月～2013 年第 35

週/ 8 月） のインフルエンザは, 国内では 2 シーズン続
けてインフルエンザウイルス AH3 亜型が流行の主体で, 

次いで B 型が多く, A（H1N1）pdm09 （以下AH1pdm09）
の流行は小規模であった。患者発生のピークは例年通
り 1 月であった。
　患者発生状況 : 感染症発生動向調査では, 全国約 

5,000 のインフルエンザ定点医療機関 （小児科約 3,000, 

内科約 2,000） から, インフルエンザと診断された患者
数が週単位で報告されている。定点当たり週別患者数
（http://www.nih.go.jp/niid/ja/10/weeklygraph.html）
は, 2012 年第 50 週に全国レベルで流行開始の指標であ
る1.0 人を超え, 流行期間は 2013 年第 21 週まで 24 週間
であった。流行のピークは 2013 年第 4 週 （36.4 人） で
（図 1 ）, 同様に AH3 亜型が流行の主体であった前シー
ズン （2012 年第 5 週, 42.6 人） と同時期であった。
　都道府県別にみると, 定点当たり患者報告数は 2012

年第 51 週に群馬県で初めて10.0 人を超えた。その後
2013 年第 2 週には 20 都道県で, 第 3 週には 47 都道府
県で 10.0 人を超え, 全国的な流行となった （https://

nesid3g.mhlw.go.jp/Hasseidoko/Levelmap/flu/

index.html）。2005 年以降, 沖縄県では毎年のように夏
季のインフルエンザ流行が観察されているが, 2012/13

シーズンは小規模であった。

　インフルエンザ定点医療機関からの報告数をもとに
推計すると, 2012 年第 36 週～2013 年第 21 週 （ 9 月 3 日
～ 5 月26日） に全国の医療機関を受診した患者数累計
は約 1,370 万人であった。重症例把握を目的に 2011 年 9

月に開始された入院サーベイランスでは, 2012/13

シーズンに基幹定点医療機関 （全国約 500カ所の 300 床
以上の病院） に入院した患者 10,370 人 〔うち重症患者
（頭部 CT/脳波/MRI 検査の実施, 人工呼吸器利用, 

ICU 入室） : 1,552 人〕 が報告された。
　ウイルス分離・検出状況  :  全国の地方衛生研究所 

（地研） で2012/13 シーズンに分離されたインフルエン
ザウイルスの報告数は 4,910 （2013 年10月17日現在, 3

ページ表 1 ）, この他に PCR のみでの検出報告が 1,673

あった。分離または PCR による検出 （以下, 分離・検
出） を含めた総報告数 6,583 のうち, インフルエンザ定
点の検体からの分離・検出数は 5,462, インフルエンザ
定点以外の検体からの分離・検出数は 1,121であった 

（ 3 ページ表 2 ）。
　2012/13シーズンに分離・検出されたウイルスの型・
亜型別割合は AH3 亜型 76％, B 型 21％であり, AH1pdm09

は 2 ％にとどまった。旧 AH1 亜型 （ソ連型） は 2009 年
第36 週以降全く報告されていない。B 型は, 山形系統と
Victoria 系統の割合は 7 : 3 であった。また, 海外渡航
者からの分離・検出数は AH3 亜型 33, AH1pdm09 が 21, 

図1. 週別インフルエンザ患者報告数とインフルエンザウイルス分離報告数の推移,
        2012年第18週～2013年第41週                           （病原微生物検出情報：2013年10月22日現在報告数）
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B 型が 9 であった （次ページ表
2 ）。
　AH3 亜型がシーズン当初
から分離され, 大半を占めて
いたが, 2013 年第12 週以降, 

B 型の分離報告数が A 型を上
回った （前ページ図 1 および
次ページ図 2 ）。
　分離例の年齢分布をみると, 

5 ～ 9 歳が最も多く, 特に B

型でその割合が高かった （図
3 ）。
　2012/13  シーズン分離ウイルスの抗原性・薬剤耐性 （本
号 4 ページ） : 国内および海外 （アジア地域） 分離株に
ついて国立感染症研究所で抗原性解析を行った結果, 

94 株のAH1pdm09の 90％は A/California/7/2009 （2009 

/10～2012/13シーズンワクチン株） に類似, 残る10％
は A/California/7/2009 の抗血清に対して HI 価が 8 倍
以上低下した抗原変異株であった。AH3 亜型236 株中
99％は A/Victoria/361/2011 （2012/13シーズンワクチ
ン株） に類似していた。B 型山形系統 120 株中 96％は
B/Wisconsin/1/2010 （2012/13シーズンワクチン株） 
に類似, B 型 Victoria 系統 95 株中 99％はB/Brisbane/ 

60/2008 （2009/10～2011/12 シーズンワクチン株） に
類似していた。
　AH1pdm09 は国内で分離, 解析された103 株中 2 株
（1.9％） がオセルタミビル耐性遺伝子変異 H275Y を保
有していた （2011/12 シーズンは保有株なし）。AH3 亜
型は解析された 20 株すべてがオセルタミビル/ザナミ
ビル/ペラミビル/ラニナミビルに対し感受性であっ
た。
　抗体保有状況  :  2012 年度感染症流行予測調査による
と （本号 10 ページ）, 2012/13 シーズン前の 2012 年 7 ～
9 月に採血された血清 （n=6,794） における抗 A/Cali-

fornia/7/2009 抗体保有率 （HI 価≧1 : 40） は 51％で, 

5 ～24 歳では 60～80％と高かった。抗 AH3 亜型抗体保
有率は年齢群間の差は顕著ではなく, 概ね 30～40％で
あった （ 5 ～24 歳では 50％台）。抗 B 型 Victoria 系統抗
体保有率は, 多くの年齢群で 40％以上であったが, A

型とは異なり, 35～39 歳群で最も高かった。抗 B 型山
形系統抗体保有率は31％であった （20～24 歳群では
65％, 10 歳未満および 50 代後半以上では 20％未満）。
　インフルエンザワクチン  :  2012/13 シーズンには 3

価ワクチン約 3,262 万本 （ 1 ml 換算, 以下同様） が製造
され, 約 2,521 万本が使用された。
　2013/14シーズンワクチン株は, AH1 亜型は 2010/ 

11～2012/13 シーズンに引き続き A/California/7/2009 

（X-179A） が選択され, AH3 亜型は, 2012/13 シーズンの
A/Victoria/361/2011 から A/Texas/50/2012 （X-223） 株
に変更され, Ｂ 型は山形系統の B/Massachusetts/2/ 

2012 （BX-51B） が選択された （本号 12 & 15 ページ）。
　鳥インフルエンザ A（H7N9） : 2013 年10月16日現在, 

中国および台湾 （中国本土に滞在歴のある者） から
2013 年 2 月19日発症の第 1 例より計 136 例 （うち死亡
45 例） が報告されている。7 月以降発生が途絶えてい
たが, 10月に再び浙江省で患者発生が報告された （本
号 18 ページ）。
　わが国では 2013 年 4 月26日に指定感染症となった。
鳥インフルエンザ A（H7N9） ウイルス検出マニュアル
も作成され, 検査試薬 （PCR 試薬, プライマー・プ
ローブ, 陽性対照等） が全国の74 地研と16 検疫所に配
布され, 検査体制が整っている。
　鳥インフルエンザ A（H5N1） : 2013 年10月 8 日現在,

ヒトでの高病原性鳥インフルエンザ A（H5N1） 亜型の
感染例 31 例 （うち死亡 20 例） がカンボジア （20例, う
ち死亡 11 例）, バングラデシュ, 中国, エジプト, イン
ドネシア, ベトナムから報告されている （http://www. 

who.int/entity/inf luenza/human_animal_interface/ 

EN_GIP_20131008CumulativeNumberH5N1cases.

pdf）。
　新型インフルエンザ等対策特別措置法  :  病原性が高
い新型インフルエンザや同様の危険性のある新感染症
に対して, 国民の生命・健康を保護し, 国民生活・国
民経済に及ぼす影響が最小となるようにすることを目
的として 「新型インフルエンザ等対策特別措置法」 が
2012 年 5 月11日に公布, 2013 年 4 月13日に施行された
（http://www.cas.go.jp/jp/inf luenza/120511houritu.

html）。また, 2013年 6 月に政府行動計画等が取りまと
められた。
　おわりに  :  定点サーベイランス, 学校サーベイラン
ス （インフルエンザ様疾患発生報告）, 入院サーベイ
ランス等による患者発生動向の監視, 通年的なウイル
ス分離, ワクチン候補株確保のための流行株の抗原変
異・遺伝子変異の解析, 抗インフルエンザ薬耐性ウイ
ルス出現の監視, 国民の抗体保有率の監視が今後の対
策に引き続き重要となっている。
　2013/14 シーズンのインフルエンザウイルス分離・
検出速報は本号 19 & 21 ページおよび http://www.nih.

go.jp/niid/ja/iasr-inf.html に掲載している。

図3. インフルエンザウイルスAH3, B/Victoria, B/Yamagata分離例の年齢分布, 2012/13シーズン
（病原微生物検出情報：2013年10月22日現在報告数）
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表1. インフルエンザウイルス分離報告数, 2009/10～2012/13シーズン
Table 1. Isolation of influenza viruses during 2009/10-2012/13 seasons 

  Type
A H1pdm09 12,126 ( 10,004) 3,819 ( 2,438) 11 ( 4) 108 ( 47)
A H1
A H3 113 ( 44) 2,339 ( 1,523) 3,709 ( 1,434) 3,612 ( 1,386)
A NT ( 12) ( 2) ( 14) ( 15)
B/Victoria 161 ( 2) 1,450 ( 3) 1,088 ( 14) 347 ( 19)
B/Yamagata 12 33 547 ( 8) 792 ( 27)
B NT 2 ( 17) 49 ( 313) 82 ( 304) 51 ( 179)
C 34 ( 18) ( 12) 25 ( 36)

 Total 12,448 ( 10,097) 7,690 ( 4,291) 5,462 ( 1,814) 4,910 ( 1,673)

2009/10 2010/11 2011/12 2012/13

A NT: A B NT: B
A NT: A not subtyped, B NT: B lineage not determined

9 8
, : , (   ) , 

Isolates from specimens collected during September through August next year
(   ): Gene or antigen detection, not included in the total (Infectious Agents
Surveillance Report: As of October 17, 2013  from prefectural and municipal public
health institutes)

表2. インフルエンザウイルス分離・検出報告数, 2012/13シーズン 
Table 2. Isolation/detection of influenza viruses during

 2012/13 season
  Type

A H1pdm09 155 119 36 21
A H1
A H3 4,998 4,133 865 33
A NT 15 12 3
B/Victoria 366 304 62
B/Yamagata 819 694 125 7
B NT 230 200 30 2
C

 Total 6,583 5,462 1,121 63

(C)(A) (B)Total (A+B)

(A) Reports from sentinel surveillance 
(B) Other reports 
(C) With history of travel abroad 

 (secondary mention)
A NT: A B NT: B
A NT: A not subtyped B NT: B lineage not determined, t

2013
Isolation/detection from specimens collected during September 2012
through August 2013 (Infectious Agents Surveillance Report: As of
October 17, 2013 from prefectural and municipal public health
institutes)

2012 9 2013 8

Reports of isolation

図2. 都道府県別インフルエンザウイルス分離報告状況, 2012/13シーズン
（病原微生物検出情報：2013年10月15日現在報告数）
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＜特集関連情報＞
　2012/13シーズンのインフルエンザ分離株の解析

　 1 .  流行の概要
　2012/13 インフルエンザシーズンは, 国内ではA （H3N2）
ウイルスが流行の主流であり, A（H1N1）pdm09 の流
行は小規模であった。A（H3N2） の報告数は 2013 年第
4 週をピークに減少し, 第12 週以降は B 型の報告数が
A 型の報告数を上回った。海外においてはヨーロッパと
アルジェリアで A（H1N1）pdm09 の大きな流行があった。
　2013 年10月 2 日時点の総分離・検出報告数 6,540 株
における型/亜型比は, A/H1pdm09 が 2 ％ （152株）, 
A/H3が76％（4,973株）, B 型が21％（1,406株）であった。
B 型は B/Yamagata（山形）/16/1988 に代表される山形
系統と B/Victoria/2/1987 に代表される Victoria 系統
の混合流行で, その割合は 7 ： 3 であった。海外におい
ても山形系統の割合が多い傾向がみられたが, 中国と
オーストラリアでは Victoria 系統の割合が多かった。
　 2 .  各亜型の流行株の抗原性解析
　2012/13 シーズンに全国の地方衛生研究所 （地研） で
分離されたウイルス株は, 各地研において, 国立感染
症研究所 （感染研） から配布された孵化鶏卵 （卵） 分離
のワクチン株で作製された同定用キット 〔A/California 

/7/2009（H1N1）pdm09, A/Victoria/361/2011（H3N2）, 
B/Wisconsin/01/2010（山形系統）, B/Brisbane/60/ 

2008（Victoria 系統）〕 を用いた赤血球凝集抑制 （HI） 
試験によって, 型・亜型・系統同定が行われた。感染
研では, 感染症サーベイランスシステム （NESID） 経
由で情報を収集し, 地研で分離・同定されたウイルス
株総数の約 10％を無作為に選択し, 分与を受けた。地
研から分与された株についてフェレット感染血清を用
いた HI 試験により抗原性解析を実施した。
　2-1） 卵分離培養によるウイルスの抗原性の変化に
ついて
　国内外の多くのサーベイランス実施機関では, 流行
株の分離にイヌ腎上皮細胞由来の MDCK 細胞を用い
ている。MDCK 細胞分離株はヒト由来ウイルスの抗
原性をよく反映すると考えられており, 流行株の抗原
性解析には MDCK 細胞分離株が適しているためであ
る。一方, ワクチンの製造には卵分離株を用いること
になっており, ワクチンを製造するためには, MDCK

細胞分離株と同じ臨床検体から改めて卵分離株を準備
する必要がある。また, 実際のワクチン製造株は卵で
の継代を繰り返すことで, 卵における高い増殖性を獲
得することが不可欠である。近年 A（H3N2） および B

型ウイルスにおいて, 卵で分離, 継代すると抗原部位
や糖鎖付加部位にアミノ酸置換が起こり, MDCK 細
胞分離株とは抗原性が顕著に異なる傾向がみられてい
る （IASR 33: 297-300, 2012 参照）。したがって, 卵分
離株に対するフェレット感染血清を用いた HI 試験で

は, MDCK 細胞で分離された流行株を誤って抗原変
異株と判定する可能性がある。そこで, 流行株の抗原
性をより正確に評価するために, 感染研では MDCK

細胞分離株に対するフェレット感染血清を用いて HI

試験の大半を実施した。
　2-2） A（H1N1）pdm09 ウイルス
　抗原性解析 : 6 種類のフェレット感染血清を用いて,

国内で分離された 83 株について抗原性解析を行った。
その結果, 解析した分離株の 91％はワクチン株 A/

California/7/2009 に抗原性が類似していたが, 残りの
9 ％は A/California/7/2009 の抗血清に対して HI 価
が 8 倍以上低下した抗原変異株であった。海外株につ
いては, 中国, 台湾, モンゴル, ラオス, ベトナムで分
離された 11 株の抗原性解析を行った結果, 10 株がワク
チン株 A/California/7/2009 類似株であった。
　遺伝子系統樹解析 : 国内外の分離株は遺伝子系統樹
上で 8 つのクレードに区分された （次ページ図 1 ）。
国内分離株はクレード 6  または 7 に属しており, 流行
の主流はクレード 6 であった。これら 8 クレードに属
する株には抗原性の違いはなく, すべてワクチン株
A/California/7/2009 類似株であった。HI 価で 8 倍
以上の違いがある抗原変異株 （HA タンパク質の抗原
領域 Sa の 153-157 番目にアミノ酸置換を有する株） は
クレード 6 および 7 内に分散しており, 特定の集団形
成は認められなかった。また, 一部の抗原変異株につ
いては臨床検体中に存在するウイルスの遺伝子解析を
行ったが, 上記 153-157 番のアミノ酸置換は検出されな
かった。したがって, これらのアミノ酸置換は MDCK

細胞でのウイルス分離過程において出現し, 選択され
たと考えられる。国内分離株からは NA タンパク質に
薬剤耐性マーカーのアミノ酸置換 H275Y を有する株
が 2 株検出されたが, 遺伝子系統樹内での拡散および
特定の集団形成は認められなかった。
　2-3） A（H3N2） ウイルス
　抗原性解析 : 国内および海外 （中国, 台湾, モンゴ
ル, ラオス, ネパール, ベトナム） で分離された 236 株
について, MDCK 細胞分離 A/Victoria/361/2011 株
およびその類似株に対する 7 ～ 8 種類のフェレット感
染血清を用いて抗原性解析を行った。その結果, 解析
した分離株の約 99％がワクチン株 A/Victoria/361/ 

2011 類似株であり, HI 価が 8 倍以上低下した抗原変
異株は 1 ％しか認められなかった。
　遺伝子系統樹解析 : 国内分離株はすべて, クレード
3C （アミノ酸置換 : S45N, T48I, 代表株 : A/Victoria/ 

361/2011, A/Texas/50/2012） 内の, N145S アミノ酸
置換を持つサブクレード 〔代表株 : A/Sapporo（札幌）/ 

125/2012〕 に属した （ 6 ページ図 2 ）。一部の株は N145S

サブクレード内でさらに, R142G, T128A を持つ集団 

〔代表株 : A/Yamaguchi（山口）/30/2012〕 を形成した。
これらクレード 3C に属する株は, 遺伝子系統樹上では
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明確に区別されるが, 抗原性に差は認められなかった。
また, 抗原変異株は散発的に検出されたが, 遺伝子系統
樹内での特定の集団形成は認められなかった。
　2-4） B 型ウイルス
　抗原性解析 : 国内および海外 （中国, 台湾, ラオス, 

ネパール, ベトナム） から収集した分離株のうち, 

Victoria 系統の 95 株については 4 種類のフェレット
感染血清を用いて, 山形系統の120 株については 7 ～ 8

種類のフェレット感染血清を用いて抗原性解析を実施
した。その結果, 山形系統解析株の96％は, 2012/13

CHRISTCHURCH/504/13.Aus FEB
Slovenia/1552/13 NIMR APR

Madagascar/02007/13.NIMR MAY

Puerto Rico/01/13.CDC JUN
Argentina/911/13/.CDC JUL

Florida/20/13.CDC JUL

MACAU/610117/13.Aus FEB
TOKYO/32365/13 MAY

Kherlen/658/13 FEB
SAITAMA-C/13/13 MAY

New Mexico/02/13.CDC JAN
NIIGATA-C/75/13 MAR

YAMAGATA/16/13 JAN

N125S

A139D, K163I

Tai an/691/13 MAY
CHIBA-C/43/13 APR

YAMAGUCHI/36/13 MAR (L)

FUKUI/63/13 APR (L)
SHIMANE/114/13 APR (L)

England/353/13.NIMR FEB
Santiago/20148/13E.CDC MAR

Utah/06/13.CDC MAY
KANAGAWA/142/13 MAY 

MIE/21/13 MAY 
Saint-Petersburg/73/13E.NIMR MAR

South Africa/4706/13.NIMR JUN
SHIGA/38/13 APR 

.  

V234I

K163N

Dominican Republic/7293/13E.CDC MAY
Haiti/2030/13/.CDC JUN @

MACAU/600062/13.Aus JAN
Jordan/30326/13.NIMR APR

Wisconsin/11/13.CDC JUN

TOWNSVILLE/11/13.Aus FEB
Utah/05/13.CDC APR

Ukraine/173/13.NIMR FEB
OSAKA/33/13 APR 

TOKYO/32398/13 JUN 

w   
Massachusetts/10/13.CDC JUN

Hong Kong/1894/13.NIMR MAR

K43R, I116M,I286V

6

HIROSHIMA/19/13 APR
Nevada/06/13.CDC JUL

South Africa/3626/13.NIMR JUN
India/1343/13E.CDC FEB

SHIZUOKA-C/99/13 MAY 
Stockholm/32/12.NIMR OCT
Venezuela/17/13.CDC JUN

Brazil/3441/13.CDC MAY
Connecticut/02/13E.CDC JUL

Bolivia/559/13E.CDC JUN 

Norway/2417/13.NIMR MAY
Florida/19/13.CDC JUL @

TOYAMA/65/13 FEB

S185T
K163Q, A256T

K283E

I286L

Taiwan/220/13E MAR

Delaware/03/12.CDC FEB @
Georgia/07/12.CDC MAR

DARWIN/48/13.Aus MAR
Pavia/28/13.NIMR FEB

Cambodia/13/13E.CDC JAN
Bangladesh/2021/12.CDC JUL

NAGANO/2312/13 MAY 
Vietnam/NT13-77/13 MAR (L)

Vietnam/CD13-114/13 APR 

OSAKA/34/13 APR 
England/358/13.NIMR FEB

Hawaii/01/13.CDC MAY
  

R205K, I216V, V249L

H138R, V249L

D97N

S185T

5

AICHI/59/13 JAN

IBARAKI/15/13 JAN
Zaporizza/417/13.CDC MAR
New Mexico/07/13.CDC MAR

  

SAITAMA/131/13 JUN 
Slovenia/505/13.NIMR FEB

FUKUOKA-C/8/13 MAY 
Belgium/G917/12.NIMR DEC

YOKOHAMA/1/13 JAN

OSAKA C/200 /13 MAR
HYOGO/3177/13 MAR 

TOKYO/32378/13 JUN 
Turkey/605/13.NIMR JAN

S143G, 
S185T

K163I

S84G

H138Q

R205K

7H273N

Kenya/104/13.CDC FEB
SAITAMA/88/12 NOV (L)

Cameroon/LEID/07/11/1870/11.NIMR JUL
Nigeria/5382/11.CDC AUG

Mexico/2208/11E.CDC MAR

Christchurch/16/10E.Aus JUL
Brisbane/10/10.Aus APR

NARA/59/11 MAR @

Saipan/6197/13.CDC FEB
- 5   

SAPPORO/163/11 MAR
NAGANO-C/3/13 JAN

Hong Kong/101/13.CDC JAN

S203T

V272A
A186T

N31D, K146N, S162N, A186T, V272I

N125D

A197T

2

8

4

H138Q

0.001

California/07/09E X179A.CDC 
NARITA/1/09E MAY
Mexico/InDRE4487/09 APR

Utah/20/09.CDC JUL N156D  

FUKUI/67/11 MAR

NewMexico/07/11.CDC MAR
Guangdong-Xiangzhou/1623/11.CDC JUL

ISHIKAWA/70/11 MAR @ 
Pakistan/680/11.CDC JUL

YAMAGATA/752/09 DEC

California/07/09E.CDC APR 

P83S, I321V S183P

S128P, K163T, V199A, P271S, I295V 1
2

3

図1. A(H1N1)pdm09ウイルスの
　　 HA遺伝子系統樹

2012/13シーズンワクチン株
太字: HI試験リファレンス株
＠ : オセルタミビル耐性株
(L): 抗原性変異株
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シーズンに採用されたワクチン株 B/Wisconsin/01/ 

2010 に抗原性が類似していた。Victoria 系統解析株の
99％は, 2011/12 シーズンのワクチン株 B/Brisbane/ 

60/2008 に抗原性が類似しており, この傾向は昨シー
ズン （2011/12 シーズン） から変わらなかった。

　遺伝子系統樹解析 : 山形系統では, 国内外分離株は
HA タンパク質に P108A, S229G アミノ酸置換を持つ
クレード 2 〔代表株 : B/Sendai（仙台）-H/114/2007, B/ 

Kanagawa（神奈川）/37/2011, B/Massachusetts/02/ 

2012〕 が流行の主流であった （次ページ図 3 ）。一部の株

Maryland/04/13.CDC MAR

YOKOHAMA/153/13 APR  

Maryland/06/13.CDC JUN

New York/39/12.CDC OCT 
Valladolid/95/13.NIMR MAR

Hawaii/02/13.CDC MAY

TOKYO/13084/13 JUN 
Kenya/118/13.CDC APR
Massachusetts/11/13.CDC JUL
South Africa/4671/13.NIMR JUN

Laos/I014/13 JAN

Taiwan/740/13 JUN

図2. A(H3N2)ウイルスの
　　 HA遺伝子系統樹

G78D,
I140R

New York/39/12E.CDC OCT 

  
Sainshand/731/13 FEB

YAMAGUCHI/30/12 OCT
AUCKLAND/500/13.Aus MAY

Burgos/96/13.NIMR MAR
Utah/07/13.CDC JUL

SOUTH AUCKLAND/9/13.Aus MAY

CHIBA-C/44/13 MAY 
Taiwan/679/13 MAY 
Nepal/0413/13 JUN 

EHIME/29/13 APR 
AUCKLAND/5/13.Aus MAR

Stockholm/6/13.Swe FEB

L157S

GUNMA/111/13 MAY 
Norway/2200/13.NIMR APR

OSAKA/32/13 MAY 
YAMAGATA/141/13 APR

TASMANIA/7/12.Aus JUN
Texas/11/13.CDC APR

Iceland/56/13.NIMR APR
KANAGAWA/141/13 MAY 

Arkansas/07/13.CDC JUL
Ecuador/440/13.CDC APR

Gothenburg/2/13.Swe MAR
AKITA/1/13 JAN
CHRISTCHURCH/507/13.Aus MAY

R142G

T128A

AUCKLAND/502/13 A JUN

SAPPORO/125/12 NOV
SINGAPORE/22/12.Aus JUN

IBARAKI/7/13 JAN
OSAKA/35/13 JUN 

NIIGATA-C/66/13 MAR
YAMAGATA/141/13 APR 

KOBE/27/13 APR 
NIIGATA/656/13 MAY 

Alaska/06/13.CDC MAY
Taiwan/692/13 JUN 

NARA/1021/13 MAR 
Maryland/05/13.CDC APR

Texas/01/13.CDC JAN

Y94H

S312N
3C

Taiwan/511/13 MAY 
CHIBA-C/39/13 APR 

Taiwan/739/13 JUN 
SAKAI/13/13 APR 

OITA/42/13 MAY 
Bangladesh/9269/13.CDC MAY

Taiwan/513/13 MAY 
Vietnam/VP13-65/13 MAY 

Minnesota/03/13.CDC MAR
FUKUSHIMA/95/13 APR 

Hong Kong/392/13.NIMR JAN
. us 

Brazil/0328/13.CDC MAY

N145S

L3I

Texas/50/12.CDC APR 

Ukraine/5896/13 NIMR MAR
Victoria/361/11 OCT

HYOGO/1050/13 MAY 

NIIGATA/1465/12 DEC
SOUTH AUSTRALIA/8/13.Aus MAR

Kansas/04/13.CDC JUN

Moscow/105/13.NIMR MAR

American Samoa/4786/13E.CDC FEB
FUKUI/64/13 MAY 

Taiwan/502/13E APR
Taiwan/502/13E APR

N145S
A198S,
N312S

S45N,
T48I T128N, S198P

Q33R,
N278K

D190G Texas/50/12E.CDC APR 

CANBERRA/1001/12.Aus JUL
Alaska/02/13.CDC FEB

Virginia/16/12E.CDC DEC

Virginia/09/12.CDC APR
Kenya/125/12.CDC JUN

Brisbane/11/10E.Aus MAY
Rhode Island/01/10E JAN

Ghana/FS-12-758/12.NIMR JUN
Arkansas/05/12.CDC DEC

SOUTH AUSTRALIA/2/13.Aus JAN

Vietnam/NT12-471/12 JUL
MIE/31/11 DEC

.  

K158N,

T212A
K2E

D53N, Y94H,  I230V,  E280A

S45N,
K264R

N144D,
N145SN312S

V223I 3B
3A

4
7

7
6

0.002

BRISBANE/10/07E

HUNAN-BEIHU/1313/09 MAY
HongKong/2000/09.CDC APR

NIIGATA/403/09 MAR
Perth/16/09E.Aus APR

Victoria/210/09E.CDC JUN
Alabama/03/2011.CDC APR

g
Perth/10/2010E.Aus MAY

Victoria/208/09E.Aus JUN
SHIZUOKA/736/09 MAY

Uruguay/716/07E.CDC

S138A,
P194L

K173Q

N189K
E62K,

N144K

N225D, R269K
L157S,V223I,

6

1
2

HK2000

2012/13シーズンワクチン株
太字: HI試験リファレンス株
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は, S150I, N165Y, S229D アミノ酸置換を持つクレード 3 

〔代表株 : B/Bangladesh/3333/2007, B/Wisconsin/01/ 

2010, B/Sakai（堺）/36/2011〕 に属した。クレード 2 お
よび 3 は遺伝子系統樹上では明確に区別されるが, 抗
原性には差は認められなかった。

　Victoria 系統では, 国内外分離株はすべて, HA タン
パク質に N75L, S172P アミノ酸置換を持つクレード
1 に属した （次ページ図 4 ）。クレード 1 は, B/Brisbane/ 

60/2008, B/Sakai（堺）/43/2008 を代表とするサブク
レード 1A と, L58P アミノ酸置換を持つサブクレード

HIROSHIMA/35/12 DEC

CHIBA-C/26/13 FEB

OITA/5/13 JUN 

TOCHIGI/3/13 MAY 
TOKYO/13094/13 JUN 

IWATE/5/13 MAY 

ISHIKAWA/70/13 APR
FUKUSHIMA/11/13 APR 

SENDAI/18/13 JUN 

WAKAYAMA/145/13 MAY 
SHIGA/42/13 MAY 

YAMAGUCHI/17/13 APR

Sweden/7/13.Swe APR
Stockholm/3/13.NIMR FEB

Song Khla/1598/13.CDC JUN

KITAKYUSYU/3/13 MAY 

FUKUI/28/13 JUN 
NAGANO/2274/13 MAY 
SAKAI/15/13 MAY 

Belgium/S0929/13.NIMR APR

North Carolina/06/13.CDC APR
Hawaii/01/13.CDC MAY 

Florida/05/13.CDC MAY
PERTH/37/13 A JUN

FUKUI/24/13 MAY  

T188A

Ukraine/5941/13.NIMR APR
AUCKLAND/503/13.Aus JUN
Kenya/111/13.CDC MAY

Hawaii/02/13 CDC APR

SENDAI/13/13 MAY 

PERTH/37/13.Aus JUN
NEWCASTLE/7/13.Aus MAR

Norway/1946/13.NIMR MAR
FUKUSHIMA/31/13 MAY 

Belgium/G1077/13.NIMR MAR

TOKYO/30008/13 MAY 
Hong Kong/41/13.NIMR FEB

South Africa/2800/13.NIMR MAY

T121S

Norway/2281/13 NIMR APR

England/580/12.NIMR OCT
NIIGATA-C/6/13 APR 

CANBERRA/5/13.Aus JUN

VICTORIA/504/13.Aus MAY
VICTORIA/522/13.Aus JUL

Stockholm/10/13.Swe MAR

.  
Austria/735346/13.NIMR MAY

YOKOHAMA/3/13 FEB
YAMAGATA/143/13 APR 

Arizona/06/13.CDC MAY
South Africa/4437/13.NIMR JUN

2

Laos/I186/13 FEB
SOUTH AUCKLAND/13/13.Aus JUN

Nong Khai/03/13.CDC JAN
SHIMANE/3/13 FEB
Iceland/64/13.NIMR MAY

North Carolina/08/13.CDC APR

TOCHIGI/6/13 MAY 
Estonia/77447/13.NIMR APR

CHRISTCHURCH/2/13.Aus JUN

Saint-Petersburg/23/13.NIMR FEB
SAPPORO/21/13 MAY 

Alabama/02/13.CDC MAY
.  

T75N

N75T

Massachusetts/02/12.CDC MAR 
Massachusetts/02/12E.CDC MAR

KAGAWA/12/12 MAR
FUKUOKA/27/13 FEB

OSAKA/17/13 JUN 

Laos/I186/13 FEB
Ukraine/5814/13.NIMR MAR

WAKAYAMA-C/2/13 JAN
GUNMA/110/13 MAY 
SAITAMA/15/13 JUN 

NAGANO/2292/13 MAY 
YAMANASHI/82/13 FEB

Vaslui/139688/13.NIMR APRP108A,

R48K, T181A

K253N

HYOGO/4002/12 DEC
Hawaii/13/12.CDC NOV

GIFU-C/6/13 FEB
New York/04/13.CDC MAY
KOBE/289/13 FEB

SHIZUOKA/121/13 MAY 
L /S042/13 FEB

SENDAI-H/114/07E

Brisbane/36/12E. JUN
KANAGAWA/37/11 OCT

Stockholm/2/13.NIMR JAN

Serbia/NS-249/13.NIMR JAN
Laos/198/13.CDC MAR

K88R

,
S229G

N116K

K298E,
E312

0.002

Khmelnitsky/524/13.CDC MAY
Ukraine/484/13.CDC APR
Belgium/G1086/13.NIMR MAR

St. Petersburg/24/12E.NIMR APR

Laos/S042/13 FEB
SAKAI/36/11 NOV

Wisconsin/01/10.CDC FEB

VICTORIA/801/13.Aus MAR
OSAKA/4/13 JAN

Bangladesh/3333/07E.CDC
Florida/4/06E.CDC 1

S150I,
N165Y,
S229D

M251V

N202S
N116K

3

図3. B型山形系統ウイルスの
　　 HA遺伝子系統樹
2012/13シーズンワクチン株
太字: HI試験リファレンス株
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1B 〔代表株 : A/Shizuoka（静岡）/57/2011〕 に区分さ
れるが, 今シーズンの分離株はすべてサブクレード
1A に属した。
　 3 .  抗インフルエンザ薬耐性株の検出と性状
　日本国内ではインフルエンザの治療には, 主にオセ

ルタミビル （商品名タミフル）, ザナミビル （商品名リ
レンザ）, ペラミビル （商品名ラピアクタ）, ラニナミビ
ル （商品名イナビル） の 4 種類のノイラミニダーゼ （NA) 

阻害剤が使用されている。日本は世界最大の抗インフ
ルエンザ薬使用国であることから, 薬剤耐性株の検出

NAGANO/2228/13 MAR

NAGANO/2313/13 MAY 
TOKYO/13134/13 JUN 

NAGANO-C/23/13 APR

ISHIKAWA/76/13 APR 

MIYAZAKI/24/13 MAR
TOKYO/30018/13 MAY 

SAITAMA/11/13 APR 
EHIME/6/13 MAY 

KYOTO/2/13 JAN
CANBERRA/1/13.Aus MAR

Slovenia/527/13.NIMR FEB
TOWNSVILLE/2/13.Aus JAN

Belgrade/658/13.NIMR FEB
Samara/07/13.CDC MAR

Moscow/33/13.NIMR MAR
NIIGATA/672/13 APR 

KUMAMOTO/24/13 MAY 
SENDAI/10/13 APR 

TOCHIGI/5/13 MAY 
AICHI/55/13 MAY 

KUMAMOTO/3/13 FEB
NIIGATA-C/4/13 APR 

 

K209N

New Jersey/04/13 CDC APR
SHIZUOKA/111/13 APR

CANBERRA/2/13.Aus MAY
OKINAWA/38/12 DEC
KOCHI/112/12 DEC

CHIBA-C/40/13 APR
CHIBA-C/46/13 JUN 

WAKAYAMA/32/13 JAN
SAKAI/3/13 JAN 

Laos/I144/13 FEB
FUKUI/26/13 MAY 

New Hampshire/03/13.CDC MAR
Slovenia/527/13.NIMR FEB

A169E

Hungary/26/13.NIMR APR 
New Jersey/07/13.CDC MAY
Minnesota/02/13 CDC FEB

Taiwan/13/13 MAY 
Gothenburg/1/13.Swe MAR

Hong Kong/05/13.CDC JAN
Nevada/10/13.CDC MAY

St Petersburg/121/13.CDC MAR

Leon/116/13.NIMR MAR
 .  

Brazil/390/13.CDC MAY
KUMAMOTO-C/12/12 APR

Austria/723800/13.NIMR MAR

A169E

1A

N171D

Aichi/47/13 MAR
MALAYSIA/18/13.Aus MAR

KOBE/251/13 JAN 
Hong Kong/74/13.CDC APR
Taiwan/12/13 APR 
Indonesia/Nihrd-Buas704/13.CDC MAR

Minnesota/02/13.CDC FEB
Texas/06/13.CDC MAR

NEWCASTLE/2/13.Aus JAN
Texas/02/13.CDC JAN
Alaska/06/13.CDC MAY

Virginia/05/13.CDC APR
Brazil/389/13.CDC MAY

N129D

V90I,A154E,
V177I

T73M

Denmark/23/12.NIMR NOV
SHIZUOKA/5/13 JAN

Ghana/FS-718/13.NIMR JUL
SAKAI/43/08 NOV

FUKUOKA-C/1/13 JAN

Wisconsin/02/13.CDC FEB
NAGANO/2132/13 FEB

SAPPORO/16/13 APR
SAPPORO/24/13 MAY 

SHIGA/2/13 JAN
 

Illinois/02/13.CDC MAR
VICTORIA/802/13.Aus MAY

V15I

V146I

VICTORIA/304/2006 Aus

Rhode Island/01/12.CDC APR
Norway/90/12.NIMR OCT

Shanghai-Chongming/1458/11.CNIC NOV

KUMAMOTO-C/9/12 MAR

Laos/I171/13 FEB
Hong Kong/3508/12.NIMR MAY

SHIZUOKA/57/11 MAR
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図4. B型Victoria系統ウイルスの
　　 HA遺伝子系統樹

2011/12シーズンワクチン株
太字: HI試験リファレンス株
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状況を継続的に監視し, 国や地方自治体, 医療機関お
よび WHO に対して迅速に情報提供することは公衆衛
生上非常に重要である。そこで感染研では全国の地研
と共同で, 抗インフルエンザ薬耐性株サーベイランス
を実施している。
　A（H1N1）pdm09 ウイルスについては, 地研におい
てリアルタイム PCR により NA タンパク質の薬剤耐
性マーカー H275Y の検出を行い, 感染研において上
記 4 薬剤に対する感受性試験を実施した。A（H3N2） 
ウイルスおよび B 型ウイルスについては, 地研から感
染研に分与された全分離株について 4 薬剤に対する感
受性試験を行った。
　3-1） A（H1N1）pdm09 ウイルス
　2012/13 シーズンは, 国内で報告された153 例のうち
103 株について解析を行った。その結果, 2 株 （1.9％）
が H275Y 耐性変異をもち, オセルタミビルおよびペ
ラミビルに対して耐性を示した。A（H1N1）pdm09 の
流行がほとんどみられず解析株数がわずか 11 株で
あった 2011/12 シーズンには H275Y 耐性変異株は検
出されなかったが, 3,844 株の解析を行った 2010/11

シーズンの H275Y 耐性変異株検出率は 2.0％であり, 

2012/13 シーズンと同等であった。一方, ザナミビル
およびラニナミビルに対する耐性株は検出されなかっ
た。また, 海外 （ラオス, モンゴル, ネパール, 台湾, 

ベトナム） で分離された 24 株について解析を行った結
果, すべての解析株は 4 薬剤に対して感受性を示し, 

耐性株は検出されなかった。
　国内外で分離されている A（H1N1）pdm09 ウイルス
は, M2 阻害剤アマンタジン （商品名シンメトレル） に
対して耐性を示すことが報告されており, M2 遺伝子
解析を行った国内 43 株および海外 （中国, モンゴル, 

ラオス, 台湾） 9 株のすべてがアマンタジン耐性変異
（S31N） をもっていた。
　3-2） A（H3N2） ウイルス
　国内で分離された 208 株および海外 （ラオス, モンゴ
ル, 台湾, ベトナム） で分離された 20 株について解析
を行った結果, すべての解析株は 4 薬剤に対して感受
性を示し, 耐性株は検出されなかった。また, M2 遺
伝子解析を行った国内 96 株および海外 （中国, モンゴ
ル, ラオス, 台湾） 28 株のすべてがアマンタジン耐性
変異 （S31N） をもっていた。
　3-3） B 型ウイルス
　国内で分離された330 株および海外 （ラオス, ネパー
ル, 台湾, ベトナム） で分離された42 株について解析
を行った結果, すべての解析株は 4 薬剤に対して感受
性を示し, 耐性株は検出されなかった。
　 4 .  2012/13シーズンのワクチン株と流行株との一
致性の評価
　インフルエンザ株サーベイランスは WHO 世界イン
フルエンザ監視・対応システム （Global Inf luenza Sur-

veillance and Response System: GISRS） によって, 地
球規模で実施されるように改善され, 流行予測の精度
は過去に比べて飛躍的に向上している。しかし, 卵を
用いる現行のワクチン製造には約 6 カ月間を要するた
め, 流行予測とワクチン株の選定を前シーズンのイン
フルエンザ流行終息前に行わざるを得ず, 結果的にワ
クチン株と流行株の抗原性が一致しない場合もある。
このような背景を踏まえて, 2012/13 シーズンのワクチ
ン株 （卵または MDCK 細胞分離株） およびワクチン製
造株 （卵高増殖性株） と実際の流行株との抗原性の一
致状況について, シーズン終了後の総合成績に基づき
遡って評価した。
　わが国における2012/13 シーズン用のインフルエン
ザワクチン株は, 感染研における 「インフルエンザワ
クチン株選定のための検討会議」 での検討により, A/

California/7/2009（H1N1）pdm09, A/Victoria/361/ 

2011（H3N2）, B/Wisconsin/01/2010（山形系統） が選
定され, 厚生労働省健康局長に報告された （IASR 33: 

297-300, 2012 参照）。その後, 2012 年 5 月21日付けで
決定され, 通知された （IASR 33: 161, 2012）。
　A（H1N1）pdm09 ウイルス : 国内における流行は小
規模であったが, 国内外で分離された流行株の多くは, 

ワクチン株 A/California/7/2009（H1N1）pdm09 （卵
分離株） およびワクチン製造株 A/California/7/2009 

（H1N1）pdm09 （X-179A） （卵高増殖性株） と抗原性が
一致していた。
　A（H3N2） ウイルス : 2012/13 シーズン中最も多く報
告され, 総分離・検出報告数の 76％を占めた。解析し
た流行株のほとんどが, ワクチン株 A/Victoria/361/ 

2011（細胞分離株）と抗原性が一致していた。しかし, 

ワクチン製造用の A/Victoria/361/2011 （IVR-165）
（卵高増殖性株）は, 卵での高い増殖性を獲得する過程
で, HA タンパク質の156番目 （R→Q） と219 番目 （S→Y） 
のアミノ酸置換が起こり, 抗原性が流行株から大きく
変化した。この抗原性の変化が H3 ワクチンの効果を
減弱する可能性が示唆された。
　B 型ウイルス : B 型ウイルスは総分離・検出報告数
の21％を占め, 山形系統とVictoria 系統の割合は 7 : 3

であった。2012/13 シーズンの B 型ワクチン株は山形
系統から選定された。山形系統の流行株のほとんどは
ワクチン株 B/Wisconsin/01/2010 （細胞分離株） およ
びワクチン製造株 B/Wisconsin/01/2010 （BX-41A）
（卵高増殖性株） に抗原性が類似していた。
　本研究は 「厚生労働省感染症発生動向調査に基づく
インフルエンザサーベイランス」 事業として全国 76 地
研との共同研究として行われた。また, ワクチン株選
定にあたっては, ワクチン接種前後のヒト血清中の抗
体と流行株との反応性の評価のために, 新潟大学大学
院医歯学総合研究科国際保健学分野・齋藤玲子教授の
協力を得た。海外からの情報は WHO インフルエンザ
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協力センター （米 CDC, 英国立医学研究所, 豪 WHO

協力センター, 中国 CDC） から提供された。本稿に掲
載した成績は全解析成績の中から抜粋したものであ
り, その他の成績は NESID の病原体検出情報システ
ムにより毎週地研に還元されている。また, 本稿は上
記研究事業の遂行にあたり, 地方衛生研究所全国協議
会と感染研との合意事項に基づく情報還元である。
　　国立感染症研究所
　　インフルエンザウイルス研究センター第一室
　　・WHO インフルエンザ協力センター
　　　岸田典子　高下恵美　藤崎誠一郎　徐　紅
　　　土井輝子　伊東玲子　佐藤　彩　菅原裕美
　　　江島美穂　金　南希　三浦　舞　今井正樹　
　　　小田切孝人　田代眞人
　　独立行政法人製品評価技術基盤機構
　　　小口晃央　大下龍蔵　藤田信之
　　地方衛生研究所インフルエンザ株サーベイランス
　　グループ

＜特集関連情報＞
　2011/12 シーズンのインフルエンザ予防接種状況お
よび2012/13シーズン前のインフルエンザ抗体保有状
況－2012 年度感染症流行予測調査より

　はじめに
　感染症流行予測調査事業は厚生労働省健康局結核感
染症課を実施主体とする予算事業であり, 健康局長通
知に基づいて, 全国の都道府県と国立感染症研究所が
協力して毎年度実施している。そのうちのインフルエ
ンザ感受性調査は, 毎年, インフルエンザの本格的な
流行が始まる前にインフルエンザに対する国民の抗体
保有状況を把握し, 抗体保有率が低い年齢層に対する
注意喚起およびワクチン接種の検討, ならびに今後の
インフルエンザ対策における資料とすることを目的と
して実施している。
　対象と方法
　2012 年度の感受性調査は, 北海道, 山形県, 福島県, 

茨城県, 栃木県, 群馬県, 千葉県, 東京都, 神奈川県, 

新潟県, 富山県, 石川県, 福井県, 山梨県, 長野県, 静
岡県, 愛知県, 三重県, 京都府, 山口県, 愛媛県, 高知
県, 佐賀県, 熊本県, 宮崎県の 25 都道府県から各 198

名, 合計 4,950 名を対象として実施された （予防接種歴
調査は上記都道府県に宮城県, 香川県, 福岡県を加え
た 28 都道府県で実施された）。インフルエンザに対す
る抗体価の測定は, 対象者から採取された血清を用い, 

調査を実施した都道府県衛生研究所において赤血球凝
集抑制試験 （HI 法） により行われた。採血時期は原則
として2012 年 7 ～ 9 月 （インフルエンザの流行シーズ
ン前かつワクチン接種前） とした。また, HI 法に用い
たインフルエンザウイルス （調査株） は以下の 4 つで

あり, このうち （ 1 ）～（ 3 ） は 2012/13 シーズンにおけ
るインフルエンザのワクチン株として選ばれたウイル
ス, （ 4 ） は 2012/13 シーズンのワクチン株とは異なる
系統の B 型インフルエンザウイルスであるが, 前 3

シーズン （2009/10～2011/12 シーズン） のワクチン株
として選ばれたウイルスである。
 （ 1 ） A/カリフォルニア/7/2009 ［A（H1N1）pdm09

　　　　亜型］
 （ 2 ） A/ビクトリア/361/2011 ［A（H3N2） 亜型］
 （ 3 ） B/ウィスコンシン/1/2010 ［B 型 （山形系統）］
 （ 4 ） B/ブリスベン/60/2008 ［B 型 （ビクトリア系統）］
　結果
　 1 ） 2011/12 シーズンにおけるインフルエンザ予防
接種状況
　2012 年度の調査において2011/12 シーズン （前シー
ズン） の予防接種状況について調査が行われ, 7,822 名
の結果が得られた。図 1 には 1 回接種者, 2 回接種者, 

既接種者 （回数不明）, 未接種者, 接種歴不明者の割合
を年齢あるいは年齢群別に示した。接種歴が不明で
あった者はすべての年齢層で 1 割程度であり, 他疾病
の予防接種歴調査と比較して少なかった。接種歴不明
者を除いた 7,161 名についてみると, 1 回以上の接種歴
を有していたのは全体で 56％ 〔 1 回接種者 : 31％, 2 回
接種者 : 13％, 既接種者 （回数不明） : 12％〕 であり, 年
齢あるいは年齢群別でもほとんどの年齢層で半数以上
に 1 回以上の接種歴があった。特に 2 ～12 歳の多くの
年齢および 70 歳以上群においては, 接種歴不明者を除
くと約 7 割の者に 1 回以上の接種歴があった。また, 1 ～
13 歳は他の年齢層と比較して 2 回接種者の割合が高く, 

接種回数が明らかな者 （ 1 回および 2 回接種者） のみ
でみると, 43～91％ （平均 77％） が 2 回接種者であった。
　 2 ） 2012/13シーズン前のインフルエンザ抗体保有
状況
　2012 年度は合計で 6,794 名 （B 型の両系統は 6,793 名） 
の対象者について調査が実施された。対象者の年齢群
別内訳は, 0 ～ 4 歳群 : 857 名 （B 型の両系統は856 名）, 
5 ～ 9 歳群 : 539名, 10～14 歳群 : 605名, 15～19 歳群 : 

540 名, 20～24 歳群 : 534 名, 25～29 歳群 : 592 名, 30～

図1. 2011/12シーズンにおける年齢別インフルエンザ予防接種状況
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34 歳群 : 521 名, 35～39 歳群 : 532名, 40～44 歳群 : 492

名, 45～49 歳群 : 385 名, 50～54 歳群 : 373 名, 55～59

歳群 : 316 名, 60～64 歳群 : 284 名, 65～69 歳群 : 116名, 

70 歳以上群 : 108 名であった。図 2 には調査株別の年
齢群別インフルエンザ抗体保有状況を示した。なお, 

本稿における抗体保有率とは, 感染リスクを 50％に抑
える目安と考えられている HI 抗体価 1 : 40 以上の抗
体保有率とした。
　A（H1N1）pdm09 亜型に対する抗体保有率は全体で
51％と調査株中最も高かった。年齢群別にみると 0  ～ 4

歳群および 50 代後半以上の各年齢群は概ね 20～30％, 

20 代後半～50 代前半の各年齢群は概ね 40～50％で
あったのに対し, 5 ～24 歳の各年齢群では 60％以上
（60～80％） の抗体保有率を示した。また, A（H3N2）
亜型についても A（H1N1）pdm09 亜型と同様に 5 ～24

歳の各年齢群の抗体保有率 （51～54％） は他の年齢群
より高い傾向がみられたが, 年齢群間の差はそれほど
顕著ではなく, 0 ～ 4 歳群は22％, それ以外の年齢群
では概ね 30～40％の抗体保有率であった。一方, B 型
についてみると, 山形系統では 20～24 歳群 （65％） の
抗体保有率が最も高く, 次いで 25～29 歳群 （51％）, 15

～19 歳群 （48％） の順で高かった。それ以外の年齢群
は 40％未満の抗体保有率であり, 特に10 歳未満および
50 代後半以上の各年齢群では 20％未満と低く, 全体の
抗体保有率は調査株中最も低い 31％であった。また,

ビクトリア系統では多くの年齢群で 40％以上の抗体
保有率であり, 全体の抗体保有率は   A 型と同程度で
あったが, 抗体保有率の年齢分布が異なり, 35～39 歳
群 （69％） が最も高く, 次いで 40～44 歳群 （60％）, 30～
34 歳群 （59％） の順であった。

　 3 ） インフルエンザ抗体保有状況の年度別比較
　インフルエンザ抗体保有状況の過去 4 年度分の比較
について次ページ図 3 に示した。A（H1N1）pdm09 亜
型は 2009年度から 4 年続けて同じ調査株が用いら
れ, 2009 年度はほとんどの年齢群で 20％未満 （多くは
10％未満） の抗体保有率であったが, 2010 年度はすべ
ての年齢群で上昇し, 特に 5 ～24 歳の各年齢群では 40

ポイント以上 （40～62ポイント） の上昇がみられた。
さらに2011 年度もすべての年齢群で 4 ～21ポイントの
上昇がみられ, 2012 年度は多くの年齢群で 2011 年度と
同等あるいは高い抗体保有率を示した。全体の抗体保
有率も 2009年度 8 ％, 2010 年度 40％, 2011 年度 49％, 2012

年度 51％と上昇した。A（H3N2）亜型については 4 年
度で異なる 3 つの調査株が用いられていることから一
概に比較することはできないが, 2010 年度と同じ調査
株であった 2011 年度の抗体保有率は, すべての年齢群
で前年度よりも 3 ～18 ポイントの上昇がみられた。一
方, 調査株が変更となった 2012 年度は 2011 年度と比較
してすべての年齢群で抗体保有率の低下がみられた 

（－4 ～－17ポイント）。B 型の山形系統は 2009 年度と
2010 年度, 2011 年度と2012 年度でそれぞれ同じ調査株
が用いられたが, 前者における抗体保有率は A 型でみ
られた傾向と異なり, すべての年齢群で前年度より低
下していた （－11～－36ポイント）。また, 後者につい
ては A型と同様の傾向を示し, 2012 年度の抗体保有率
は多くの年齢群で 2011 年度より高かった （ 3 ～28ポイ
ント）。ビクトリア系統については, 2009～2012年度
のすべてで同じ調査株であり, 全体の抗体保有率でみ
ると 2009年度 31％, 2010 年度 33％, 2011 年度 45％, 2012

年度 47％と上昇傾向がみられ, 特に2011 年度は前年度
と比較して多くの年齢群で 10 ポ
イント以上の上昇を示した。また, 

2011年度はあまり明らかではない
が, それ以外の年度では 35～39 歳
群に抗体保有率のピークが認めら
れた。
　考　察
　インフルエンザの抗体保有率に
影響を及ぼす要因として, まずワ
クチン接種があげられるが, ワク
チンによる抗体持続は半年程度と
されていることから, 調査結果 （主
に 7 ～ 9 月に採血した血清を使
用） では前シーズンに受けたワク
チン （主に前年 10～12月に接種） 
の効果がみられない可能性があ
る。また, 調査以前における調査
株と抗原性が類似するインフルエ
ンザウイルスの流行状況も要因の
1 つとしてあげられ, 特に学校等

図2. 2012/13シーズン前の年齢群別インフルエンザ抗体保有状況
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の集団生活においてインフルエン
ザウイルスに曝露される頻度が高
いと考えられる年齢層では, その
影響は大きいことが推察される。
　2012年 度 の 調 査 に お い て
A（H1N1）pdm09 亜型に対する抗
体保有率は, 5 ～24 歳の各年齢群
で他の年齢群と比較して高く, 年
度別の推移ではほとんどの年齢群
で 2010 年度以降上昇する傾向が
みられた。2010 年度および2011年
度の抗体保有率の上昇は, それぞ
れ2009/10シーズンおよび 2010/11

シーズンにおける同亜型の流行に
よる影響と考えられた。しかし, 

2012 年度の結果は, 2011/12シー
ズンに同亜型による流行がほとん
どみられなかったことを踏まえる
と, 同じワクチン株が 4 シーズン 

（2009/10～2012/13シーズン） 連
続して用いられたことによる免疫増強効果により, 抗
体保有が持続していた可能性も考えられた。また, 

A（H3N2） 亜型に対する抗体保有率が 2010年度と比較
して 2011 年度で高くなったのは, 上記と同様に 2010/ 

11 シーズンにおける同亜型の流行の影響と考えられ, 

2012 年度はワクチン株の変更にともない, 以前のワク
チン株や流行株と抗原性が異なる調査株であったこと
から, 抗体保有率が低下したと考えられた。一方, B 型
の山形系統で 2012 年度にみられた前年度からの上昇
は, A 型と同様に 2011/12 シーズンにおける同系統の流
行が影響していると考えられた。また, ビクトリア系統
については, 2010/11～2011/12 シーズンにおける流行な
らびに2009/10～2011/12シーズンに同じワクチン株
が連続して用いられた影響により, 抗体保有率が年々
上昇する傾向がみられたと考えられた。しかし, ビク
トリア系統における抗体保有率の年齢分布は他と異
なっており, これについては, それぞれの型・亜型 （系
統） による年齢別患者発生状況等と合わせた検討が必
要である。
　おわりに
　今シーズン （2013/14 シーズン） のワクチン株は, 

A（H1N1）pdm09 亜型 : A/カリフォルニア/7/2009（X- 

179A） 以外は前シーズンから変更となり, A（H3N2）
亜型は A/テキサス/50/2012（X-223）, B 型は山形系統
の B/マサチュセッツ/2/2012（BX-51B） が選定され
た。2013 年度の本調査においては, この 3 株を含む 4

つの調査株に対する抗体価測定が実施されており, 結果
は速報として Web 上 （http://www.nih.go.jp/niid/ja/ 

y-sokuhou/668-yosoku-rapid.html） に掲載予定であ
る。調査の結果, 抗体保有率が低い年齢層においては

ワクチン接種等の早めの予防対策が望まれる。
　最後に, 本調査にご協力頂いた都道府県ならびに都
道府県衛生研究所をはじめ, 保健所, 医療機関等, 関
係機関の皆様に深謝申し上げます。
　　国立感染症研究所感染症疫学センター
　　　佐藤　弘　多屋馨子　大石和徳
　　同インフルエンザウイルス研究センター
　　　岸田典子　徐　紅　伊東玲子　土井輝子
　　　佐藤　彩　菅原裕美　小田切孝人　田代眞人
　　2012 年度インフルエンザ感受性調査・予防接種歴
　　調査実施都道府県
　　　北海道　宮城県　山形県　福島県　茨城県
　　　栃木県　群馬県　千葉県　東京都　神奈川県
　　　新潟県　富山県　石川県　福井県　山梨県
　　　長野県　静岡県　愛知県　三重県　京都府　
　　　山口県　香川県　愛媛県　高知県　福岡県
　　　佐賀県　熊本県　宮崎県

＜特集関連情報＞
　平成 25 年度 （2013/14シーズン） インフルエンザワ
クチン株の選定経過
　
　 1 .  ワクチン株決定の手続き
　わが国におけるインフルエンザワクチン製造株の決
定過程は, 厚生労働省 （厚労省） 健康局の依頼に応じ
て国立感染症研究所 （感染研） で開催される 『インフ
ルエンザワクチン株選定のための検討会議』 で検討さ
れ, これに基づいて厚労省が決定・通達している。
　感染研では, 全国 77カ所の地方衛生研究所と感染
研, 厚労省結核感染症課を結ぶ感染症発生動向調査事

図3. 年齢群別インフルエンザ抗体保有状況（HI抗体価1:40以上）の年度別比較
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業により得られた国内の流行状況, および約 7,600 株
に及ぶ国内分離ウイルスについての抗原性や遺伝子解
析の成績, 感染症流行予測事業による住民の抗体保有
状況調査の成績, さらに周辺諸国から送付されたウイ
ルス株に対する解析結果および WHO 世界インフルエ
ンザ監視対応システムを介した世界各地の情報などに
基づいて, 次年度シーズンの流行予測を行い, これに
対するいくつかのワクチン候補株を選択した。さらに
これらについて, 発育鶏卵での増殖効率, 抗原的安定
性, 免疫原性, エーテル処理効果などのワクチン製造
株としての適格性を検討した。2 月上旬～ 3 月下旬に
かけて, 3 回にわたり所内外のインフルエンザ専門家
を中心とする上記検討会議で, 上述の成績, および最
新の流行株の成績を検討して, 次シーズンの流行予測
を行った。さらに WHO により 2 月21日に出された北
半球次シーズンに対するワクチン推奨株とその選定過
程, その他の外国における諸情報を総合的に検討し
て, 3 月27日に次シーズンのワクチン株を選定した。
感染研はこれを厚労省健康局長に報告し, それに基づ
いて決定通知が 4 月19日に発出された （本号 15 ページ
参照）。
　本稿に記載したウイルス株分析情報は, ワクチン株
が選定された2013 年 3 月時点での集計成績に基づい
ており, それ以後の最新の分析情報を含むシーズン全
期間 （2012 年 9 月～2013 年 8 月） での成績は, 総括記
事 （本号 4 ページ） を参照されたい。
　 2 .  ワクチン株
　WHO は世界 140カ所の WHO 国内インフルエンザ
センターから収集した流行株の抗原性解析, 遺伝子解
析およびワクチン接種後の血清抗体との交 反応性な
どを総合的に評価し, 今冬 （2013/14 シーズン） の北半
球用ワクチン株は, 前シーズンの株から A/H3N2 お
よび  B  型を変更した下記 3 価ワクチンを推奨した。わ
が国も WHO の解析成績, 国内分離株の成績および感
染症流行予測事業によるインフルエンザウイルス抗体
保有調査の成績などを総合的に評価して, WHO  推奨
株を参考にして以下の 3 株からなる 3 価ワクチンとす
ることが妥当であると結論づけた。なお, 本年度から
はワクチン株は元株の野生株と区別するために製造株
番号まで明記することとなった。
　ワクチン株
　　A/カリフォルニア/7/2009（X-179A） （H1N1）pdm09

　　A/テキサス/50/2012（X-223） （H3N2）
　　B/マサチュセッツ/2/2012（BX-51B） （山形系統）
　 3 .  ワクチン株選定理由
　3-1.  A/カリフォルニア/7/2009（X-179A） （H1N1）pdm09

　A（H1N1）pdm09 ウイルスによる流行が大きかった
地域は, 欧州や中国であった。流行が小さかった地域
も含めて世界中で分離された A（H1N1）pdm09 ウイル
スのほとんどは, ワクチン株 A/カリフォルニア/7/2009

類似株で, 2009年以来抗原性がほとんど変化していな
い。遺伝的には, 8 つのグループに分かれているが, 今
シーズンの流行株の多くは, グループ 6 と 7 に分類さ
れ, これらの間では抗原的な違いはみられなかった。
さらに, A/カリフォルニア/7/2009 ワクチン接種後の
ヒト血清は, 最近の流行株とよく反応することから, 

依然 A/カリフォルニア/7/2009 によるワクチン効果
が期待できた。このことから, WHO は, 2013/14 シー
ズン北半球向けワクチン株として A/カリフォルニア/ 

7/2009 類似株を引き続き推奨した。
　わが国では, 小規模ながら A（H1N1）pdm09 ウイル
スによる流行がみられ, 97 株が分離され, そのうちの
95％は A/カリフォルニア/7/2009 類似株で, 抗原変異
株は散発的に検出されたのみであった。しかし, この
変異株は臨床検体には検出されず, 培養細胞でウイル
ス分離する過程で発生したことが分かってきたことか
ら, 実際の流行株のほぼすべては A/カリフォルニア
/7/2009 類似株であると結論付けられた。
　ワクチン製造用としては, A/カリフォルニア/7/2009 

の高増殖株 X-179A が, 製造効率が良好で, 3 シーズ
ン続けて使用されてきた実績がある。
　以上のことから, 2013/14シーズンの A（H1N1）pdm09

ワクチン株として, A/カリフォルニア/7/2009（X-179A） 
株を選定した。　
　3-2.  A/テキサス/50/2012（X-223） （H3N2）
　A（H3N2） 亜型ウイルスは北米, カナダ, 豪州で流
行が大きく, わが国でも本亜型ウイルスが流行の主流
であった。赤血球凝集素 （HA） 遺伝子の進化系統樹解
析において, 今シーズンの国内外の分離株の大半は, ワ
クチン株 A/ビクトリア/361/2011が入るグループ 3C

に分類され, これらのほとんどは, MDCK 細胞で分離
した A/ビクトリア/361/2011と抗原性が類似していた。
　A/ビクトリア/361/2011 株については, 孵化鶏卵 

（以下, 卵と標記） で分離増殖させると, HA タンパク
のレセプター結合部位周辺にある抗原サイト B 領域
またはその近傍のアミノ酸に置換が生じる。その結
果, MDCK 細胞で分離した A/ビクトリア/361/2011

株および他の類似の流行株に比べて, 抗原性が著しく
異なってくる。このため, 卵分離の A/ビクトリア/ 

361/2011 株に対して作製したフェレット感染抗血清
は, MDCK 細胞で分離した流行株との反応性が大き
く低下する （IASR 33: 297-300, 2012参照）。さらに, 

卵高増殖株 A/ビクトリア/361/2011（IVR-165） を用
いて製造されたワクチンの接種後に誘導されたヒト血
清抗体は, 細胞分離の流行株との交 反応性が顕著に
低く, ワクチンの防御効果が低い可能性が示唆され
た。このことから, WHO はワクチン製造に用いる卵
高増殖株 〔A/ビクトリア/361/2011（IVR-165）〕 の変更
が必要と判断し, 2013/14 シーズン向けのワクチン株
に, 細胞分離のA/ビクトリア/361/2011類似株である
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A/テキサス/50/2012 株を推奨した。この株は卵での
増殖後も流行株との抗原性の差異が小さく, ワクチン
株として適切であると WHO は追記している。
　ワクチン製造用には, 流行の主流である A/ビクトリ
ア/361/2011 類似株の A/テキサス/50/2012 株, A/ハ
ワイ/22/2012 株, A/オハイオ/2/2012 株からそれぞれ
卵高増殖株が開発されており, 国内ワクチン製造所
が, それぞれの卵高増殖株についてワクチン製造効率
や継代による抗原性の変化の程度について検討した。
その中で, 卵馴化による変化の程度が比較的小さい A/

テキサス/50/2012 から開発された 2 種類の製造候補
株 X-223 および X-223A に絞り, これらに対するフェ
レット感染血清と国内外の流行株との反応性を赤血球
凝集抑制 （HI） 試験でさらに検討した。米国 CDC 作
製の感染血清で評価すると, HI 価で 8 倍以上低下し
た流行株の割合は, X-223 血清については37％, X-223 

A 血清では79％であり, X-223 のほうが X-223A より
も流行株に抗原性がより近いことが示された。
　そこで, 感染研では, X-223と平成 24 年度のワクチ
ン株 A/ビクトリア/361/2011（IVR-165） について, 国
内流行株との反応性を比較した。HI 価で 8 倍以上低
下した流行株の割合は, IVR-165 血清では 100％, X- 

223 血清では 87％であり, ワクチン株を A/テキサス
/50/2012（X-223） に変更しても, 依然として卵馴化の
影響が存在することを確認した。しかし, 抗原性の大
幅な変化とされる HI 価 16 倍を指標にして, それ以上
に変化した割合を比較すると, IVR-165 血清では 96％, 

X-223 血清では 9 ％であった。その結果, ワクチン株
を IVR-165 から X-223 に変更することで, 卵馴化の影
響をある程度改善できることが期待できた。さらに, 

国内ワクチン製造 4 社で X-223とX-223A について増
殖性, 抗原性, タンパク収量など製造効率について検
討した結果, X-223 は X-223A より製造効率は劣るもの
の, ワクチン製造は可能であるとの成績が得られた。
　以上の解析結果から, A/テキサス/50/2012（X-223） 
は依然として卵馴化による抗原性の変化の影響を受け
ているものの, 前年度の A/ビクトリア/361/2011（IVR-

165） ワクチン株よりその程度は小さいことから, 2013/ 

14 シーズンの A（H3N2） ワクチン株として A/テキサ
ス/50/2012（X-223） を選定した。
　3-3.  B/マサチュセッツ/2/2012（BX-51B）
　2012/13 シーズンの国内における B 型インフルエン
ザの流行は, シーズンを通して山形系統とビクトリア
系統との混合流行で, その比率はおよそ 7 : 3 であっ
た。諸外国での流行状況も同様で, 山形系統の流行が
多くの国で優位であった。さらに, 平成 24 年度の流行
予測事業による国民の抗体保有状況調査では, 山形系
統ワクチン株 B/ウイスコンシン/1/2010 に対する抗
体保有レベルは, 前年度よりは全年齢層で高まったが, 

依然としてビクトリア系統 B/ブリスベン/60/2008 に

対する抗体保有レベルより低かった。これらのことか
ら, 2013/14 シーズン向けのワクチンは引き続き, 山形
系統から選定するのが妥当との判断に至った。
　山形系統の流行株は, 当シーズンのワクチン株 B/

ウイスコンシン/1/2010 が属するグループ 3 と, 最近
の流行株を代表する B/マサチュセッツ/2/2012 が属す
るグループ 2 に区別された。国内外の流行株の大半は
グループ 2 に分類された。各グループの代表株に対す
るフェレット感染血清を用いた HI 試験では, これらの
グループ間での抗原性には大きな差はなかったが, 直
近の流行株は B/ウイスコンシン/1/2010 血清よりも B/マ
サチュセッツ/2/2012 血清に比較的良く反応する傾向
がみられ, グループ 2 と 3 では抗原的に区別できるこ
とが示された。このことから, WHO は2013/14 シーズ
ン向けのワクチン株に B/マサチュセッツ/2/2012 類似
株を推奨した。
　B 型ウイルスは卵に馴化すると HA タンパクのレセ
プター結合領域周辺の糖鎖付加部位のアミノ酸に置換
が起こり, 糖鎖が脱落した卵型変異株になる。ワクチ
ンを卵で製造する限り, 糖鎖欠損変異が起こることは
避けられず, B/マサチュセッツ/2/2012 株も例外では
ない。糖鎖欠損変異株の接種で誘導される抗体は, 糖
鎖が付加されている流行株との反応性が低下し, ワク
チン効果が減弱する可能性が指摘されている。現時点
では, この問題の解決法はないため, 卵馴化による変
化の程度が小さいものを選択せざるを得ない。B/マサ
チュセッツ/2/2012 株からは, ワクチン製造用として
BX-51B と BX-51C が開発されているので, これらに
対するフェレット感染血清を作製して, 流行株との反
応性を HI 試験で評価した。その結果, HI 価で 8 倍以
上低下した株は, BX-51B 血清で 15％, BX-51C 血清で
20％と両者に差はみられなかった。一方, 米国 CDC で
の解析では, BX-51B 血清の反応性が BX-51C血清よ
り良好であった。
　国内ワクチン製造 4 社で BX-51BとBX-51C の増殖性, 

タンパク収量など製造効率を検討した結果, BX-51Bの
方が良好であり, 前年度ワクチンと同等以上の製造効
率が期待できた。
　以上のことから, 2013/14シーズンの B 型ワクチン株
として, B/マサチュセッツ/2/2012（BX-51B） 株を選
定した。
　 4 .  現行の卵で製造されるワクチンの問題点と改善
への展望
　2012/13 インフルエンザシーズンは, A（H3N2） ウイ
ルスが国内や多くの諸外国で流行の主流であった。こ
のシーズンは, ワクチン効果が低かったと国内外から
批判が出ているが, これはウイルス流行予測に基づく
ワクチン株の選定の問題ではなく, 上述したようにワ
クチン株の卵馴化による抗原変異がワクチン効果を低
下させていることが原因となっている。この卵馴化
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は, 2006/07 シーズンから B 型ワクチン株で問題視され
ていたが, 2008 年以降は A（H3N2） ワクチン株でも顕
著になってきている。現行のインフルエンザワクチン
が卵で製造される限り, この問題の根本的な解決は極
めて困難であり, ワクチンの製造基剤を変えるしかな
い。現在, 国内および諸外国では培養細胞を用いたイ
ンフルエンザワクチンの製造に切り替えつつあり, こ
れら細胞培養インフルエンザワクチンに期待したい。
　 5 .  B 型の 2 株を含めた 4 価ワクチンの導入の要望
　ここ 2 シーズンは山形系統とビクトリア系統の B 型
ウイルスが国内外ともに混合流行していることから, 

来シーズンにどちらの系統のウイルスが流行するかを
予想することは, 現在のサーベイランスでは極めて困
難である。米国では両系統の B 型ワクチンを含む 4 価
ワクチンの導入が開始されており, WHO も 4 価ワク
チン用としてビクトリア系統からは B/ブリスベン/60/ 

2008 株を推奨している。わが国では生物学的製剤規準
によって, 総タンパク量の上限 （240μg） が規定され
ているので, 現状では 4 価ワクチンの導入は不可能で
ある。しかし, ビクトリア系統と山形系統の 2 系統の
ウイルスが混合流行している事態を踏まえて, わが国
でも, 欧米諸国と同様に両系統のワクチンを含む 4 価
ワクチンの導入を急ぐべきである。そのためには, 速
やかに臨床試験を実施し, 十分な安全性を確保しつつ
生物学的製剤規準の見直しが急務である。
　　　　　国立感染症研究所
　　　　　インフルエンザワクチン株選定会議事務局
　　　　　インフルエンザウイルス研究センター
　　　　　　小田切孝人　田代眞人

＜通知＞
　平成 25 年度インフルエンザ HA ワクチン製造株の決
定について

健発0419第 3 号　
平成25年 4 月19日

　国立感染症研究所長
厚生労働省健康局長

　生物学的製剤基準 （平成 16 年 3 月30日厚生労働省告
示第 155 号） の規定に係る平成 25 年度のインフルエン
ザ HA ワクチン製造株を下記のとおり決定したので通
知する。

記
　A 型株
　　A/カリフォルニア/7/2009（X-179A）（H1N1）pdm09

　　A/テキサス/50/2012（X-223）（H3N2）
　B  型株
　　B/マサチュセッツ/2/2012（BX-51B）

＜特集関連情報＞
　2012/13 シーズン夏季に長崎で採取された A/H3N2 イ
ンフルエンザウイルスのシークエンス解析結果の報告

　新潟大学では, インフルエンザウイルスの調査を各
地の臨床医と協力して行っている。2013 年 7 月にイン
フルエンザ感染症例があり, その臨床検体から A/

H3N2 インフルエンザが分離されたため, 遺伝子解析
の結果を報告する。
　2013 年 7 月 9 日 （第 28 週） に長崎県長崎市内の医療
機関を, 発熱 （37.9℃）, 鼻汁, 頭痛を主訴として受診
した成人症例 （49歳） が 1 例あり, インフルエンザ迅
速診断キットによりA 型陽性と判定された。採取され
た鼻腔ぬぐい臨床検体が新潟大学へ輸送された。
MDCK 細胞でウイルス分離培養を行い, リアルタイ
ム PCR により型別判定した結果, A/H3N2（M2 蛋白
部位） が検出された。
　患者は 7 月 6 日に, A 型インフルエンザと他院で診
断された小学生と幼稚園児 （ 5 歳） の甥 2 名に親族の
集まりで会い, その時に感染したと考えられる。2 名
の甥は兄弟で, 患者の居住する地域から約 20km 離れ
た場所で生活している。5 歳児が通う幼稚園ではイン
フルエンザ感染症例があり, 5 歳児の感染後, 小学生
の兄へ家族内感染したと考えられる。さらに, 兄弟の
母親もインフルエンザ様症状が出現しているが, 確定
診断はされていない。甥の家族内でその後新たな感染
例はなく, また患者の家族内でも, 他の感染者は出現
していない。
　このインフルエンザ分離株 A/Nagasaki（長崎）/ 

13N001/2013 （以下 13N001とする） の遺伝子解析結果
を以下に示す。HA 遺伝子を用いた系統樹解析の結果, 

13N001 は 2013/14 シーズンのインフルエンザ A/H3N2

ワクチン株である A/Texas/50/2012と同じサブクレー
ド 3C 1）に属していた （次ページ図 1 ）。A/Texas/50/ 

2012と比較し, MDCK 分離株では, N128T, A138S, 

N144D, N145S, P198S （A/Victoria/361/2011 に対し
ては A198S） のアミノ酸変異がみられた。なお, A138S

置換は臨床検体 （オリジナル検体 : 次ページ図 1 の
clinical sample） にはみられなかったので, MDCK 細
胞による培養中の変異と考えられる。アミノ酸変異の
あった 144 位, 145 位は抗原決定部位 A であり, 198 位
は抗原決定部位 B である2-4）。2012/13 シーズンに新潟
大学でウイルス分離しシークエンスを行った A/H3N2

インフルエンザの 57 株すべてがサブクレード 3C に属
しており, 145 位と198 位のアミノ酸変異を有した。ま
た, 2012/13 シーズンのワクチン株であったA/Victoria/ 

361/2011 血清 （ホモ価 640） に対する HI 試験では, 57

株中 HI 価 320の株が 3.5％, 160の株が 24.6％, 80 の株
が 54.4％, 40の株が 17.5％と全体の約 30％が抗原性の
一致を示したが, 残りの70％は抗原性がやや異なると
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いう結果であった。これら57 株の中には, 今回みら
れた144 位変異をもつ 3C 株は存在しなかった。遺伝
子データベース GISAID （http://platform.gisaid.org/

epi3/） で BLAST search を行った結果, 13N001とHA

遺伝子が 100％一致する株の登録はなかった。このこ
とから, 13N001 はサブクレード 3C の中で新しい HA

遺伝子変異を有する A/H3N2 株である。他のサブク
レード 3C 株との違いである144 位 1 カ所のアミノ酸置
換により, ワクチン株 A/Texas/50/2012 から抗原性が
変異しているかどうかについては, 今後解析していく
予定である。
　NA 遺伝子の系統樹解析の結果, 13N001 はA/Texas/ 

図1. Phylogenetic analysis of influenza H3N2 HA gene

 アミノ酸変異はA/Texas/50/2012と比較したものである
 アミノ酸変異の表記後の（　）のアルファベットは抗原決定部位を表す

A/Korea/3410/2013 Apr

A/Korea/3402/2013 Apr

A/GIFU-C/2/2013 Jan

A/OITA/37/2013 Apr

A/Nagasaki/12N082/2013

A/Korea/3419/2013 Apr

A/Nagasaki/13N001/2013_HA_Isolate

HA :  A/H3N2

N128T

A138S
N144D(A)

A/Nagasaki/13N001/HA_Clinical Sample
A/Kyoto/12K002/2013

A/Niigata/12F042/2013

A/FUKUSHIMA/95/2013 Apr

A/Niigata/12F402/2013

A/Isahaya/12I013/2013

A/Hong Kong/392/2013 Jan

A/Niigata/12F086/2013

A/Tokyo/12IM014/2013

A/Hokkaido/12H002/2013

I202V

N6K

A212T

R142S

2012/2013
A/Hokkaido/12H017/2013

A/Hokkaido/12H031/2013

A/Kyoto/12K025/2013

A/Nagasaki/12N003/2013

A/Nagasaki/12N025/2013

A/Nagasaki/12N122/2013

A/Nagasaki/12N079/2013

A/Kyoto/12K001/2013

A/Niigata/12F158/2013

A/Niigata/12F260/2013 3C

R261Q

N128A,R142G
N145S(A)

P198S(B)
N128T

K83R

A/Gunma/12G023/2013

A/Kyoto/12K013/2013

A/Tokyo/12IM022/2013

A/Gunma/12G013/2013

A/Niigata/12F490/2013

A/Tokyo/12IM020/2013

A/Kyoto/12K031/2013

A/Hyogo/11K305/2012 Feb

A/Texas/50/2012 Reference virus (Vaccine virus 2013/14)
A/Hokkaido/11H013/2012 Feb

L3I,T10M,N128T

F87Y

L3F,N128T

A/Hyogo/11K209/2012 Jan

A/Hokkaido/11H021/2012 Feb

A/Nagasaki/11N029/2012 Feb

A/Tokyo/11IM027/2012 Feb

A/Tokyo/11IM048/2012 Mar

A/Kyoto/11K025/2012 Jan

A/Gunma/11G012/2012 Mar

A/Gunma/11G022/2012 Mar

A/Kyoto/11K318/2012 Mar

A/Kyoto/11K347/2012 Feb

A/Nii t /11F526/2012 M

2011/2012

Q33,S45,T48,T128
S145,S198,N278

3A

A/Niigata/11F526/2012 Mar

A/Niigata/11F654/2012 Mar

A/Berlin/93/2011__|_HA

A/Hawaii/22/2012__|_HA

A/Victoria/361/2011

A/Nagasaki/11N016/2012 Jan

A/Tokyo/11IM020/2012 Feb

A/Stockholm/18/2011

3BQ33,S45,T48,T128
D144,S145,A198,N312

A/Israel/18/11/2011

A/Minnesota/10/2012__|_HA

A/Brisbane/10/2007

A/Wisconsin/67/2005

A/Perth/16/2009

A/Victoria/208/2009

A/Acores/SU43/2012__|_HA

A/Iowa/19/2010__|_HA
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50/2012と同じサブクレード 3C に属し, さらに H150R

変異があった （図 2 ）。もともとクレード 3C 株は150 位
がアルギニン（R）であるのに対し, A/Texas/50/2012

のみヒスチジン（H）に変異しているため, 13N001 に
特異的な変異ではないと考えられる。また, ノイラミ
ニダーゼ阻害薬剤に対して耐性となるアミノ酸変異は

みられなかった5, 6）。
　なお 13N001 は, リアルタイム PCR によりM2 遺伝
子 S31N 変異によるアマンタジン耐性が確認されてい
る。
　昨シーズン （2012/13） の日本では A/H3N2 を主と
した流行がみられた7）。2013 年 6 ～ 8 月のオーストラ

A/Kyoto/11K347/2012 Feb

A/Kyoto/11K318/2012 Mar

A/Nagasaki/12N082/2013

A/Kyoto/11K001/2012 Jan

A/Gunma/12G013/2013

A/Nagasaki/13N001/2013_NA_Isolate

NA :  A/H3N2
D151G

E42G
T148I

D251N,N329T,E435GV231I

N47S,I106V,E258K

A/SENDAI/13/2012 Dec

A/Kyoto/12K002/2013

A/Niigata/12F042/2013

A/CHIBA/19/2012 Dec

A/Isahaya/12I013/2013

A/Tokyo/12IM014/2013

A/HIROSHIMA/21/2012 Dec

A/Niigata/12F086/2013

A/Niigata/12F402/2013

F23S
D151N

K199N

I392M

T148K

T71I,T148I I312V

A/Tokyo/12IM022/2013

A/Hong Kong/209/2013 Jan

A/Gunma/11G022/2012 Mar

A/Gunma/11G012/2012 Mar

A/Hokkaido/12H002/2013

A/Kyoto/12K025/2013

A/Hokkaido/12H017/2013

A/Hokkaido/12H031/2013

A/Nagasaki/12N003/2012

A/Nagasaki/12N122/2013

3C
Y40H,E435KR400K,D463N

D151N

D151G

D151N

A/Kyoto/12K031/2013

A/OITA/53/2012 Jan

A/Nagasaki/11N082/2012 Feb

A/Hawaii/22/2012__|_NA

A/Hong Kong/8147/2012

A/Nagasaki/12N025/2013

A/Hokkaido/11H041/2012 Mar

A/Hyogo/11K209/2012 Jan

A/Hokkaido/11H034/2012 Mar

A/G /12G023/2013

D197N

P82S

S88T
M24V,D399G

S315N
G401D
V436I

H150R
A/Gunma/12G023/2013

A/Berlin/93/2011__|_NA

A/Niigata/12F490/2013

A/Tokyo/12IM020/2013

A/Nagasaki/11N090/2012 Mar

A/Hyogo/11K305/2012 Feb

A/Nagasaki/11N002/2012 Jan

A/Tokyo/11IM044/2012 Feb

A/Nagasaki/11N020/2012 Feb

A/Hokkaido/11H021/2012 Feb

D151G

D151GA82V,V215I

P45L

S315N

D151G

A/Texas/50/2012 Reference virus (Vaccine virus 2013/14)
A/Victoria/361/2011

A/Hokkaido/11H013/2012 Feb

A/Gunma/11G005/2012 Feb

A/Acores/SU43/2012__|_NA

A/Brisbane/10/2007

A/Wisconsin/67/2005

3B

A/Perth/16/2009

A/Victoria/208/2009

A/Iowa/19/2010__|_NA

A/Minnesota/10/2012__|_NA

A/Nagasaki/11N016/2012 Jan

A/Tokyo/11IM020/2012 Feb

A/Stockholm/18/2011

A/Israel/18/11/2011

3A

図2. Phylogenetic analysis of influenza H3N2 NA gene

アミノ酸変異はA/Texas/50/2012と比較したものである
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リアでは, A/H1N1pdm09 と A/H3N2 の混合流行がみ
られ, 今のところ A/H1N1pdm09 がやや優勢である
ものの, 地域差が存在する8）。オーストラリアの状況よ
り, 2013/14 シーズンの日本においても A/H1N1pdm09

と A/H3N2 の混合流行となる可能性がある。また, 季
節外れの夏季に検出されたウイルス株が今冬流行する
可能性もあるため, 今後の発生動向を注視する必要が
ある。
　謝辞 : 今回の株の報告において, 適切なアドバイス
をご教授いただきました国立感染症研究所インフルエ
ンザウイルス研究センターの藤崎誠一郎先生に深謝い
たします。
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　　新潟大学大学院医歯学総合研究科国際保健学分野
　　　日比野亮信　近藤大貴　Clyde Dapat

　　　Isolde C Dapat　佐藤康平　八神　錬
　　　菖蒲川由郷　齋藤玲子　
　　長崎県長崎市
　　　田上病院　黒木麗喜
　　　まさき内科呼吸器クリニック　真崎宏則

＜特集関連情報＞
　中国における鳥インフルエンザ A（H7N9） ウイルス
感染症の発生

　WHO の発表では, 2013 年 10月24日現在, 中国本土
および台湾から137 例の症例が報告されており, うち 45

例が死亡, 4 例が入院中で, 88 例が退院している。年
齢・性別が判明した131 例では年齢中央値は 61 歳 （ 4

歳～91 歳）, 性別は女性が 31％ （40 人） であった。
　現在報告されている初発例の発症日は 2013 年 2 月19

日であり, 3 月中旬までは散発的に, 3 月下旬～ 4 月中
旬までは継続して症例の発症が報告された。4 月下旬
からは症例の報告が減少し, 5 月21日以降しばらく発
症はなかったが, 7 月に入って 2 例の発症があった。7

月27日発症の症例の後途絶えていたが, 10月に入って
新たに10月 7 日および 10月16日発症の 2 例が報告さ
れている （次ページ図）。
　中国本土では, 症例は上海市から 1 例目が報告され
た後, 3 月には浙江省, 江蘇省, 安徽省, 4 月には河南
省, 北京市, 湖南省, 山東省, 福建省, 江西省からそれ
ぞれの発症が報告され, 7 月に入って新たに河北省と
広東省で 1 例ずつ, 10月に入って浙江省で 2 例の発症
が報告された。現時点で報告地域は 2 市 10 省となって
いる。症例は, 浙江省 （48 例）, 上海市 （34 例）, 江蘇省
（27 例） で多く報告されている。台湾からの症例は, 4

月に報告された 1 例で, 江蘇省に滞在し, 上海を経て
帰国した後 3 日目に発症した。
　症例の多くが少なくとも一つの併存症を持ってお
り, 発熱と咳が最もよく認められた症状であり, 両側
性のすりガラス状陰影と浸潤影が最もよくみられた所
見であった。確定例の大半は肺炎に罹患し, その 70％
が急性呼吸促迫症候群 （ARDS） を発症していた。一
方では, 軽症から中等症の症例が病院定点サーベイラ
ンスで検出されていることから, 重症例として検出さ
れた確定例は, 中国国内での全症例のうちの氷山の一
角であることが推察されている。ほとんどの症例が抗
ウイルス剤の投与を受けていたが, 発症後 7 日目 （中
央値） に開始されていた。ウイルスの検出は下気道検
体からのほうが, 鼻咽頭スワブより感度が良いことが
指摘されている。
　症例 130 例のうち, 75％の症例に発症日前 14日以内
の家禽との接触歴があり, また鳥への曝露から発症ま
での推定潜伏期の中央値は 3.1日 （95％信頼区間 : 2.6-

3.6） であった。浙江省で 2013 年 4 ～ 5 月に実施された
鳥インフルエンザ A（H7N9） ウイルス （以下 H7N9ウ
イルス） に対する血清 HI 抗体価の調査において, 一般
の健常人ではほとんどが抗体陰性であったが, 家禽市
場で働く健常人 6 ％ （25/396） に抗体陽性者が認めら
れ, 家禽市場の従業者で不顕性感染が起きていること
が示唆されている。確定例に対する接触者調査からは
いくつかの家族内クラスターにおいて, 限定的なヒト-

ヒト感染が確認されており, その曝露から発症まで潜
伏期は 6 ～ 7 日であった。
　一方, 周囲の養鶏場や農場のニワトリ約 4 万羽が調
べられたが, すべて H7N9 ウイルス感染は陰性であり, 

また患者発生地域でも, 一部の鳥市場の 46 羽に感染が
確認されたのみである。また, 多数のブタが調査され
たが, 陽性例はみつかっていない。したがって, ヒト
への感染源としてニワトリが疑われているものの, 

H7N9 ウイルスの中間宿主動物やヒトへの伝播経路は
不明である。5 月初めに流行地域の鳥市場を閉鎖した
後には, 新たな患者発生は大幅に減少しているが, 感
染源と推定されるニワトリを処分した効果なのか, 夏
季に向かいインフルエンザの活動が低下する季節的要
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因なのかは不明である。
　当該ウイルスは少なくとも 3 種類の異なる鳥インフ
ルエンザウイルスの遺伝子交雑体であると考えられ
る。ヒト分離ウイルス 15 株は遺伝子系統樹解析の結果
から互いに非常に類似していた。しかし, そのうちの
1 株 （A/Shanghai/1/2013） は, 塩基配列上では他の
14 株とは区別され, 共通の祖先から分岐した別系統の
近縁ウイルスが同時期に伝播していたことが示された。
　上海市, 江蘇省, 浙江省のハト, ニワトリおよび環
境からの分離ウイルス 7 株の遺伝子系統樹解析の結果
からは, 上記ヒト分離ウイルスのうちの上記 14 株と類
似性が高く, 同系統のウイルスと考えられる。しかし, 

鳥とヒトのウイルス株の間には明らかに異なる塩基配
列もあり, 今回報告された鳥分離ウイルスが今回報告
された患者に直接に感染したものであるとは考えにく
い。
　ヒト分離ウイルス 15 株のすべての HA 遺伝子は, ヒ
ト型のレセプターへの結合能を上昇させる変異を有し
ており, このことは in vitro のレセプター結合実験で
も確認された。しかし, これら分離株は, トリ型レセ
プターへの結合能も併せて保持しているため, まだ継
続的にヒト-ヒト間で感染伝播するまでにはヒト型に
馴化していないと判断される。しかし, 追加の変異に
よってその能力を獲得する可能性があるので, パンデ
ミックを起こす可能性については, H5N1 鳥インフル
エンザウイルスよりも高いと推定される。
　PB2 遺伝子を解析したヒト分離ウイルス 11 株のす
べてに, RNA ポリメラーゼの至適温度を鳥の体温
（41℃） から哺乳類の上気道温度 （34℃） に低下させる
変異が観察された。
　ヒト分離ウイルス 15 株および鳥, 環境からの分離ウ
イルス 7 株, 合計 22 株の遺伝子解析の結果からは, 鳥
に対して高病原性を示す遺伝的マーカーの変異はみら
れず, ニワトリやウズラなど家禽への感染実験でも低

病原性であることが確認された。またブタへの感染実
験においても不顕性感染であることが確認され, この
系統のウイルスがこれらの哺乳動物の間で症状を示さ
ずに伝播され, ヒトへの感染源になる可能性が示唆さ
れた。
　NA 遺伝子の塩基配列からは, ヒト分離株のうちの
1 株 A/Shanghai/1/2013 が, 抗インフルエンザ薬の
オセルタミビル, ペラミビルおよびザナミビルに対す
る耐性変異 （R292K） をもつことが指摘されていたが, 

詳細な遺伝子解析やクローニング実験から耐性株と感
受性野生株との混合ウイルスであることが確認され
た。台湾のヒト分離ウイルスも耐性変異株と感受性野
生株の混合ウイルスで, オセルタミビルに感受性が低
下していた。
　直近で浙江省から 2 例の患者報告があったことか
ら, 冬季にかけて H7N9 ウイルスの流行が再び活発に
なる可能性も否定できず, 引き続き中国における患者
発生状況および国内への患者の流入の可能性を注視す
る必要がある。
　　　　　　国立感染症研究所
　　　　　　インフルエンザウイルス研究センター
　　　　　　　藤崎誠一郎　小田切孝人　田代眞人
　　　　　　同実地疫学専門家養成コース　田渕文子
　　　　　　同感染症疫学センター
　　　　　　　山岸拓也　松井珠乃　大石和徳

＜速報＞
　2013 年 9 月に分離された A（H1N1）pdm09 ウイルス
の性状－三重県

　近年, 国内での A（H1N1）pdm09 ウイルスの分離・検
出状況は 2011 年には 5,284 件であったが 2012 年は 39 件
に減少した。その後 2013 年には127 件 （2013年 9 月18

日現在） のウイルスが検出されており, やや増加して

図. 鳥インフルエンザA(H7N9)確定例 流行曲線（2013年10月24日現在）
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いる1）。本県においてもA（H1N1）pdm09 ウ
イルスは 2013 年 1 月上旬に 2011 年 3 月以来
となる 2 株が分離され, さらに同年 5 月中
旬には 2 株の計 4 株が分離された2）。その
後, 2013/14 シーズンの初期にインドネシ
ア へ の 渡 航 歴 の あ る 2 名 の 患 者 か
ら A（H1N1）pdm09 ウイルスが分離された。
そこで, これらの A（H1N1）pdm09ウイルス
の性状について報告する。
　2013 年 9 月 5 日 （第 36 週） にインドネシ
アから帰国後に発熱等の症状 （表 1 ） を呈
し三重県 A 市の医療機関を受診した 2 名
の患者から採取された咽頭ぬぐい液検体を
用い, インフルエンザウイルス遺伝子検査 

（Conventional RT-PCR 法, Real-time RT-

PCR 法, RT-LAMP 法） を実施したところ, 

2 件ともに A（H1N1）pdm09ウイルスが検
出された。MDCK 細胞によるウイルス分離
においても, 2 件とも初代培養で細胞変性
が認められた。これらのウイルス培養上清
液に対して 0.75％モルモット赤血球を用い
た赤血球凝集 （HA） 試験を行ったところ, 

両株とも HA 価は 128を示した。そこで国立感染症研
究所より2012 年に配布された 2012/13 シーズンインフ
ルエンザウイルス同定キットにて 0.75％モルモット赤
血球を用いた赤血球凝集抑制 （HI） 試験による同定
試験を行った。これらの 2 株は A/California/7/2009

（H1N1）pdm09 の抗血清に対する HI 価は 2,560 （ホモ価
2,560） を示した。なお, A/Victoria/361/2011（H3N2） の
抗血清 （同 2,560）, B/Wisconsin/1/2010（山形系統） の
抗血清 （同 1,280）, B/Brisbane/60/2008（Victoria 系
統） の抗血清 （同1,280） に対する HI 価は10 未満であっ
た。
　HA 遺伝子系統樹解析
　2013 年 9 月に分離された 2 株の A（H1N1）pdm09 ウ
イルス 〔A/MIE（三重）/22/2013株, A/MIE/23/2013

株〕 は HA 遺伝子系統樹解析により, HA タンパク質
に D97N, S185T のアミノ酸置換を持つクレード 6 に
分類された （図 1 ）。また, 2013 年 1 月上旬の 2 株 （A/

MIE/1/2013 株, A/MIE/2/2013 株） は, 2010/11シー
ズンの国内流行株の特徴である A197T アミノ酸置換
を持つクレード 7 に属していた。また同年 5 月中旬の
分離株 （A/MIE/21/2013 株） はクレード 6 に分類さ
れるが, 同クレード内の 9 月分離株 （A/MIE/22/2013

株, A/MIE/23/2013 株） の HA アミノ酸と比較すると, 

6 カ所 （アミノ酸番号 : 19, 163, 234, 256, 266, 269） が
異なっていた。今回の検出事例は帰国後 2 日で発症し
ていることから, インドネシアからの輸入事例と推測
され, 今後, インフルエンザウイルス流行期に分離さ
れる A（H1N1）pdm09 ウイルスとの抗原性の違いに興
味がもたれる。
　なお, 9 月分離株は 2 株ともオセルタミビル耐性
マーカーである, NA 遺伝子内の H275Y 変異は検出
されていない。
　感染予防対策のためにも通年における継続的なイン
フルエンザウイルスの動向監視を行い, A（H1N1）pdm09

ウイルスの国内での再流行および AH3 亜型インフル
エンザウイルス, B 型インフルエンザウイルスの動向
に注視する必要があると思われる。
　謝辞 : 本報告を行うにあたり, 貴重なご意見をいた
だきました国立感染症研究所インフルエンザウイルス
研究センターの藤崎誠一郎先生, 小田切孝人先生にお
礼申し上げます。検体採取を担当された医療機関の諸
先生方および関係各位に深謝いたします。
　参考文献
1） https://nesid3g.mhlw.go.jp/Byogentai/Pdf/data62j. 

pdf （国立感染症研究所 感染症疫学センター, 年別
ウイルス検出状況, 由来ヒト : インフルエンザ＆そ
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表1. 患者の臨床症状
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の他の呼吸器ウイルス, 2009～2013 年）
2） http://www.kenkou.pref.mie.jp/topic/inf lu/bunri/

bunrihyou1213.htm

（三重県感染症情報センター, インフルエンザウイ
ルス分離・検出状況）
　　　三重県保健環境研究所 

　　　　矢野拓弥　前田千恵　赤地重宏　山寺基子
　　　　松野由香里　永井佑樹　小林章人　楠原　一
　　　　小林隆司　福田美和　中川由美子　高橋裕明
　　　　奈良谷性子　山内昭則　天野秀臣　西中隆道
　　　独立行政法人国立病院機構三重病院　庵原俊昭

＜速報＞
　2013/14 シーズン最初に分離されたインフルエンザ
ウイルス－島根県

　当県では, 2013 年 9 月17日 （第 38 週） に益田保健所
管内 1 保育園 （園児 108 名） から, 10 名のインフルエン
ザの集団発生の報告があった。地域内小流行を含め, 

患者発生状況およびウイルス検出状況について概要を
報告する。
　島根県において, 過去 5 シーズンのインフルエンザ
様疾患の学級閉鎖等報告の初発は, A（H1N1）pdm09

が大流行した 2009/10 シーズンを除くと, 第 47 週
（2012/13シーズン）～翌年第 2 週 （2010/11シーズン）
であるが, 2013/14 シーズンは第 38 週に集団発生した。
報告のあった県西部の益田保健所管内インフルエンザ
定点 （定点数 5 ） 患者報告数は, 第 37 週 （ 9 月 9 日） か
ら12 件, 第 38 週 （ 9 月16日） に10 件, 第 39 週 （ 9 月23

日） には17 件であり, 益田保健所管内でこの時期 10～
17 件 （定点当たり2.0～3.4） と地域的な流行となって
いた （図）。また, 入院サーベイランスにおいても第 38

週に 3 名 （80 歳, 64 歳, 5 歳）, 第39 週に 1 名 （ 1 歳）, 
第 40 週に 1 名 （12 歳）, 第 41 週に 1 名 （ 4 歳） のインフ
ルエンザ入院患者報告があった。
　この時期に集団発生を探知することは稀であり, 今
後のインフルエンザの流行を早期発見し, 対策を迅速
かつ的確に実施するために益田保健所と管内の定点医
療機関にインフルエンザ患者検体の提供を依頼し, 集
団発生のあった保育園の患者 1 名 （ 5 歳） を含む計 6

名 （前述の 5 歳の他, 1 歳 2 名, 8 歳 1 名, 35 歳 1 名, 

43 歳 1 名） の患者から咽頭ぬぐい液検体が得られた。
　検体から RNA を抽出し, リアルタイム RT-PCR 

（TaqMan Probe 法） によりインフルエンザウイルス
遺伝子検査を行い, 6 検体ともに A（H1N1）pdm09 ウ
イルスが検出された。MDCK 細胞によるウイルス分
離でも, 6 検体とも初代培養で細胞変性が認められた。
採取したウイルス培養上清に対して 0.75％モルモット
血球を用いて赤血球凝集 （HA） 試験を行った。1 検
体は 6HA/25μl, 残りの 5 検体は 4HA/25μl の HA 価
を示した。そこで, 国立感染症研究所より2012 年に配
布された2012/13 シーズンインフルエンザ同定キット
を用いて HI 試験による同定を行ったところ, 6 株す
べてにおいて A/California/7/2009（H1N1）pdm09 の
抗血清に対する HI 価は 320 （ホモ価 640） を示した。
A/Victoria/361/2011（H3N2） の抗血清 （同 5,120）, B/ 

Wisconsin/01/2010（山形系統） の抗血清 （同160）, B/

Brisbane/60/2008（Victoria 系統） の抗血清 （同80）に
対する HI 価は10 未満であった。また, A/H1N1pdm09 

H275Y 耐性株検出法実験プロトコールに基づき, 遺伝
子検査で用いた RNA からの H275Y 耐性マーカー検出
試験を行ったが, 6 株すべて感受性 （H275） 株であっ
た。
　益田保健所のその後の調査では, 集団発生のあった
保育園の新規患者は 9 月18日 1 名, 20日 1 名, 21日 1 名, 

24日 2 名, 25日 1 名であり, 合計16 名の患者報告があっ
た。9 月27日以降, 10月16日現在までは保育園での新
たな患者発生報告はなかった。また, 職員からの患者
発生報告はなかった。益田保健所管内インフルエンザ
定点患者報告数も第 40 週 （ 9 月30日） は 6 件, 第 41 週
（10月 7 日） は 1 件と減少し, 散発的な発生となって
いる。保育園の集団発生が探知の端緒であったが, 患
者は小児のみでなく広範な年齢層で認められた （図）。
　例年より早期の集団発生であり, 県内の他地域では
ほとんど患者報告は認められていないが, 県薬事衛生
課を通じて各保健所等と情報を共有し, 今後のインフ
ルエンザウイルスの動向を注視する必要がある。
　　　島根県保健環境科学研究所
　　　　滝元大和　飯塚節子　穐葉優子　和田美江子
　　　島根県益田保健所
　　　　森永修司　竹田宏樹　坂本あずさ

＜速報＞
　渡航歴のない麻疹集団発生からの B3 型麻疹ウイル
ス検出－愛知県

　2013 年 8 月23日～ 9 月12日の期間に愛知県内で麻疹
と診断された患者のうち, 愛知県衛生研究所にて行っ
た麻疹ウイルス遺伝子検査陽性を示した13 例につい
て, ウイルス検査の概要を報告する。このうち遺伝子
型別のできなかった 1 例を除く12 例の遺伝子型は B3図. 益田保健所管内のインフルエンザ報告患者数
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型であった。保健所による疫学調査では, 13 例とも患
者および同居者に患者発症前 1 カ月間の渡航歴はな
い。なお患者番号は NESID 届出 ID 順に付番した。
　 1 ）  8 月上旬に同一医療機関来院歴のある者 7 名
　患者 2 ： 9 歳男児, 麻疹含有ワクチン （MCV） 接種歴
なし, 8 月16日発熱。患者 1 : 9 カ月女児, MCV 接種歴
なし, 8 月18日発熱。患者12 : 26 歳女, MCV 接種 2 回, 

8 月18日発熱。患者 8 : 6 歳女児, MCV 接種 1 回, 8 月
20日発熱。患者 3 : 1 歳男児, MCV 接種歴なし, 8 月21

日発熱。患者 4 : 2 カ月女児, MCV 接種歴なし, 8 月29

日発熱・発疹, 患者 12の家族。患者 5 : 11歳女児, MCV

接種歴不明, 8 月28日発熱。
　 2 ） 来院者の同居家族 4 名
　患者 9 : 1 歳男児, MCV 接種歴なし, 母が受診, 8 月
30日発熱。患者 7 : 1 歳男児, MCV 接種歴なし, 患者 8

の家族, 8 月31日発熱。患者 6 : 35 歳男, MCV 接種歴
不明, 患者 1 の家族, 9 月 2 日発熱。患者 10 : 3 カ月男
児, MCV 接種歴なし, 患者12の家族, 9 月 7 日発熱。
　 3 ） 上記医療圏を通勤し, 患者との接触歴のない患
者 2 名
　患者 11 : 39 歳男, MCV 接種歴なし, 8 月31日発熱。
患者 13 : 19 歳男, MCV 接種歴不明, 9 月 6 日発熱。
　患者 1 ～13より採取された血液 （全血もしくは血清）, 
尿, 咽頭ぬぐい液を検体として, RT-nested PCR 法お
よび Vero/hSLAM 細胞を用いたウイルス分離による
実験室診断を試みた。PCR の結果, 患者12を除く12 例
については, 提供された 1 検体以上より麻疹ウイルス
N および H 遺伝子 （1st primer の product） が増幅さ

れ, N 遺伝子の増幅産物について塩基配列を決定し
た。患者由来 N 遺伝子の部分塩基配列 （456bp） はすべ
て同一で, 系統樹解析の結果, B3 型麻疹ウイルスに分
類された （図）。この部分塩基配列は 2013 年福岡市が
タイからの帰国者より検出を報告した配列および同年
尼崎市から報告された配列と100％の相同性を示した
（図, 文献 1 ）。H 遺伝子 nested primer による product

が生成されなかった1）点も福岡市の事例と同じである。
なお患者 12については第 4 病日に採取後冷蔵されてい
た血清を18日後に検査したところ, H 遺伝子のみが増
幅された。また, 患者 5 名 （1, 3, 4, 6, 10） 由来検体
より麻疹ウイルスが分離された。
　愛知県では, 2010 年以降毎年輸入麻疹関連症例への
対応がなされており, 適切な時期に採取された検体が
増えて遺伝子検出やウイルス分離率が向上している。
2013 年は, 2 月と 3 月に中国からの輸入各 1 例より遺
伝子型 H1を, 3 月と 4 月には渡航歴のない患者各 1 例
より遺伝子型 D9 を検出しており, 異なる遺伝子型の
麻疹流入が繰り返し検知されている。今回の集団発生
は, 医療機関以外に接点のない患者 5 名が 8 月16～21

日の期間に集中して発症しており, 感染源は共通と考
えられる。また, 患者 13 名中 MCV 接種歴のあった者
は 6 歳 （ 1 回） および 26 歳 （ 2 回） 2 名のみ, 残り11 名 

（うち 0 歳児 3 名） の MCV 接種歴はなし, または不明
であり, ひとたび麻疹が発生すると, MCV 未接種者
間で速やかな感染拡大がみられる2-4）ことが改めて認
識された。日本における2006～2008 年のアウトブレイ
クの主たる原因ウイルスであり, 常在型ウイルスとさ
れている遺伝子型 D5 の麻疹ウイルスの検出は 2010 年
5 月を最後に報告がない。輸入麻疹との関連や感染経
路の特定に有用な分子疫学的解析の重要性が, 今後ま
すます高まると思われる。
　参考文献
1） IASR 34: 201-202, 2013

2） IASR 31: 271-272, 2010

3） IASR 32: 45-46, 2011

4） IASR 33: 66, 2012
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図. 麻疹ウイルスN遺伝子増幅産物（456塩基）の配列に基づく
     分子系統樹
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＜速報＞
　風疹診断後に麻疹と判明した 1 症例－大阪府

　2013 年は大阪府内で大規模な風疹流行がみられて
おり, 第 36 週現在において患者数は 3,000 名を超えて
いる。このような状況下において, 風疹と診断された
後に麻疹であることが判明した症例を経験したので概
要を報告する。
　症　例  :  29 歳女性, 2013 年 4 月30日から38℃の発熱
をきたし, いったん解熱後, 5 月 3 日から再び 39℃の
発熱がみられた。5 月 3 日から風疹様の発疹と咽頭痛, 

5 月 4 日にリンパ節の腫脹がみられ, 近医で風疹と診
断された。咳, 鼻汁, 結膜充血といったカタル症状は
なく, コプリック斑も認めなかった。海外渡航歴や発
疹性疾患患者との接触歴はなく, 感染源は不明であっ
た。風疹の血清 IgM 等の検査は行われていなかった。
　症例の子 （ 4 カ月齢, 女児） が 5 月10日に発疹をき
たし, 11日より39℃の発熱, 12日にはコプリック斑を
認めた。5 月13日の血清学的検査で, 麻疹に対する血
清 IgM 値が 9.37となり麻疹と診断された。5 月15日に
採取された患児の血液, 咽頭ぬぐい, 尿検体から RT-

nested PCR 法による検査で麻疹ウイルスの N および
H 遺伝子が陽性となり, 咽頭ぬぐい液から Vero/SLAM

細胞を用いたウイルス分離培養検査で麻疹ウイルスが
分離された。増幅された N 遺伝子の核酸配列を解析し
た結果, 麻疹ウイルスの遺伝子型は D8 に分類された
（図）。
　患児の接触者調査で母親 （本症例） の病歴から家庭
内における母から子への麻疹伝播の可能性が疑われ
た。5 月16日に本症例の血液, 咽頭ぬぐい, 尿検体が採
取され, RT-nested PCR 法を用いた麻疹検査に供さ
れた。その結果, すべての検体で遺伝子型 D8 の麻疹
ウイルスが検出された。増幅されたウイルス遺伝子配
列は子に由来するものと同一であった。また, 5 月15

日に検体採取した麻疹に対する血清 IgM 値は 4.4, IgG

は128 以上で, 血清学的にも麻疹であったことが裏付
けられた。本症例はカタル症状を欠き, 最終的に修飾
麻疹と診断された。なお, 本症例の麻疹ワクチン接種
歴は 1 回 （昭和60 年, 28 年前） であった。
　考　察  :  本症例が近医で風疹と診断された背景には
昨今の風疹流行がある。2008 年以降大阪府内の麻疹患
者数は大きく減少し, 2012 年には年間 4 名であった。
麻疹に対する注意喚起は十分ではない一方で, 2012 年
以降, 風疹が大規模な流行を見せており, 府内では先
天性風疹症候群も報告されるなど大きく注目されてい
た。2013 年の感染症発生動向調査によると, 大阪府で
は女性で最も多く風疹が報告されているのは 10 代後
半～20 代であり, 本症例も属している年齢層であった。
そのような状況下で, 発疹が風疹様でカタル症状もな
い修飾麻疹が風疹と臨床診断されたと推察される。成

人では過去に麻疹ワクチン接種歴や罹患歴のあること
も少なくない。そのため麻疹が典型的な症状を示さな
い修飾麻疹になる例も多く, 臨床症状だけで麻疹と風
疹を鑑別することは容易ではない。本症例も子が麻疹
と診断されなければ見逃されていたであろう。麻疹排
除の観点からみても, 風疹流行対策の立場からも, 発
疹性疾患の鑑別には積極的な IgM および PCR検査を
行うことが肝要と思われる。
　本事例で検出された遺伝子型 D8 の麻疹ウイルスは, 

近年日本国内で東南アジアやオーストラリアからの輸
入関連事例を中心として散発的な発生が報告されてい
る1）。遺伝子型 D8 の麻疹ウイルスは 2012 年以前には
大阪府内で検出されなかった。一方, 2013 年第 11 週以
降第 37 週現在, 府内で報告された11 例の麻疹患者のう
ち 9 例から検出された。このうち, 海外渡航歴のある
事例は 2 例, 麻疹患者との接触歴が判明した事例は 5

例であった。本事例は国内で感染したが感染源が不詳
の 2 例のうちの 1 症例であり, 疫学調査の結果から大
阪府内で麻疹ウイルスに感染したと思われた。
　本症例はワクチン接種歴が 1 回あったにもかかわら
ず麻疹ウイルスに感染し, 非典型的な修飾麻疹を発
症したことから, いわゆる secondary vaccine failure  

（SVF） が考えられた。わが国で現在 20 代の大部分～
30 代の成人は麻疹ワクチンを 1 回しか接種されてい
ない。麻疹が一定のレベルで流行する状況下では, 自
然と麻疹に曝露されるため, 麻疹に対する免疫は増強
される （ブースター効果）。しかし, 麻疹の流行が極め
てコントロールされた現在では, このような効果はあ
まり期待できない2, 3）。麻疹ワクチンの効果は年齢と
ともに減衰するため, この世代の麻疹感染リスクは
徐々に高くなると思われる。実際, 全国的にみると麻
疹患者の 47％は 20～30 代で, この割合は年々増加の傾
向にある4）。本症例もこの年齢階層であった。この世
代は母親になる機会も多い。麻疹に対する抗体価が低

MVs/Osaka.JPN/20.13/2

MVi/California.USA/19.12/[D8][JX402873] 
MVs/Aquila.ITA/19.12/[D8][JX559404]
Mvs/Chiba.JPN/04.12/2[AB699696]
MVs/OsakaC_JPN/11.13[AB809562]
MVi/Osaka.JPN/20.13 /1

MVs/Amstelveen.NLD/08.09[FJ831441]
MVs/SiSaKet.THA/50.12/1[KC631636]

MVs/Mirbat.OMN/21.08/1[FJ361900]
MVs/Gifu.JPN/1.12[AB713185]
Mvs/Yamanashi.JPN/4.12/1[D8][AB747647]

66

86

99
Genotype D8

Mvi/Sydney Aus/6 06[DQ983646]
MVs/Ontario.CAN/12.08[EU650202]
MVs/Bijnore.IND/07.06/2[EU812315]

97
89

MVs/Enfield.GBR/9.06 [EF079132]
MVi/Madurai.Ind/40.06[FJ765076]

83

100

60

[U01977]* D399
[U01976]* D4 

[AY037020]*
[AF243450]*
[AF280803]*

. .

82

Genotype D7

[AF481485]*D9
[L46758]*D5

[AF079555]*D5
[U01988]*B1

[U01977]* D3

62
75

[U01987]* A
[U64582]* D2

97

[AY923185]* D10
[L46750]* D6

[D01005]* D1

[AJ232203]* B3
[L46753]* B3

[U01994]* B2
98

76

0.01 * Reference strain

図. 麻疹ウイルスN遺伝子の配列に基づいた系統樹解析

病原微生物検出情報 Vol. 34 No.11 （2013. 11） （347）23



いと, 乳児への移行抗体レベルも十分ではなく, 子へ
の麻疹感染リスクも高くなる。本事例においても母体
の抗体量が不十分だったために子への麻疹伝播が防げ
なかったと考えられる。
　結　語  :  本症例は風疹流行下で麻疹が風疹と誤診さ
れる危険性を示す典型的な例と思われた。日本国内で
の麻疹排除が進んでいる現在の環境下では, 成人の
SVF および乳児の感染予防対策を効果的に進める必
要があり, 成人の感受性者に対する対策をより積極的
に検討する必要があると考えられる。
　参考文献
1） IASR 34: 36-37, 2013

2） Strebel PM, et al., Measles vaccine, In: Plotkin 

SA, Orenstein WA, Off it PA, editors, Vaccines, 

5th ed. Philadelphia: Saunders; 2008, p353-398

3） Leuridan E, et al., BMJ, 2010 May 18; 340: 

c1626. doi: 10.1136/bmj.c1626

4） IASR 34: 21-23, 2013
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＜速報＞
　雲南保健所管内 1 保育園における風疹アウトブレイ
ク－島根県

　2012～2013 年にかけ, 関東・関西を中心に全国各地
で発生した風疹流行は, 2008 年以来最大の規模であっ
ただけでなく, 20～40 代の男性が約 6 割, 20 代女性が
約 1 割を占め, 妊娠子育て世代の成人が多いという特
徴があり, 先天性風疹症候群 （CRS） のリスクが懸念
される深刻な流行となっている1, 2）。島根県では, 過去
6 年間, 風疹の発生届出は少なく, 大きな流行は認め
ていなかった。島根県雲南保健所管内では, 2012 年 9

月に成人男性 1 例の報告があるのみであった。
　今回我々は, 島根県雲南保健所管内 X 保育園におい
て発生した風疹アウトブレイクに対応したので, ここ
に報告する。2013 年 4 月 2 日に発病した麻しん風しん
混合ワクチン （以下, MR ワクチン） 接種歴の無い 1

歳男児患者を発端に, X 保育園で感染が拡大し, 24 人
の風疹ウイルス感染発病者 （園児 16 人, 保育園職員 1

人, 家族 7 人） と 6 人の不顕性感染者 （全員園児） の合
計 30 人の風疹ウイルス感染者が発生した。全例合併症
なく回復した。
　22 人の園児感染者のうち, 発熱, 発疹, リンパ節腫

脹等何らかの症状を呈した者 （有症者） が 16 人, 他の 6

人は無症状 （不顕性感染） であった。診断の確定は, 咽
頭ぬぐい液検体等による RT-PCR 法, または血清風
疹抗体価によった。有症者のうち 4 人が全身性発疹と
発熱を有する典型的な風疹症状を呈したが, 12 人は発
疹のみか, 発熱と体の一部のみの発疹で非典型的な症
状であった。
　保健所の指導のもと X 保育園では, 毎日積極的に全
身を観察し, 発疹を認めた場合は速やかに隔離し, 医
療機関への受診を保護者に依頼した。また, MR ワク
チン定期予防接種の 1 期および 2 期接種の時期にあ
り, 未接種の者にはワクチン接種勧奨を行った。本ア
ウトブレイクは, 6 月 6 日発病の 2 症例を最後に, 最
大潜伏期の 2 倍にあたる 6 週間以上新たな発生がな
く, 終息が確認された。
　園児感染者の多くが MR ワクチン既接種者であっ
たため, ワクチン効果の調査として血清学的評価と疫
学的評価を行った。ワクチン接種者の血清抗体陽性率
は, クラスに関係なく従来報告されているワクチン効
果に劣らない効果が示された。感染防御に関しては, 2

歳以上のクラスでは良好な効果が認められたが, 1 歳
児クラスに限っては, 十分な抗体応答があったにもか
かわらず, 感染防御効果は十分ではなく, MR ワクチ
ン 1 回接種では感染防御効果に限界があった可能性が
示唆された。その原因は確定されなかったが, 低年齢
園児における舐める, くわえる等の濃厚接触に伴うウ
イルス曝露量と関連している可能性が考えられた。
　本事例は終息したものの, 今後, 他の保育園におい
ても, 同様の風疹アウトブレイクが発生する可能性が
ある。保育園における風疹発生はコントロールが容易
でなく, 職員や家族には多くの妊婦がいることから, 

CRS の危険性も少なくない。CRS の発生を予防する
には, 保育園において, 日頃から園児および職員の MR

ワクチン接種の推奨・確認等を実施するのはもちろん
のこと, 周囲のすべての者が風しんの抗体を保有し, 

風疹ウイルスを保育園に持ち込まないようにすること
が必要である。また, 今後風しんの予防接種の接種方
法等について検討を行い, 総合的な風しん対策を強化
していく必要がある。
　謝辞  :  本調査の実施にあたり, 御協力いただいた医
療機関の諸先生に深く感謝いたします。
　参考文献
1） Tanaka-Taya K, et al., MMWR 62 （23）: 457-

462, 2013

2） 国立感染症研究所, 風疹流行および先天性風疹症
候群の発生に関するリスクアセスメント第二版
（2013 年 9 月30日）
http://www.nih.go.jp/niid/ja/diseases/ha/rubella. 

html
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＜速報＞
　2013 年シーズンにおける手足口病の流行について－
栃木県

　栃木県の県北地区において 2013 年 8 月下旬の警報
解除以降に, 手足口病の患者が再び増加した。そこで, 

その原因となるウイルスの型別の推移について報告す
る。
　流行状況  :  2013 年 6 月以降, 全国と同様に栃木県で
も手足口病が流行した。特に県北地区においては, 定
点当たりの報告数が他の地域よりも高く, 第 30 週 （7/ 

22～7/28） にはピークに達し, 第 34 週 （8/19～8/25）
に警報が解除された （図 1a）。しかしながら, 警報解
除の直後に, その県北地区にある病原体定点の一医療
機関から, 複数の児童福祉施設 （保育園） で集団発生
があり, 再び患者が増加していると医師が探知し報告, 

検体の搬入があった。

　検体と検出方法  :  栃木県の県北地区にある同一の小
児科定点において 2013 年 6 ～ 9 月に手足口病と診断さ
れて, 栃木県保健環境センターに感染症発生動向調査
の検体として搬入された27 検体 （咽頭ぬぐい液, 鼻汁, 

うがい液） を対象として, 検査・解析を実施した。そ
の内訳として, 流行前 （第24 週 ; 6/10～6/16） に発症
した 3 患者, ピーク時 （第29～30 週 ; 7/15～7/28） に
発症した13 患者, 第 34～36 週 （8/19～9/8） に発症し
た11 患者から採取した検体に分類して解析を行った。
エンテロウイルスの遺伝子検出は, VP4-VP2 部分領
域を増幅して実施した1）。得られた増幅産物はダイレ
クトシークエンス法により遺伝子を解読し, GenBank

に登録されている遺伝子を参照株として系統樹解析
（約 340 塩基） を実施して型別を類推した。
　結果と考察  :  図 1 に, 栃木県全域, および県北地区
の定点当たりの報告数の推移 （図 1a） を示し, それぞ
れの期間で検出された病原体の割合 （図 1b） をまとめ
た。流行前の第 24 週では, すべての検体からエンテロ
ウイルス 71 型 （EV71） が検出された。さらに, ピーク時 

（第29～30 週）では, 9 検体 （69.2％） から EV71, 3 検
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図1. 定点当たりの報告数（a）の推移とウイルス検出状況（b）

株名の後の（　）内は、発症日
  ；第24週目に発症
  ；第29-30週目に発症
  ；第34-36週目に発症
（※は、二度目の感染）

（※）

（※）

（※）

図2. VP4-VP2領域における系統樹解析（約340塩基）
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体 （23.1％） から A 群コクサッキーウイルス 6 型 （CA6） 
が検出された。一方, 第 34～36 週の10 検体 （90.9％） か
ら CA6 が検出された。これらの CA6 が検出された第
34～36 週の検体のうち, 3 検体 （S13-117, S13-120, S13-

121 ; 前ページ図 2 の※で示す） の患者は, 今シーズン
で 2 度目の手足口病の発症である （ただし, 1 度目の
発症時の検体は, 採取されていない）。しかしなが
ら, EV71 が検出された患者と CA6 が検出された患者
の間で, 臨床症状等に特徴的な差はなかった。このよ
うに, 栃木県の県北地域における手足口病について, 7

月のピーク時では EV71 が主流な原因病原体だったが, 

8 月以降は CA6 に徐々に推移して流行が生じた。
　EV71 による手足口病は 3 ～ 4 年周期で流行するが 2）, 

本年度は 2010 年の流行から 3 年目にあたる。先に報告
された IASR によると, 今シーズンにおいて高知県で
は EV71 が手足口病の患者から多く分離された3）。一
方, 熊本県では 4 ～ 6 月にかけて CA6 が手足口病の主
流な原因であった4）。しかしながら, 本県では, その両
方が相次いで主流のウイルス型として検出された。本
報告と同様に, 今シーズンの長野県の報告では, 手足
口病患者由来の検体より検出されるウイルスが, EV71

から CA6 に推移している5）。また, 2011 年の島根県で
も CA6 と CA16 の二峰性の流行が生じている6）。この
ような状況下では, 1 シーズン中に複数回も感染・発
症を繰り返してしまう小児も存在する。ゆえに, 検出
されるウイルス型別の動向を詳細に監視して, 迅速に
情報を医療現場に還元することが重要である。
　参考文献
1） 手足口病　病原体検査マニュアル （国立感染症研
究所）

2） IASR 33: 55-56, 2012

3） 清田直子, 他, IASR 34: 233, 2013

4） 森光俊晴, 他, IASR 34: 263-264, 2013

5） 松岡高史, 他, IASR 34: 306-308, 2013

6） 飯塚節子, IASR 33: 58-59, 2012

　　　　栃木県保健環境センター
　　　　　微生物部　水越文徳　櫛渕泉美　鈴木尚子
　　　　　　　　　　舩渡川圭次
　　　　　企画情報部　舟迫　香　森川博夫

＜外国情報＞
　MERS コロナウイルス感染症  :  当初の133 例の解析
　2012 年春に認識されて以来, 2013 年 9 月25日までに
133 症例の確定例が WHO に報告されている MERS コ
ロナウイルス感染症について, 巡礼 （Hajj） を前に症
例の疫学情報を再整理した。
　データ収集  :  WHO の定義に基づいた最初の133 症
例について疫学・臨床情報をオープンソースから収
集。収集事項は年齢, 性別, 基礎疾患, 重症度, 治療場
所 （外来, 入院, ICU）。情報源は WHO ウェブサイト
（Disease Outbreak News）, 感染国の保健省ウェブサ
イト, ならびに詳細については学術雑誌やサウジアラ
ビア保健省との直接のコミュニケーションによって収
集された。
　データ解析  :  Microsoft Excel 2010 でラインリスト
化し, 男女比, 致死率, ICU 利用率は2013 年 3 ～ 5 月
と 6 ～ 9 月で比較した。2013 年当初以前の散発例は解
析から除外している。
　発生地域  :   9 カ国で発生しているが, すべての症例
は疫学的リンクが中東の 4 カ国 （ヨルダン, サウジア
ラビア, アラブ首長国連邦, カタール） につながる。
ヨーロッパの症例は輸入例との接触者, 治療のための
搬送者。
　死亡と無症候・軽症の症例  :  18 例の報告があり, 疫
学調査に際して PCR 検査によって特異的遺伝子 （upE

および ORF1a） の検出された症例。発症月が分かる症
例については発症月, 無症候キャリアや発症日が分か
らない症例は報告された月に基づき流行曲線を描いた 

（次ページ図）。
　症例情報  :  成人男性が主体, 小児は極めて稀。男性
が多かったが, 女性が増えてきている。
　集団発生  :  14 の集団発生を確認。初発例はいずれも
成人男性 （24～83 歳） であった。感染経路の情報のあ
る129 例のうち, 33 例 （26％） は医療機関での感染の可
能性, うち医療従事者は15 例に上る。医療従事者の感
染は全体で 23 例, うち女性は15 例と過半数。
　重症度  :  ICU での加療を要した症例は 66 例 （133 例
中 45％）。2013 年 3 ～ 5 月は 63％ （25/40）, 6 ～ 9 月は 32％
（25/77） と減少傾向。致死率 45％ （男性 52％, 女性 24％）
も男性が高い。集団発生の初発例は致死率 93％ （13/14）
と高い。基礎疾患は死亡 55 例中の 73％, 生存 73 例中の
41％にみられた。
　考察  :  中東からはアジアへの渡航者もいるはずだ
が, アジアの症例はみられず, サーベイランスを十
分に行っている国もあるアジアからの報告がないこ
と, また, 2013 年 5 月以降は中東に限局していることは
MERS の拡大が限定的である可能性を考えさせる。
男性の割合の減少は, 看護師など女性が多い医療従事
者が疫学調査で多くみつかるようになったことが関係
している可能性がある。ICU 入室例, 死亡例の割合が

　　訂正のお詫びとお願い
　下記の IASR 掲載記事の訂正をお願いいたします。
1） Vol.33, No.8, p.10 「鳥取県で発生した国内 5 年ぶりと
なる食餌性ボツリヌス症」 中, 最後の一文 （p.11 右段本
文下から 4 行目 : この事件では～示唆された。） を削除

2） Vol.34, No.10, p.27 「日本紅斑熱を疑われ血清診断にて
発疹熱と診断した 1 例」 中の記載を下記のように訂正
p.28 左段本文下から10 行目
誤 : 1998年の島根県 → 正 : 1997年の鳥取県
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減少し軽症化傾向がみられることも, サーベイラ
ンスと症例掘り起こしのための軽症化傾向と捉え
られる可能性がある。「Superspreading 現象」 は
2003 年の SARS で指摘され, サウジアラビアの Al 

Hasa での23 例の院内感染はそれを想起させる。
しかし, 他の研究で推定された MERS の基本再生
産数 （R 0） は 0.69で, SARS のそれ （0.80） よりさら
に低く, パンデミックの可能性は低いと考えられ
る。医療従事者を介した感染が懸念されるが, 感
染対策の徹底によるためか, 二次感染は報告されてい
ない。現在進行形の疾患で, 患者背景も変化しており, 

これからイスラム教巡礼の時期を迎え, サウジアラビ
アには海外から約 180万, 国内130 万人の巡礼者がやっ
てくると考えられるため, 引き続き各国協力したサー
ベイランスの取り組みが必要である。

（Euro Surveill. 2013; 18 （39）: pii=20596）

　2013 年 5 月からのオランダの宗教コミュニティに
おける大規模かつ進行中の麻疹アウトブレイク
　2013 年 5 月27日, オランダの orthodox Protestant

学校で 2 例の麻疹患者が発生し, その後 8 月28日まで
に 1,226 人の患者が 19 市保健所から報告された。症例
定義は発熱, 発疹, および咳, 鼻汁, 結膜炎のいずれか
があり, かつ検査診断された症例または検査診断例と
疫学的リンクがある症例とした。合併症は脳炎 1 例, 肺
炎 90 例, 中耳炎 66 例を含む 176 例 （14.4％） で発生し, 82

人 （6.7％） が入院した。症例の年齢中央値は 10歳 （範
囲 0 ～54 歳） で, 717 人 （58.5％） が 4 ～12歳, 200人 （16％） 
が 13～15 歳であった。接種歴の判明した 1,217 人中 1,174

人 （96.5％） がワクチン未接種者, 39 人が 1 回接種, 4

人が 2 回接種者であった。ワクチン未接種の理由の情
報が得られた 1,145 人 （93.6％） が宗教上, 3 人が信条, 

30 人が予防接種に反対, 40 人がその他であった。719 人 

（58.6％） が予防接種率 90％未満の地域で起こってお
り, その他の地域からの症例は大多数が orthodox 

Protestant に属していた。検査室診断は 363 （29.6％）
で行われており, 遺伝子型が調べられた150 例はすべ
て D8であった。D8 は 2013 年 1 月時点でヨーロッパに
おいて最も流行している型である。
　オランダでは 1987 年の MMR 導入以降, 高い予防接
種率が維持できており, 2012 年は14カ月で接種する 1

回接種が 96％, 9 歳で接種する 2 回接種が 93％であっ
た。国内には orthodox Protestant を中心とした予防
接種率の低い地域がある。国内 25 万人の orthodox 

Protestant は, 南西から北東に伸びる “Bible belt” と
呼ばれる地域で密集して生活している。彼らの 2006～
2008 年の予防接種率は概ね 60％であった。この集団で
は1999～2000 年に患者数 3,200 人に及ぶ大規模な麻疹
アウトブレイクが起こっている。
　母体からの移行抗体が減少する 6 ～14カ月の乳児は

（30ページにつづく）

＜資料＞ チフス菌・パラチフスA菌のファージ型別成績
 （2013年8月21日～9月20日受理分）

国立感染症研究所細菌第一部細菌第二室

図. 発症月別MERSコロナウイルス確定例

B1B1 1 2013. 72013. 7
B1B1 1 2013. 82013. 8
B1B1 1 2013. 92013. 9
D2D2 1 2013. 62013. 6
D2D2 1 2013. 92013. 9
UVS1UVS1 1 1)1)( (   2013. 2013. 8 CPFX, NACPFX, NA
UVS4UVS4 1 2013. 62013. 6 CPFX, NACPFX, NA
UVS4UVS4 1 1)1)( (   2013. 82013. 8 CPFX, NACPFX, NA

8 2)2)( (   

1 1 1)1)( (   20132013 8
1 1)1)( (   

UVS1: Untypable Vi strain group-UVS1: Untypable Vi strain group-1 CPFX: CPFX: 
UVS4: Untypable Vi strain group-UVS4: Untypable Vi strain group-4 NA: NA: 
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＜病原細菌検出状況、由来ヒト・2013 年 11 月 4 日現在報告数＞
  検体採取月別 （地研・保健所）-1 （2013 年 11 月 4 日現在累計）

20122012 20132013
4 5 6 7 8 9 1010 1111 1212 1

Verotoxin-erotoxin-producinroducing E.colE.coli 10 42 1)1)( (  13139 17170 25259 19197 1)1)( (   10101 62 2)2)( (  44 1010
EnterotoxiEnterotoxigenic enic E.colE.coli - 2 19 1)1)( (  3 5 25 5 - 2 -
Enteroinvasive Enteroinvasive E.colE.coli - - - -- - - - -  -  - - -- - - -
EnteroEnteropathoathogenic enic E.colE.coli 2 4 5 7 1 6 2 7 62 4 5 7 1 6 2 7 6 2
EnteroaEnteroaggggreregative ative E.colE.coli - 2 6 2)2)( (  3 1 2 7 6 13 1 2 7 6 1 5
Other diarrheagenicOther diarrheagenic E.coli E.coli 4 11 10 4)4)( (   -  6 7 46 3 6 1313
Salmonella Salmonella Typyphihi 2 2)2)( (  1 - - 3 1 1)1)( (   - -- - - 2 2)2)(  (  
Salmonella Salmonella ParatParatypyphi hi A 2 1)1)( (  1 - -- - -  -  1 1)1)( (  - 2 2)2)( (  -
Salmonella Salmonella O4O4 10 20 25 23 31 26 18 16 13 5
Salmonella Salmonella O7O7 3 15 22 25 51 26 1)1)( (   29 9 99 9 7
Salmonella Salmonella O8O8 1 8 26 17 35 17 26 14 - 2
Salmonella Salmonella O9O9 11 11 12 8 17 41 30 8 8 -
Salmonella Salmonella O3O3,1010 1 1 - - 2 -  1 11 1 3 -
Salmonella Salmonella O1O1,3,1919 - - - -- - - - -  -  1 - -- - -
SalmonellSalmonella  O11 O11 - - -- - - - 1 -  - - -- - - -
Salmonella Salmonella O13O13 - - 1 11 1 1 -  - - -- - - -
Salmonella Salmonella O18O18 2 - - -- - - -  -  - 1 - -
Salmonella Salmonella O30O30 - - - -- - - - -  -  - - -- - - -
Salmonella Salmonella O35O35 - -- - - 1 -  -  - - -- - - -
Salmonella Salmonella O39O39 - - - -- - - - -  -  - 1 - -
SalmonellSalmonella  group unknow group unknown 1 1 - 1 4 -  2 - 1 -
Vibrio cholerae ibrio cholerae O1:El Tor OO1:El Tor Ogawaawa,CT+CT+ - 1 1)1)( (  - 1 1)1)( (  -  -  - - -- - - -
Vibrio cholerae ibrio cholerae non-O1&O139non-O1&O139 - -- - - 1 -  -  - - -- - - -
Vibrio parahaemolyticusVibrio parahaemolyticus -  8 4 -  7 11 -  -  -  -  
Vibrio furnissiiVibrio furnissii -  -  -  -  1 -  -  -  -  -  
Aeromonas hydrophilaAeromonas hydrophila -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  
Plesiomonas shigelloidesPlesiomonas shigelloides -  -  -  -  1 -  -  -  -  -  
Campylobacter jejuniCampylobacter jejuni 55 68 84 10102 75 65 65 58 42 2727
Campylobacter coliCampylobacter coli 2 27 7 7 1 2 17 7 1 2 1 5 -  1
Campylobacter jejuni/coliCampylobacter jejuni/coli -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  
Staphylococcus aureusStaphylococcus aureus 40 21 19 16 48 26 40 28 17 8
Clostridium perfringensClostridium perfringens 4 3 42 60 62 49 17 -  7 1
Bacillus cereusBacillus cereus 2 12 1 2 -  1 7 21 7 2 2 -  -  
Listeria monocytogenesListeria monocytogenes 1 -  -  -  1 -  -  -  -  -  
Yersinia enterocoliticaYersinia enterocolitica -  -  3 1 22 4 1 -  -  2
Shigella dysenteriae Shigella dysenteriae )11------4 ( (  - -- - -
Shigella flexnerShigella flexneri ----------a1 
Shigella flexnerShigella flexneri )11----b1 ( (   - - -- - - - 1 1)1)(  (  
Shigella flexneri Shigella flexneri ----------a2
Shigella flexneri Shigella flexneri )11---------b2 (  (  
Shigella flexneri Shigella flexneri -----1----a3
Shigella flexneri Shigella flexneri other serovarother serovars - 1 - - - - -- - - - - - 1 1)1)( (  -
Shigella flexneri Shigella flexneri untypableuntypable - - - -- - - - - 1 1)1)( (   - - -- - - -
Shigella boydii Shigella boydii ------1---4
Shigella boydii Shigella boydii ----------8
Shigella boydii Shigella boydii )1191 ( (  - - - - - - - -- - - - - - - - -
Shigella sonneiShigella sonnei - 2 1)1)( (   - 1 1 1)1)( (   13 8)8)( (   2 2)2)( (   3 2)2)( (   2 2)2)( (   1 1)1)( (   
Entamoeba histolyticaEntamoeba histolytica -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  
Kudoa septempunctataKudoa septempunctata -  1 -  -  -  -  -  -  -  -  
StreStreptococcus tococcus grouroup A 55 27 60 26 18 17 18 41 56 3636
StreStreptococcutococcus  grouroup B B 3 - 3 3 3 13 3 3 1 7 - 1 -
StreStreptococcutococcus  grouroup C C - - - -- - - - -  -  - - 2 -
StreStreptococcus tococcus grouroup G G 1 - 2 - -  2 1 1 12 1 1 1 2
StreStreptococcus tococcus other other grouroups - - - -- - - - -  -  - 2 1 -
S.dS.dysgalactiae alactiae subssubsp.equisimiliuisimilis - - 1 1 -  -  1 1 - -
Streptococcus pneumoniaeStreptococcus pneumoniae 5 8 10 8 8 4 7 88 8 4 7 8 8 1010
Bordetella pertussisBordetella pertussis 11 58 44 18 42 11 11 5 1 -  
Legionella pneumophilaLegionella pneumophila -  2 42 4 5 -  1 5 51 5 5 3 -  
Mycobacterium tuberculosisMycobacterium tuberculosis 10 34 29 32 1 11 1 1 -  -  5

 - - - - - - - -1 -CAM
Mycoplasma pneumoniaeMycoplasma pneumoniae 12 20 28 42 87 55 51 43 54 3333
HaemoHaemophilus influenzae hilus influenzae b - - - -- - - - -  -  - - -- - - -
HaemoHaemophilus influenzae hilus influenzae non-bnon-b 10 9 7 7 5 2 1 3 29 7 7 5 2 1 3 2 6
Klebsiella pneumoniaeKlebsiella pneumoniae -  1 -  -  -  1 -  10 -  -  
Neisseria meningitidisNeisseria meningitidis -  -  -  1 -  -  -  -  -  2
Enterococcus faecalisEnterococcus faecalis -  -  -  1 1 -  -  -  -  -  
Enterococcus faeciumEnterococcus faecium -  -  -  1 1 -  -  -  -  -  
Enterococcus gallinarumEnterococcus gallinarum -  -  -  -  1 -  -  -  -  -  
Enterococcus casseliflavusEnterococcus casseliflavus -  -  -  -  1 -  -  -  -  -  
Pseudomonas aeruginosaPseudomonas aeruginosa -  -  -  -  -  1 -  -  46 -  
Leptospira interogansLeptospira interogans -  -  -  -  -  -  -  1 -  -  
Leptospira Leptospira ---- - -----.ps
Cryptococcus neoformansCryptococcus neoformans -  -  -  1 -  -  -  -  -  -  

26261 4)4)( (   41412 3)3)( (   61614 7)7)( (   59595 1)1)( (   80807 2)2)( (   62622 12)12)( 50501 4)( (   34344 4)4)( (   33339 5)5)( (   18182 5)5)( (   
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  検体採取月別（地研・保健所）-2 （2013 年 11 月 4 日現在累計）

22 3 4 5 6 7 8 9
31 2)2)( (   12 17 1)1)( (   39 10108 2)2)( (   24245 27279 1)1)( (   11116 1)1)( (   1881881 11)11)(  (    Verotoxin-erotoxin-producinroducing E.colE.coli

-  3 2)2)( (   5 3 -  11 35 4 12122 3)3)(     (       EnterotoxiEnterotoxigenic enic E.colE.coli
-  -  1 -  -  -  -  -  1 Enteroinvasive Enteroinvasive E.colE.coli
-  1 3 1)1)( (   1 4 13 18 19 10101 1)1)(     (       EnteroEnteropathoathogenic enic E.colE.coli
1 31 3 2 1)1)( (   3 5 3 73 5 3 7 9 66 3)3)(     (       EnteroaEnteroaggggreregative ative E.colE.coli
1 4 3 11 4 3 1 4 -  1 2 12122 4)4)(     (       Other diarrheagenicOther diarrheagenic E.coli E.coli
1 1)1)( (   2 2)2)( (   2 -  -  2 2)2)( (   4 2)2)( (   4 1)1)( (   24 13)13)(  (    Salmonella Salmonella Typyphihi
1 1)1)( (   2 1)1)( (   1 1)1)( (   1 1)1)( (   1 1)1)( (   -  2 2)2)( (   -  14 11)11)(  (    Salmonella Salmonella ParatParatypyphi hi A
4 14 1)1)( (   8 5 10 11 23 15 27277 1)1)(     (       Salmonella Salmonella O4O4
2 10 2)2)( (   -  8 4 13 15 27 27275 3)3)(     (       Salmonella Salmonella O7O7
2 2 1 3 52 2 1 3 5 5 11 7 182182 Salmonella Salmonella O8O8
1 5 2)2)( (   2 1 32 1 3 8 22 24 21212 2)2)(     (       Salmonella Salmonella O9O9
-  -  -  1 -  -  -  -  1010 Salmonella Salmonella O3O3,1010
-  -  -  -  1 -  1 -  3 Salmonella Salmonella O1O1,3,1919
-  -  -  -  -  -  -  -  1 SalmonellSalmonella O11O11
-  -  -  -  -  -  1 2 6 Salmonella Salmonella O13O13
-  -  -  -  -  -  -  -  3 Salmonella Salmonella O18O18
-  -  -  -  -  1 -  -  1 Salmonella Salmonella O30O30
-  -  -  -  -  -  -  -  1 Salmonella Salmonella O35O35
-  -  -  -  -  -  -  -  1 Salmonella Salmonella O39O39
-  -  1 -  -  -  -  -  1111 SalmonellSalmonella group unknowngroup unknown
-  -  -  1 1)1)( (   -  -  1 1)1)( (   -  4 4)4)(     (       Vibrio cholerae ibrio cholerae O1:El Tor OO1:El Tor Ogawaawa,CT+CT+
-  -  -  -  -  -  -  -  1 Vibrio cholerae ibrio cholerae non-O1&O139non-O1&O139
1 -  -  -  -  1 14 18 6464 Vibrio parahaemolyticusVibrio parahaemolyticus
-  -  -  -  -  -  -  -  1 Vibrio furnissiiVibrio furnissii
-  -  -  -  1 -  -  1 2 Aeromonas hydrophilaAeromonas hydrophila
-  -  -  -  -  -  -  -  1 Plesiomonas shigelloidesPlesiomonas shigelloides

19 36 54 58 60 54 73 52 10471047 Campylobacter jejuniCampylobacter jejuni
1 1 1 21 1 1 2 6 -  4 2 7070 Campylobacter coliCampylobacter coli
-  -  -  2 -  -  -  -  2 Campylobacter jejuni/coliCampylobacter jejuni/coli

28 23 12 14 33 53 51 1 478478 Staphylococcus aureusStaphylococcus aureus
1 21 2 4 33 1 11113 13 34 446446 Clostridium perfringensClostridium perfringens
-  2 -  -  3 -  2 2 2626 Bacillus cereusBacillus cereus
-  -  -  -  -  -  -  -  2 Listeria monocytogenesListeria monocytogenes
1 1 21 1 1 4 21 1 4 2 4 6868 Yersinia enterocoliticaYersinia enterocolitica
- - - - - - -- - - - - - - - 1 1)1)(     (       Shigella dysenteriae Shigella dysenteriae 4
- - - - -- - - - - - 1 - 1 Shigella flexnerShigella flexneri 1a1a
- - - - - - -- - - - - - - - 2 2)2)(     (       Shigella flexnerShigella flexneri 1b1b
- 3 1 - - - -- - - - - 4 Shigella flexneri Shigella flexneri 2a2a
- - - -- - - - - 2 - - 3 1)1)(     (       Shigella flexneri Shigella flexneri 2b2b
- - - - - - -- - - - - - - - 1 Shigella flexneri Shigella flexneri 3a3a
- - 1 1 - - -- - - - 4 1)1)(     (       Shigella flexneri Shigella flexneri other serovarsother serovars
- - - - - - -- - - - - - - - 1 1)1)(     (       Shigella flexneri Shigella flexneri untypableuntypable
- - - - - - -- - - - - - - - 1 Shigella boydii Shigella boydii 4
- - - -- - - - - 1 - - 1 Shigella boydii Shigella boydii 8
- - - - - - -- - - - - - - - 1 1)1)(     (       Shigella boydii Shigella boydii 1919
3 1)1)( (   1 11 1 1 1)1)( (   5 4)4)( (   6 1)1)( (   6 3)3)( (   1 1)1)( (   49 28)28)(  (    Shigella sonneiShigella sonnei
-  -  1 -  -  -  -  -  1 Entamoeba histolyticaEntamoeba histolytica
-  -  -  -  -  -  -  -  1 Kudoa septempunctataKudoa septempunctata

41 51 39 48 31 34 13 4 615615 StreStreptococcus tococcus grouroup A
1 -  1 -  1 2 -  1 2727 StreStreptococcutococcus grouroup B B
-  -  -  -  -  -  -  -  2 StreStreptococcutococcus grouroup C C
-  -  3 3 23 3 2 1 -  -  1919 StreStreptococcus tococcus grouroup G G
-  1 -  -  -  -  -  -  4 StreStreptococcus tococcus other other grouroups
-  -  1 -  -  -  -  -  5 S.dS.dysgalactiae alactiae subssubsp.equisimiliuisimilis
5 4 15 15 8 5 18 5 1 2 131131 Streptococcus pneumoniaeStreptococcus pneumoniae
3 3 12 2 3 -  1 2 227227 Bordetella pertussisBordetella pertussis
-  -  2 -  3 5 23 5 2 2 3939 Legionella pneumophilaLegionella pneumophila
5 65 6 1 -  -  -  -  3 128128 Mycobacterium tuberculosisMycobacterium tuberculosis
-  -  -  -  -  -  -  -  1 MACMAC
9 5 8 9 7 4 69 5 8 9 7 4 6 5 478478 Mycoplasma pneumoniaeMycoplasma pneumoniae
-  -  -  -  1 -  1 -  2 HaemoHaemophilus influenzae hilus influenzae b
5 65 6 7 -  3 6 -  -  7979 HaemoHaemophilus influenzae hilus influenzae non-bnon-b
-  -  -  -  -  -  -  -  1212 Klebsiella pneumoniaeKlebsiella pneumoniae
-  -  -  -  1 -  -  -  4 Neisseria meningitidisNeisseria meningitidis
-  -  -  -  1 1 -  -  4 Enterococcus faecalisEnterococcus faecalis
1 -  -  20 -  -  1 -  2424 Enterococcus faeciumEnterococcus faecium
-  -  -  -  -  -  -  -  1 Enterococcus gallinarumEnterococcus gallinarum
-  -  -  -  -  -  -  -  1 Enterococcus casseliflavusEnterococcus casseliflavus
-  -  63 -  -  -  -  -  110110 Pseudomonas aeruginosaPseudomonas aeruginosa
-  -  -  -  -  -  1 1 3 Leptospira interogansLeptospira interogans
-  -  -  1 -  -  -  -  1 Leptospira Leptospira sp.sp.
-  -  -  -  -  -  -  -  1 Cryptococcus neoformansCryptococcus neoformans

16168 5)5)( (   20203 10)10)( 29294 4)( (   27277 3)3)( (   31316 7)7)( (   60604 3)3)( (   61612 9)9)( (   36364 3)3)( (   7517515 91)91)(  (    
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危険な集団と考えられたため, 予防接種率 90％未満の
地域のその月齢の乳児の両親に対し個別に予防接種
が呼びかけられた。また, 6 カ月～19 歳のワクチン未
接種の orthodox Protestant 全員に対して, orthodox 

Protestant 向けのメディアで接種が呼びかけられた。

加えて14カ月～19 歳までのワクチン未接種者に対し
ても一般メディアを通じて接種が呼びかけられた。接
触者の状況により曝露後予防接種や免疫グロブリン投
与が行われた。国内の全病院に連絡が取られ, 1965 年
以降生まれの医療従事者への麻疹予防接種歴と罹患歴
の確認および, 対象者への MMR 接種を勧めるガイド

  報告機関別（地研・保健所） 　2013 年 9 月検体採取分 （2013 年 11 月 4 日現在）

（27ページからのつづき）

Verotoxin-erotoxin-producinroducing E.colE.coli 3 5 1 23 5 1 2 5 - 12 29 - 9 3 1 2 5 59 3 1 2 5 5 3 13 3 4
EnterotoxiEnterotoxigenic enic E.colE.coli - - - -- - - - - 4 - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - -
EnteroEnteropathoathogenic enic E.colE.coli 3 3 - -- - - - - 12 1 - - - - - - - - -- - - - - - - - - -
EnteroaEnteroaggggreregative ative E.colE.coli - - - -- - - - - - - 8 1 - - - - - - - - -- - - - - - - - - -
Other diarrheagenic Other diarrheagenic E.coliE.coli - 2 - -- - -  - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - -
Salmonella Salmonella Typyphihi - -- - - 1 - - 1 - - - - - - - -- - - - - - - - - 1 - -
Salmonella Salmonella O4O4 1 - - -- - - - 5 - - - -- - - - - 1 - -- - - 8 - -- - -
Salmonella Salmonella O7O7 2 - -- - - 9 - - - - -- - - - - - 1 - -- - - 7 5 - -
Salmonella Salmonella O8O8 - - -- - - - 2 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 5 - -- - -
Salmonella Salmonella O9O9 1 - - -- - - - 8 - -- - - 10 - 1 - -- - - 4 - -- - -
Salmonella Salmonella O13O13 2 - - -- - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - -
Vibrio parahaemolyticusVibrio parahaemolyticus - - - -- - - - -  2 - - - - - - - -- - - - - - - - - 16 - -- - -
Aeromonas hydrophilaAeromonas hydrophila - - - -- - - - -  - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 1 - -- - -
Campylobacter jejuniCampylobacter jejuni 12 4 - - 1 15 1 2 - - - -- - - - - 1 - 4 1 - -
Campylobacter coliCampylobacter coli - - - -- - - - -  1 - - - - - - - -- - - - - - - - - 1 - -- - -
Staphylococcus aureusStaphylococcus aureus - - - -- - - - -  - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 1 - -- - -
Clostridium perfringensClostridium perfringens - - - -- - - - -  - -- - - 1 33 - - - - - - - -- - - - - - - - -
Bacillus cereusBacillus cereus - - - -- - - - -  - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 2 - -- - -
Yersinia enterocoliticaYersinia enterocolitica 3 - - 1 -  - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - -
Shigella sonneiShigella sonnei - - -- - - - 1 1)1)( (   - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - -
StreStreptococcus tococcus grouroup A 3 - - -- - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - 1 - -
StreStreptococcus tococcus grouroup B B - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - - 1 - - - - -- - - - - -
Streptococcus pneumoniaeStreptococcus pneumoniae - - - -- - - - -  - 2 - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - -
Bordetella pertussisBordetella pertussis - - - -- - - - -  - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - -
Legionella pneumophilaLegionella pneumophila - - -- - - - 1 - 1 - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - -
Mycobacterium tuberculosisMycobacterium tuberculosis - - - -- - - - -  - - - - - - - -- - - - - - - - - 3 - - -- - - -
Mycoplasma pneumoniaeMycoplasma pneumoniae - 1 - -- - -  - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - -
Leptospira interogansLeptospira interogans - 1 - -- - -  - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - -

30 16 1 4 19 1)1)( (   35 17 51 3 52 3 4 3 63 4 3 6 8 52 21 3 4
SalmonellaSalmonella  
 O4 Typhimurium O4 Typhimurium - - - -- - - - - 3 - - - - - - - -- - - - - - - - - 1 - -- - -
 O4 Agona O4 Agona - - - -- - - - - - - - - -- - - - - - 1 - - - - - -- - - - - - -
 O4 Saintpaul O4 Saintpaul - - - -- - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 3 - -- - -
 O4 Schwarzengrund O4 Schwarzengrund - - - -- - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 2 - -- - -
 O4 Canada O4 Canada - - - -- - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 1 - -- - -

1ogeidnaS 4O - - -- - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - -
 O4 I 4:i:- O4 I 4:i:- - - - -- - - - - 2 - - - - - - - -- - - - - - - - - 1 - -- - -
 O7 Infantis O7 Infantis - - - -- - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 2 - -- - -
 O7 Thompson O7 Thompson - - -- - - - 9 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 3 - -- - -
 O7 Montevideo O7 Montevideo - - - -- - - - - - - - - -- - - - - - 1 - -- - - 1 - -- - -
 O7 Bareilly O7 Bareilly - - - -- - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 1 - -- - -
 O7 Braenderup O7 Braenderup - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - 5 - -

1dnomhciR 7O - - -- - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - -
1depyt toN 7O - - -- - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - -

 O8 Litchfield O8 Litchfield - - - -- - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 5 - -- - -
 O8 Muenchen O8 Muenchen - - -- - - - 1 - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - -
 O8 Narashino O8 Narashino - - -- - - - 1 - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - -
 O9 Enteritidis O9 Enteritidis - - - -- - - - - 8 - -- - - 10 - 1 - -- - - 3 - -- - -

1anaivaJ 9O - - -- - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - -
 O9 Miyazaki O9 Miyazaki - - - -- - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 1 - -- - -

2inebgA 31O - - -- - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - -

--1----------------9T  
------------------121T  

14623BT  - - -- - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - -
1elbapytnU  - - -- - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - -
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ラインの遵守が推進された。
　14 カ月時点での予防接種率は 2012 年 7 月と比べ
2013 年 7 月では10 倍高くなったが, 正確な予防接種率
は不明である。現在流行は収まってきているようにみ
えるが, これには学校の夏季休業が影響している。カ
ナダから本事例と同一株と考えられるウイルスの麻疹

輸入例の照会があり, 英国やドイツのように予防接種
率の低い集団がいる国では輸入例からの流行が起こり
うる。

（Euro Surveill. 2013; 18 （36）: pii=20580）
（担当  :  感染研・牧野, 山岸）

  報告機関別 （つづき） （2013 年 11 月 4 日現在）

6 - - - 5 1)(   -  116 1)(   Verotoxin-producing E.coli
- - - - -  -  4 Enterotoxigenic E.coli
- - - - -  -  19 Enteropathogenic E.coli
- - - - -  -  9 Enteroaggregative E.coli
- - - - -  -  2 Other diarrheagenic E.coli
- - - - -  1 1)(   4 1)(   Salmonella Typhi
- - - - -  -  15 Salmonella O4
2 - 1 - -  -  27 Salmonella O7
- - - - -  -  7 Salmonella O8
- - - - -  -  24 Salmonella O9
- - - - -  -  2 Salmonella O13
- - - - -  -  18 Vibrio parahaemolyticus
- - - - -  -  1 Aeromonas hydrophila

11 - - - -  -  52 Campylobacter jejuni
- - - - -  -  2 Campylobacter coli
- - - - -  -  1 Staphylococcus aureus
- - - - -  -  34 Clostridium perfringens
- - - - -  -  2 Bacillus cereus
- - - - -  -  4 Yersinia enterocolitica
- - - - -  -  1 1)(   Shigella sonnei
- - - - -  -  4 Streptococcus group A
- - - - -  -  1 Streptococcus group B
- - - - -  -  2 Streptococcus pneumoniae
- - - 2 -  -  2 Bordetella pertussis
- - - - -  -  2 Legionella pneumophila
- - - - -  -  3 Mycobacterium tuberculosis
- 1 - 3 -  -  5 Mycoplasma pneumoniae
- - - - -  -  1 Leptospira interogans

19 1 1 5 5 1)(   1 1)(   364 3)(   
Salmonella  

- - - - - - 4  O4 Typhimurium
- - - - - - 1  O4 Agona
- - - - - - 3  O4 Saintpaul
- - - - - - 2  O4 Schwarzengrund
- - - - - - 1  O4 Canada
- - - - - - 1  O4 Sandiego
- - - - - - 3  O4 I 4:i:-
1 - - - - - 3  O7 Infantis
- - 1 - - - 13  O7 Thompson
1 - - - - - 3  O7 Montevideo
- - - - - - 1  O7 Bareilly
- - - - - - 5  O7 Braenderup
- - - - - - 1  O7 Richmond
- - - - - - 1  O7 Not typed
- - - - - - 5  O8 Litchfield
- - - - - - 1  O8 Muenchen
- - - - - - 1  O8 Narashino
- - - - - - 22  O9 Enteritidis
- - - - - - 1  O9 Javiana
- - - - - - 1  O9 Miyazaki
- - - - - - 2  O13 Agbeni

- - - - - - 1   T9
- - - - - - 1   T12
- - - - - - 1   TB3264
- - - - - - 1   Untypable
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  臨床診断名別 （地研・保健所） 　2013 年 9 月～ 10 月累計 （2013年 10 月 31 日現在）

  海外渡航先別 　2013 年 9 月～10 月累計 （2013 年 10 月 31 日現在）

Verotoxin-producing Verotoxin-producing E.coliE.coli - 20206 - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 206206
Enteropathogenic Enteropathogenic E.coliE.coli - - - - - - -- - - - - - - - 2 - - 3 - - 5
Enteroaggregative Enteroaggregative E.coliE.coli - - - - - - -- - - - - - - - 3 - - - -- - - - - 3
Other diarrheagenic Other diarrheagenic - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - 2 - - 2
SalmonellaSalmonella 1--ihpyT - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - 1
Salmonella Salmonella 31----2--------7O
Salmonella Salmonella 11--01------1----9O
Vibrio parahaemolyticusVibrio parahaemolyticus - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 1 1 2
Campylobacter jejuniCampylobacter jejuni - - - - - - -- - - - - - - - 1 - - 4 6 - 1111
Staphylococcus aureusStaphylococcus aureus - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - 1 1
Clostridium perfringensClostridium perfringens - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - 33 1 - 3434
Bacillus cereusBacillus cereus - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 1 1 2
Shigella sonneiShigella sonnei 2 - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - 2
Streptococcus pyogenesStreptococcus pyogenes - - - -- - - - - 1 - 3 - - - - -- - - - - - 4
Streptococcus agalactiaeStreptococcus agalactiae - - - -- - - - - 1 - - - - - - -- - - - - - - - 1
Bordetella pertussisBordetella pertussis - - - - - - - -- - - - - - - - - 3 - - -- - - - 3
Legionella pneumophilaLegionella pneumophila - -- - - 1 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 1
Mycoplasma pneumoniaeMycoplasma pneumoniae - - - - - - - -- - - - - - - - - 1 2 - 5 - 8
Haemophilus influenzaeHaemophilus influenzae - - - - -- - - - - - 1 - - - - - -- - - - - - - 1

2 20206 1 1 1 2 1 3 8 41 1 1 2 1 3 8 4 2 52 14 4 301301

E.coliE.coli

Verotoxin-producingVerotoxin-producing E.coli E.coli - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 1 1 1 11 1 1 1 1
Salmonella Salmonella 1-ihpyT - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - 1
Shigella sonneiShigella sonnei - 1 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 1 - - - -- - - - - 2
Influenza virus A H1pdm0Influenza virus A H1pdm09 - 2 - - 1 11 1 1 - 1 - - - - - - - -- - - - - - - - - 5

3---1-1--3H A suriv azneulfnI - - - - - - - -- - - - - - - - - 4
12--1--2--3-1 suriv eugneD - - - - -- - - - - - 7

1--12 suriv eugneD - - - - -- - - - - - 1 - - - - - -- - - - - - - 2
11-1-2-1-23 suriv eugneD - - - - - - -- - - - - - - - 5

1---7 suriv sepreh namuH - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 1
Hepatitis A virus NTHepatitis A virus NT - - - - - - -- - - - - - - - 1 - - - - - - - -- - - - - - - - - 1
Hepatitis A virus IAHepatitis A virus IA - - -- - - - 1 - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - 1

Dengue virus NTDengue virus NT - - - - - - -- - - - - - - - 1 - - -- - - - 1 - - -- - - - 2
Dengue virus 1Dengue virus 1 - - -- - - - 1 - - - -- - - - - 1 - - - - - -- - - - - - - 2

11-2 suriv eugneD - - - -- - - - - 1 - - - - - - - -- - - - - - - - - 2
Chikungunya virusChikungunya virus - - - - - - -- - - - - - - - 1 - - - - - - - -- - - - - - - - - 1

/
NT:
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  検体採取月別 （2013 年 10 月 31 日現在累計） 

＜ウイルス検出状況、由来ヒト・2013 年 10 月 31 日現在報告数＞

20122012 20132013
5 6 7 8 9 1010 1111 1212 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1010

101681---TN surivanrociP - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 2626
315326184411165242726122656544887381TN surivoretnE

2---TN A suriveikcasxoC - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 2
78642129642112A suriveikcasxoC - - -- - - - 1 4 32 17 13 - 237237

34822521714A suriveikcasxoC 7 3 17 3 1 2 - 1 - 1 3 2 21 3 2 2 1 - 1 437437
025234735A suriveikcasxoC 6 3 26 3 2 2 - 1 - - 2 12 6 46 4 2 138138

1511319920217407184529812613151120191-6A suriveikcasxoC
11--7A suriveikcasxoC - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 2

-8A suriveikcasxoC 1 8 21 8 2 3 - 2 2 42 2 4 1 - 1 4 24 92 43 7 - 194194
834--61218413-327122462831156629A suriveikcasxoC

Coxsackievirus A10Coxsackievirus A10 3 4 8 13 4 8 1 3 - - - - - -- - - - - - - 1 3 10 11 3 - 4747
381--21-1---174161911101-21A suriveikcasxoC

1-1-221-41A suriveikcasxoC - - -- - - - 1 11 1 2 - -- - - 1111
01617362661A suriveikcasxoC 9 5 89 5 8 2 - - 1 3 10 21 11 7 1 173173

Coxsackievirus A21Coxsackievirus A21 - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - 2 - - 2
73180121-2-1---1--1-1-1B suriveikcasxoC

--2B suriveikcasxoC 2 2 2 12 2 2 1 3 - -- - - 1 4 41 4 4 3 17 16 6 1 6262
Coxsackievirus B3Coxsackievirus B3 3 1 2 3 3 5 23 1 2 3 3 5 2 3 - 1 1 1 41 1 1 4 9 35 33 19 2 127127

-4B suriveikcasxoC 6 9 66 9 6 2 - 1 3 4 2 21 3 4 2 2 1 - 1 12 5 25 2 1 5757
9121831929214-321111218202335185B suriveikcasxoC

Coxsackievirus B6Coxsackievirus B6 - - -- - - - 1 - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - 1
11--1 surivohcE - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 2

9--1---1---11-221--3 surivohcE
233-912316614340141223213822342726 surivohcE
681---842---1511719244248157 surivohcE

31928525119 surivohcE 7 3 1 17 3 1 1 1 - 2 - - 4 - 2 - 184184
4--11 surivohcE - - -- - - - 1 - - 1 - 1 1 5 2 41 1 5 2 4 4 2323

Echovirus 12Echovirus 12 - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - 1 1 - - - -- - - - - 2
Echovirus 17Echovirus 17 - - -- - - - 2 - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - 2

71111-6181 surivohcE 3 4 5 4 4 33 4 5 4 4 3 1 17 18 14 4 4 117117
-91 surivohcE 3 3 53 3 5 1 - - - - - - - -- - - - - - - - - 1 1 - - 1414
102 surivohcE - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

1-12 surivohcE - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 2 - -- - - 3
-52 surivohcE 2 1 12 1 1 1 - 1 1 - - - - -- - - - - - 1 8 51 8 5 2 2323

Echovirus 30Echovirus 30 - - - -- - - - - 1 - - - - -- - - - - - 13 13 38 26 8 1 100100
1--351 surivoiloP - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - 9
1-2352 surivoiloP - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - 1111

Poliovirus 3Poliovirus 3 4 4 1 14 4 1 1 2 - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - 1212
1---86 surivoretnE - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 6 6 23 3 3939EnterovirusEnterovirus 6868 1 6 6 2323 3 3939

194582788112431317991191231353522517 surivoretnE
Parechovirus NTParechovirus NT 1 2 1 4 6 2 51 2 1 4 6 2 5 2 - -- - - 1 2 3 5 41 2 3 5 4 6 - 4444

80117783-1---539161729111 surivohceraP
Parechovirus 3Parechovirus 3 - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - 1 - - 1

40326410179941221761161501481702153142240119541191191surivonihR
Aichivirusichivirus - - - - - - -- - - - - - - - 2 - - - - - - - -- - - - - - - - - 2
Influenza virus A not subtypeInfluenza virus A not subtyped - -- - - 1 - - 2 - 3 53 5 3 - -- - - 2 - -- - - 1616
Influenza virus A H1pdm0Influenza virus A H1pdm09 - 1 1 - 11 1 5 11 45 31 19 11 14 5 2 - 14 - 171171
Influenza virus A HInfluenza virus A H3 23 24 31 41 88 37 70 56564 2452457 1141141 42429 14144 44 12 6 6 10 13 51405140
Influenza virus B NInfluenza virus B NT 3232 7 2 6 1 2 37 2 6 1 2 3 6 28 40 70 34 37 9 - -- - - 1 278278
Influenza virus B/VictoriInfluenza virus B/Victoria 35 3 - -- - - 1 12 17 70 93 92 38 38 5 - -- - - 4 408408
Influenza virus B/YamagatInfluenza virus B/Yamagata 23 1 1 - - 1 - 25 11113 17173 21216 15158 11114 19 - -- - - 4 848848

4318C suriv azneulfnI - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - 2525
5921911585101381401820101626164774931127126152suriv azneulfniaraP

Respiratory syncytial viruRespiratory syncytial virus 30 27 35 10104 14148 17171 15159 19194 74 60 55 42 25 38 68 91 98 37 14561456
Human metapneumoviruHuman metapneumovirus 72 29 13 10 16 15 4 12 16 54 13134 11114 67 52 26 13 3 - 650650
Other coronavirusOther coronavirus 4 4 4 34 4 4 3 7 10 5 26 26 16 8 9 6 3 18 9 6 3 1 1 - - 133133

8511331151701115717721986188suriv spmuM
Measles virus genotype NMeasles virus genotype NT - - 2 1 - -- - - 1 - - 2 - - -- - - - 1 - - 7
Measles virus genotype Measles virus genotype A 2 2 - - - -- - - - - 4 2 2 24 2 2 2 4 - - 1 - - 1 2020
Measles virus genotype B3Measles virus genotype B3 - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 1 - - 4 9 - 1414
Measles virus genotype DMeasles virus genotype D4 - - 1 - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - 1
Measles virus genotype DMeasles virus genotype D8 1 - - 1 7 - - - -- - - - - 3 43 4 2 - - 2 2 - 2222
Measles virus genotype DMeasles virus genotype D9 - -- - - 1 1 - - 1 - - 2 1 - -- - - 1 - - 7
Measles virus genotype HMeasles virus genotype H1 1 41 4 1 - - 1 - -- - - 1 2 - - 2 - - -- - - - 1212
Rubella virus genotype NTRubella virus genotype NT 2 5 3 9 72 5 3 9 7 8 11 8 19 28 61 12128 15151 81 30 4 8 - 563563
Rubella virus genotype 1aRubella virus genotype 1a - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - 1 1 - - - -- - - - - 2
Rubella virus genotype 1ERubella virus genotype 1E 3 4 8 9 6 23 4 8 9 6 2 2 - - 11 11 6 2 4 66 2 4 6 1 - 1 7676
Rubella virus genotype 2Rubella virus genotype 2B 4 9 28 29 13 6 6 15 26 38 56 73 11110 52 31 9 39 3 1 509509
Japanese encephalitis virusJapanese encephalitis virus - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - 1 - 1

11211suriv eugneD 6 4 8 2 1 2 5 4 2 4 56 4 8 2 1 2 5 4 2 4 5 6 10 4 7878
1-1--1--121-suriv aynugnukihC - - - - -- - - - - - 7

SFTS virusSFTS virus - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - 1 - - 4 - -- - - 5
ReovirusReovirus - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 1 - - 1 - - 2
Rotavirus group unknownRotavirus group unknown - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 1 1 - - - - -- - - - - - 2

5201--53128112026129311789--1464281A puorg surivatoR
41C puorg surivatoR - - - - - - - -- - - - - - - - - 1 - - - - - -- - - - - - - 1515

581--176329161656111-3313452surivortsA
Norovirus genogroup unknownNorovirus genogroup unknown 7 2 1 4 1 3 3 1 27 2 1 4 1 3 3 1 2 1 - 2 5 - - - -- - - - - 3232
Norovirus genogroup Norovirus genogroup I 17 20 1 11 3 3 15 14 19 23 61 39 25 19 9 2 - - 281281
Norovirus genogroup INorovirus genogroup II 13138 88 38 17 9 11110 88881 99990 31314 17174 18181 99 11112 52 33 20 43 4 33033303
Sapovirus genogroup unknowSapovirus genogroup unknown 33 26 16 4 34 3 3 16 22 22 56 49 53 24 13 14 5 35 3 1 363363
S i ISapovirus genogroup Sapovirus genogroup I 15 1818 2 1 12 1 1 2 10 8 13 23 30 22 17 6 1 - 2 1 172172
Sapovirus genogroup ISapovirus genogroup II 6 22 1 1 - - 3 4 1 6 1 5 2 13 4 1 6 1 5 2 1 5 - 1 - 5959
Sapovirus genogroup IISapovirus genogroup III - - 2 - - - - - - -- - - - - - - - 1 - - - - -- - - - - - 3
Sapovirus genogroup ISapovirus genogroup IV - - 1 - - - - -- - - - - - 3 2 1 33 2 1 3 1 - - -- - - - 1111
Sapovirus genogroup VSapovirus genogroup V 1 - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

52296312121515121761917151218213121TN surivonedA
723-41171447212028024271712141213921 surivonedA
8962887525459443526385241321227448772 surivonedA
512232525271746675148026717163 surivonedA
591-318912810171191417791612594 surivonedA

13915 surivonedA 7 4 47 4 4 3 11 3 73 7 8 16 7 18 14 8 6 - - 166166
Adenovirus 6Adenovirus 6 7 7 1 5 2 5 3 3 2 4 1 1 4 67 7 1 5 2 5 3 3 2 4 1 1 4 6 4 - 1 1 5757

11--7 surivonedA - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - 1 - - 3
---28 surivonedA 1 1 11 1 1 3 - 2 - 1 - 1 3 11 3 1 3 - 1919

Adenovirus 11Adenovirus 11 - - - - - -- - - - - - - 1 - - 1 - - - - - -- - - - - - - 2
Adenovirus 19Adenovirus 19 - - - -- - - - - 1 - -- - - 1 - - - -- - - - - 1 - - 3

-43413 surivonedA 1 1 3 2 11 1 3 2 1 2 - 2 5 72 5 7 4 - 1 - 4040
1--33 surivonedA - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - 1

-21373 surivonedA 1 2 11 2 1 2 - - 1 2 11 2 1 1 - - 1 - 1818
21814/04 surivonedA 1 2 2 5 4 4 2 2 6 41 2 2 5 4 4 2 2 6 4 4 - - 2 - - 5858

1114 surivonedA 7 7 4 4 5 8 77 7 4 4 5 8 7 4 - - 15 9 1 4 49 1 4 4 3 - 9393
1-1-1-122/35 surivonedA - - - - - - -- - - - - - - - 1 - - 5

02--5-11--1-6-4-1--145 surivonedA
Adenovirus 56Adenovirus 56 2 3 6 5 6 7 32 3 6 5 6 7 3 1 - 1 3 2 41 3 2 4 1 - 2 - - 4646
Herpes simplex virus NHerpes simplex virus NT 2 2 - 1 1 3 3 5 2 4 4 2 5 21 1 3 3 5 2 4 4 2 5 2 1 - -- - - 3737
Herpes simplex virus Herpes simplex virus 1 9 10 8 14 9 9 12 17 10 14 10 13 15 9 10 8 38 3 3 183183
Herpes simplex virus 2Herpes simplex virus 2 3 3 6 5 3 7 1 3 3 3 1 2 3 4 7 43 3 6 5 3 7 1 3 3 3 1 2 3 4 7 4 4 - 6262
Varicella-zoster virusVaricella-zoster virus 2 5 2 4 3 22 5 2 4 3 2 2 - 2 4 2 7 7 42 4 2 7 7 4 7 14 2 1 7070

6424891915101026196169161618111618surivolagemotyC
Human herpes virus Human herpes virus 6 27 32 37 41 34 25 23 30 16 24 30 43 30 44 66 28 21 13 564564
Human herpes virus Human herpes virus 7 13 5 25 15 28 12 10 12 14 17 16 16 20 22 33 26 14 4 302302

6611801831956881880151510168suriv rraB-nietspE
01-1---11-2--1-1-111TN suriv A sititapeH
821--1713-1-1-1--156AI suriv A sititapeH

1BI suriv A sititapeH - - -- - - - 1 - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 2
Hepatitis A virus IIIHepatitis A virus IIIA 3 - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - 3
Hepatitis E virusHepatitis E virus - - - - - - - -- - - - - - - - - 1 1 - -- - - 2 - -- - - 4
Human papilloma virusHuman papilloma virus 3 5 2 3 6 8 1 5 6 8 5 5 5 6 4 3 33 5 2 3 6 8 1 5 6 8 5 5 5 6 4 3 3 3 8181
B19 virusB19 virus 2 2 9 5 3 52 2 9 5 3 5 2 - 1 11 1 2 - 1 5 - 2 2 - 4242

29212671923302217542121511122435surivacob namuH
1---TN suriV - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 1

Chlamydophila pneumoniaeChlamydophila pneumoniae - - - - -- - - - - - 1 - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - 1
OrientiOrientia tsutsugamushitsutsugamushi 2 3 - -- - - 5 1414 2 1 - - 1 - - - - -- - - - - - 2828OrientiaOrientia tsutsugamushitsutsugamushi 2 3 - -- - - 5 1414 2 1 - - 1 - - - - -- - - - - - 2828
Rickettsia japonicaRickettsia japonica 4 2 2 4 94 2 2 4 9 7 - - - -- - - - - 2 4 - - 5 55 5 5 4949

1371377 1541542 1651650 1181180 1171177 1211211 1831830 2462465 3743746 2472471 2122125 1761760 1661668 1421423 1911917 1131135 78782 23235 2969429694
NT:
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  報告機関別 　2013 年 5 月～ 10 月累計 （2013 年 10 月 31日現在）

Entero NTEntero NT - - -- - - - - - - -- - - - - 20 - - - - - - 20 -0 - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Coxsackie ACoxsackie A2 - -- - - 1 5 - 4- 4 2 16 - - 1 3 - - - - 2- 2 1 10 - - - 9 - 1 2 32 3 3 - -- - - - -
Coxsackie A4Coxsackie A4 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - -- - - 1 - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Coxsackie ACoxsackie A5 - -- - - 2 - - 2 -2 - - - - -- - - - 1 - - 2- 2 3 - - - - - - -- - - 1- 1 3 - - 1 - -
Coxsackie ACoxsackie A6 - -- - - 5 3 - 12 11 19 - 22 17 8 17 10 19 5 13135 78 39 8 - - 9 2 - 1 14 35 - 2 2 6 4
Coxsackie A8Coxsackie A8 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - 2 - 1 - 2 - - - - - -- - - 4 - -- - - 1 - 1
Coxsackie A9Coxsackie A9 - - -- - - - - - -- - - 1 - - -- - - - - - - 2- 2 1 - 1 - - - - -- - - -- - - -- - - 1 - 3
Coxsackie A10Coxsackie A10 - - -- - - - - - - -- - - - - - 1 - - - - - 2 1- 2 1 1 - - - - - -- - - - 1 - -- - - - -
Coxsackie A12Coxsackie A12 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - -- - - 1 - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Coxsackie A14Coxsackie A14 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Coxsackie A16Coxsackie A16 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - 1- 1 9 - - - - - - -- - - - 6 - -- - - 3 1
Coxsackie A21Coxsackie A21 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - 2 -2 - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Coxsackie B1Coxsackie B1 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - 3 - - 2- 2 8 - 5 - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Coxsackie B2Coxsackie B2 - - -- - - - - - - 10 20 - - -- - - - - - - 5 - 2 - - - - - -- - - -- - - - -- - - - - -
Coxsackie BCoxsackie B3 - -- - - 3 3 - - 1- 1 3 - - 1 - - 2 - - 13 3 1 1 - - 1 - 2 - 13 - - 1 - - -
Coxsackie B4Coxsackie B4 - - -- - - - - - - 1- 1 2 - - - 2 - - - - 4- 4 3 - - - - 2 - -- - - -- - - - -- - - - - -
Coxsackie B5Coxsackie B5 - - -- - - - - - -- - - 1 - - -- - - - 3 - - 7- 7 2 - - - - - - -- - - - 2 - -- - - - -
Echo 3Echo 3 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - 1 -1 - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Echo 6Echo 6 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - 1 - 1 - -1 - - - 1 - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Echo 7Echo 7 - - -- - - - - - - 10 - - - -- - - - - - -- - - 4 - - - - - - -- - - -- - - - -- - - - - -
Echo 9Echo 9 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - 4 -4 - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Echo 11Echo 11 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - 1 -1 - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Echo 12Echo 12 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Echo 18Echo 18 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - 1 - 2- 2 7 - 1 1 - - 1 - -- - - - - - -- - - - - -
Echo 19Echo 19 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Echo 21Echo 21 - - -- - - - - - -- - - 2 - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Echo 25Echo 25 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - 2 - 1- 1 6 - 3 - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Echo 30Echo 30 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - 1 1 - -1 - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Entero 68Entero 68 - - -- - - - - - - 1- 1 1 - - -- - - - - - 3- 3 6 - 1 - - - - - -- - - -- - - - -- - - - - 2

-422-82312-61---4619222311151--2----4---17 oretnE
Parecho NTParecho NT - - -- - - - - - -- - - 7 - - -- - - - 2 - - 2 -2 - - - - - 1 - -- - - -- - - - -- - - - 2 -
Parecho 1Parecho 1 - - -- - - - - - -- - - 6 - - -- - - - - - 1 - -1 - - - - - - 9 - 1 - -- - - - -- - - - 1 -
Parecho 3Parecho 3 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - 1 - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -

2191---115291-61--2-857144832-1--8226--4242---onihR
Influenza A not subtypedInfluenza A not subtyped - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Influenza A H1pdm09Influenza A H1pdm09 - - -- - - - - - - -- - - - - - 1 - 1 1 - - 3 1- 3 1 1 - 1 - 1 1 - - - 1 - -- - - 1 -
Influenza A HInfluenza A H3 - 1 - 1 1 - 2 1- 2 1 3 - - 17 1 1 2 1 1 5 11 1 5 1 5 1 1 - 2 5 - - 1 - 1 11 1 1 2 1
Influenza B NTInfluenza B NT - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - 1 - - - 11 - - - - - - - -- - - -- - - - 2 - - -
Influenza B/VictoriInfluenza B/Victoria - 1 - - - - 2 -2 - - - - 1 - - - - 2- 2 5 - 3 1 - - - - 1 1 21 2 3 - - 3 - -
Influenza B/YamagatInfluenza B/Yamagata - 11 - - 2 - 5 1- 5 1 4 11 - 3 2 2 1 2 - 8 - 4 - - - 4 7 77 7 5 5 10 - - 3 2 -
ParainfluenzaParainfluenza - 1 - 5 34 - - 24 10108 - - 2 - 2 17 4 18 71 - 59 - - - 19 - -- - - - - - -- - - - 12 4
Respiratory syncytialRespiratory syncytial - -- - - 9 2 - - 28 14 - 2 - - - 6 2 39 35 - 22 - - - 4 - - 1 4545 - - -- - - - 1 1
Human metapneumHuman metapneumo - -- - - 8 5 - -- - - 3 - - - 2 1 9 2 15 16 - 18 - - - 5 - -- - - 17 - -- - - 1 11 7
Other coronaOther corona - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - 1 - 1 -1 - - 3 - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Mumps Mumps - - -- - - - 2 - -- - - 2 - - -- - - - - 9 - 14 3 - - - - 1 - 1 - -- - - - -- - - - 3 -
Measles genotype NTMeasles genotype NT - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Measles genotype Measles genotype A - -- - - 1 - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - -- - - -- - - 1 - -
Measles genotype B3Measles genotype B3 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Measles genotype D8Measles genotype D8 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - 1- 1 2 - - - - - - -- - - - - - -- - - - 1 -
Measles genotype D9Measles genotype D9 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - 1 -1 - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Measles genotype H1Measles genotype H1 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Rubella genotype NRubella genotype NT 1 - -- - - - 1 - -1 - - - - - - 4 1 1 11 - 14 3 - - 7 4 1 1 - - -- - - -- - - 1 - -
Rubella genotype 1aRubella genotype 1a - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - 1 - - -1 - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Rubella genotype 1ERubella genotype 1E - - -- - - - - - - -- - - - - 2 - - - - - 6 - 1 - 1 - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Rubella genotype 2Rubella genotype 2B 8 - -- - - - - 1 -1 - - - 3 4 - 1 2 2 43 - 5 - 6 - - 1 1 - 1 - - - -- - - - 3 -
Japanese encephalitis Japanese encephalitis - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Dengue Dengue - - -- - - - - - - -- - - - - - 1 - - 1 1 2 - 1 - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
SFTS SFTS - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
ReoReo - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Rota group Rota group A - -- - - 1 2 - - 7 - - 2 - 2 1 - 6 2 - 2- 2 1 - - 2 5 1 - 2 - - - -- - - - 1 1
AstroAstro - - -- - - - 1 - - -- - - - - - -- - - - 1 - 1 - 2 - - - - 2 1 - 1 - - - -- - - - - -
Noro genogroup unknownNoro genogroup unknown - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Noro genogroup INoro genogroup I - - -- - - - 2 - 4 -4 - - - 11 - - - - - 1 1- 1 1 1 - - - - - - -- - - - 5 2 - - - -
Noro genogroup INoro genogroup II - - 2 1 2 - 13 4 1 - 40 - 2 1 - 1 2 6 51 2 6 5 1 - 28 - 1 1 - 4 - - - -- - - - 2 1
Sapo genogroup unknownSapo genogroup unknown - - -- - - - - - - 1 - - 2 -2 - - 1 - - - 8 8- 8 8 1 - - - - - - 1 1 - - -- - - - - -
Sapo genogroup ISapo genogroup I - - -- - - - 1 - 4 -4 - - - 6 -6 - - - - - 3 - -3 - - - - - - 5 1 - - -- - - - -- - - - - -
Sapo genogroup IISapo genogroup II - - -- - - - - - - 1 - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Sapo genogroup IVSapo genogroup IV - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - 2 - -2 - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Adeno NTAdeno NT - - -- - - - - - -- - - 1 - - -- - - 1 - - - 25 1 10 - 1 - - - -- - - -- - - - -- - - - 1 -

2---13--5111311-----7-1-31-1-1 onedA - - -- - - - 3 1
Adeno 2Adeno 2 - - -- - - - 4 - 1- 1 4 16 - 1 1 - - 2 - 4 19 6 7 1 - 3 7 1 - - 1- 1 2 - -2 - - - 2 2
Adeno 3Adeno 3 - - -- - - - - - 4- 4 3 - - - - 1 - 2 8 9 9 28 9 9 2 3 1 - 1 1 - -- - - - - - -- - - - 1 1

-----2-4------6-4 onedA 4 2 44 2 4 4 - 1 - - - -- - - - 1 - -- - - - -
-3---2----3---134--21-1--3---11---5 onedA

Adeno 6Adeno 6 - - -- - - - - - - -- - - - - 1 - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Adeno 7Adeno 7 - - -- - - - - - - -- - - - - - - 1 - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Adeno 8Adeno 8 - - -- - - - - - - -- - - - - - - 3 - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - 2 - - -- - - - - -
Adeno 19Adeno 19 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - 1 - - - -- - - - - - -- - - - - -
Adeno 31Adeno 31 - - -- - - - 1 - - -- - - - - - -- - - - - - - 2 -2 - - - - 1 2 - - 1 1 - -- - - 1 - -
Adeno 37Adeno 37 - - -- - - - - - - -- - - - - - - 2 - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Adeno 40/41Adeno 40/41 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1 - - -- - - - - - -- - - - - -
Adeno 41Adeno 41 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - 2 - - 1 - - - -- - - - 3 -
Adeno 53/22Adeno 53/22 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - 1 - - -- - - - - -
Adeno 54Adeno 54 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 - -- - - - -
Adeno 56Adeno 56 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - 2- 2 1 - - - 1 - - -- - - - - - -- - - - - -
Herpes simplex NTHerpes simplex NT - - -- - - - - - -- - - 6 - - -- - - - - - - 1 -1 - - - - - - - -- - - -- - - - -- - - - - -
Herpes simplex Herpes simplex 1 - 4 - - 2 - - -- - - - - - -- - - 1 1 - - 14 1 2 - - - 1 1 - - - 1 - - 1 - -
Herpes simplex 2Herpes simplex 2 - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - 3 - - 18 1 - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Varicella-zoster Varicella-zoster - - -- - - - - - - -- - - - - - - 1 - - 1 - 10 - 1 - - - - 2 1 - - - - -- - - - 1 -
CytomegaloCytomegalo - - -- - - - - - - 15 37 - - -- - - - 2 - - 11 - - - - - - - -- - - -- - - - -- - - - 3 -
Human herpes Human herpes 6 - -- - - 2 4 - - 19 - - 5 1 - - 9 - 3 90 - - 1 - - - - -- - - -- - - -- - - 2 2 -
Human herpes Human herpes 7 - -- - - 3 - - - 34 - - 1 1 - - 5 - 3 30 - - - - - - 1 - - - - - -- - - - 2 -
Epstein-Barr Epstein-Barr - - -- - - - 1 - - 12 - - - -- - - - 2 - - 27 - - - - - - - -- - - -- - - - -- - - - 3 -
Hepatitis A NTHepatitis A NT - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - 1 - - -1 - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Hepatitis A IAHepatitis A IA - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 2 - - - - -- - - - - - -- - - - - -
Hepatitis E Hepatitis E - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - 1 - - - -- - - - - - - - - 1 - - - - - -- - - - - -
Human papilloma Human papilloma - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - 24 - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -
B19 B19 - - -- - - - 1 - - -- - - - - - 1 - 1 1 - - 2 -2 - - - - - - 1 - - -- - - -- - - 1 - -
Human bocHuman boca - -- - - 6 - - - 18 - - - -- - - - 7 1 22 - - 5 - - - - - -- - - 6 - - -- - - - 2 -
Rickettsia japonicaRickettsia japonica - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - - 1 - - -1 - - - - - - - - - -- - - -- - - -- - - 1 - -

9 25 2 78 10106 1 55 27270 31317 11 12120 70 35 51 14143 84 24244 83835 18186 22226 27 40 16 13132 28 17 31 14147 11115 3 8 23 10100 4242
NT:
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  報告機関別（つづき） （2013 年 10 月 31 日現在）

- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - 6 - 6 - 2 - 3 - - - -- - - - - 25 12 - - -- - - - 9494 Entero NTEntero NT
- - - -- - - - 1 - -- - - 2 - 1 - - -- - - - - -- - - - -- - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 6767 Coxsackie A2Coxsackie A2
1 - - -- - - - 2 - -- - - 1 - - -- - - -- - - 3 - -3 - - - 1 - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 9 Coxsackie A4Coxsackie A4
7 1 - - -- - - - 3 - -3 - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 2626 Coxsackie A5Coxsackie A5

49 4 8 14 8 1 1 20 18 3 3 22 20 17 3 - 15 29 18 11 5 21 12 27 34 43 26 2 16 - 19 33 5 23 5 7 - 1001003 Coxsackie A6Coxsackie A6
19 - 2 5 - 12 5 2 - 10 1 6 - - 5- 5 9 3 1 - 1 - 4 - 55 2 - 2 - - 11 2 - - 1 11 1 17170 Coxsackie A8Coxsackie A8
4 - - - -- - - - - 1 - 13 - - - -- - - - 1 - - -- - - - -- - - 2 - 3 13 1 1 - 1 1 1 2 - -- - - 40 Coxsackie A9Coxsackie A9
- - - - -- - - - - 1 4 11 4 1 3 1 1 - - - 9 - - -- - - - 1 - - - - - - -- - - - - - - - 1 - -1 - - - 2828 Coxsackie A10Coxsackie A10
- - - - -- - - - - 1 - -1 - - - - - -- - - -- - - - -- - - 1 - - -- - - -- - - 1 - - - - - - -- - - - 4 Coxsackie A12Coxsackie A12
- - - - -- - - - - - - -- - - - 1 - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - 3 - - - -- - - - 4 Coxsackie A14Coxsackie A14
2 - 2 1 - -- - - - -- - - - - - -- - - 11 10 - - -- - - - -- - - 7 - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 5353 Coxsackie A16Coxsackie A16
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 2 Coxsackie A21Coxsackie A21
- - 1 - -- - - 1 1 31 1 3 2 - 5 - - -- - - - - -- - - - 2 - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 3333 Coxsackie B1Coxsackie B1
- - - - - -- - - - - - 1 -1 - - 1 - -- - - 1- 1 1 - - -- - - - -- - - -- - - 2 - -- - - 1 1 1 - 1 - - 47 Coxsackie B2Coxsackie B2
2 - 2 6 12 6 1 5 1 3 11 3 1 3 - 4 - - - 4 - - 2- 2 1 - 2 10 - -- - - 1 - - - - - 4 - 2 102102 Coxsackie B3Coxsackie B3
1 - 1 - - -- - - - -- - - 1 - - -- - - -- - - - - 1 - -- - - - 1 - - - -1 - - - - - - - 2 - -- - - 2121 Coxsackie B4Coxsackie B4
- - 4 - - -4 - - - - 1 1- 1 1 5 - 3 1 - -- - - - - -- - - - 1 14 4 2121 - - - -- - - - - - - - 1 - 1 7272 Coxsackie B5Coxsackie B5
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 Echo 3Echo 3
2 - - - -- - - - - 4 9 - 2 1 - -- - - - 32 - 23 23 3 - - 12 6 2 - 3 - - 1 - 6 - -- - - 132132 Echo 6Echo 6
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1414 Echo 7Echo 7
- - 1 - - -- - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - 1 - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 6 Echo 9Echo 9
- - - - - -- - - - - - 5- 5 1 - 1 3 - - -- - - - - -- - - - -- - - - 3 - - 2 - - - - 1 - -- - - 17 Echo 11Echo 11
1 - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 Echo 12Echo 12
7 - 1 - -- - - 1 11 1 3 - 3 - -- - - -- - - - 1 -1 - - 1 - -- - - 1 - - -1 - - - - 2 - 1 23 -3 - - 5858 Echo 18Echo 18
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - -- - - - 2 - -- - - - - - - -- - - - 2 Echo 19Echo 19
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 2 Echo 21Echo 21
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - 1- 1 1 - - -- - - -- - - 1 - - - - - -- - - 1 1616 Echo 25Echo 25
2 - - 24 - 1 2 - -2 - - - - - -- - - - 8 - - 1- 1 3 - 1 - 1 3 71 3 7 6 - - 5 - 21 2 10 - 9999 Echo 30Echo 30
- - - - - -- - - - - - 2 - 4 - - -- - - -- - - - - 1 - 3 1 11 1 3 - - - -- - - - - 3 - 3 -3 - - 3 3838 Entero 68Entero 68

29 3 63 6 9 - - 8 18 1 5 12 3 7 - - 2- 2 9 1 3 31 3 3 1 51 5 2 6 29 1 - - -- - - - - - - -- - - 1 293293 Entero 71Entero 71
- - - 1 - -- - - - -- - - - - - -- - - -- - - - 1 1- 1 1 2 - - -- - - -- - - 1 - - - - - - -- - - - 2020 Parecho NTParecho NT
- - - - - -- - - - - - -- - - 2 - - -- - - -- - - - - 1- 1 2 - - - - - - - -- - - - - - - 1 1 -1 - - 1 2626 Parecho 1Parecho 1
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 Parecho 3Parecho 3
- - 33 27 - - 12 19 2 46 2 - 1 - 9- 9 5 2 14 7 6 8 12 14 20 1 - -- - - 1 19 5 14 1 - - 68682 RhinoRhino
- - - -- - - - 2 - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 2 Influenza A not subtypedInfluenza A not subtyped
- - 5 - - -5 - - - - 1 - 1 - - - 3 - 6 - 1 1- 1 1 1 1 - 1 - - 1 - -- - - - - - - -- - - - 3535 Influenza A H1pdm09Influenza A H1pdm09
4 - 1 - - 1 6 1 - 4 1 - -- - - 1- 1 1 2 - 1- 1 2 - - -- - - 2 - -- - - 1 - - 3 1 - - 91 Influenza A H3Influenza A H3
- - - -- - - - 1 - - -- - - - - 1 - - 8 - - - 1 - - 3 23 2 2 9 - - 1 1 - 3 1 - -- - - 4747 Influenza B NTInfluenza B NT
1 - - - -- - - - - 2 -2 - - 5 - - - 1 3 - - - -- - - - - 2 2 - - -- - - - 3 - 3 - - - -- - - - 4747 Influenza B/VictoriaInfluenza B/Victoria
3 - 1 1 - - 1 - 2- 2 7 1 - 8 - 5- 5 4 - -- - - 1 - - -- - - -- - - 2 - - - - 2 - -- - - 13137 Influenza B/YamagataInfluenza B/Yamagata
1 - 29 - -- - - 5 21 5 9 - - -- - - 10 5 - 8 11 - - 1 - 10 - - - -0 - - - - - 5 - 8 -8 - - 8 516516 Parainfluenza Parainfluenza 
6 - 19 1 - 1 - 9 9- 9 9 9 7 20 -0 - - 2 12 - 9 2- 9 2 7 11 1 21 2 5 - - - -- - - - - - 2 3 -3 - - 9 357357 Respiratory syncytial Respiratory syncytial 
1 - 1 3 - -- - - 5 2- 5 2 1 - - -- - - 1- 1 1 - 5 - 1 11 1 3 - 7 - - - -7 - - - - - 1 1 1 1 - 5 161161 Human metapneumoHuman metapneumo
- - 2 - - -2 - - - - 3 -3 - - - - -- - - - 1 - - -- - - - -- - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1111 Other coronaOther corona
- - - - -- - - - - 1 - -1 - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - 1 - -- - - 2 -2 - - 1 - - - -- - - - 4040 Mumps Mumps 
1 - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 Measles genotype NTMeasles genotype NT
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 2 Measles genotype AMeasles genotype A

13 - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - -- - - - 1 - -- - - - - - - -- - - - 1414 Measles genotype B3Measles genotype B3
- - - - -- - - - - 2 - -2 - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 6 Measles genotype D8Measles genotype D8
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 Measles genotype D9Measles genotype D9
- - - - -- - - - - 2 - -2 - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 2 Measles genotype H1Measles genotype H1
1 - - 1 - -- - - 34 13133 11 1 1 11 - - 17 2 - 2- 2 2 1 - -- - - - 4 - -- - - - - - 2 1 - 27274 Rubella genotype NTRubella genotype NT
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 Rubella genotype 1aRubella genotype 1a
- - 1 - - -- - - - - -- - - - - - - 2 -2 - - - -- - - 1 - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1414 Rubella genotype 1ERubella genotype 1E
7 - 6 - - -- - - - -- - - 21 12 - - 61 - - - -- - - 15 - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - 3 - 206206 Rubella genotype 2BRubella genotype 2B
- - 1 - - -- - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 Japanese encephalitis Japanese encephalitis 
1 - - - - -- - - - - - 7 - 6 - 1 1 - -- - - - - 1 - -- - - -- - - - 7 - -- - - - - 1 - -- - - 3131 Dengue Dengue 
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - - 1 2 -2 - - 1 - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 4 SFTS SFTS 
1 - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - 1 - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 2 ReoReo
3 - 9 3 - 6 5 7 25 7 2 2 - 10 - - 11 8 2 5 22 5 2 1 - - 6- 6 2 5 - 1 - - 2 - 9 - 2 62 6 147147 Rota group ARota group A
1 - 4 1 - -- - - 2 2- 2 2 3 - 4 -4 - - 3- 3 1 - 1- 1 1 - - 1 - 3 1 - - -- - - - - - - - -- - - - 3737 AstroAstro
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - 1- 1 4 - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 5 Noro genogroup unknownNoro genogroup unknown
1 - 1 - - -1 - - - - 1- 1 2 - - 1 - - 1- 1 1 - - -- - - - -- - - 13 2 1 - 1 - - 1 1 - - 1 - 55 Noro genogroup INoro genogroup I
7 - 10 3 - 5 - 3 6- 3 6 1 - 2 - - 16 1 - 1- 1 2 - 2 6 58 7 5 - 3 - - - 6 - 1 1 - 26264 Noro genogroup IINoro genogroup II
- - - 1 - -- - - 4 -4 - - - - -- - - 7- 7 7 - 1- 1 1 - -- - - 7- 7 4 1 - 1 - - 1 - - - 2 - 60 Sapo genogroup unknownSapo genogroup unknown
- - - - -- - - - - - - -- - - - - 1 - - -- - - 1 1 - 2 1 - - - - - - -- - - - - - - 1 - - -- - - - 2727 Sapo genogroup ISapo genogroup I
1 - 5 - - -5 - - - - - 1 - - 1 - - -- - - - - -- - - - -- - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 9 Sapo genogroup IISapo genogroup II
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - -- - - 1 - - - - - - - -- - - - - - - 1 - - -- - - - 4 Sapo genogroup IVSapo genogroup IV
- - - - -- - - - - 1 2 -2 - - - - -- - - -- - - - 2 - 1 - - 3 10 1 - - -- - - - 1 6 - - -- - - - 6767 Adeno NTAdeno NT
7 - 1 - 1 51 5 2 -2 - - 3 2 10 - - 8- 8 4 3 - 1- 1 3 1 - - 3 - - 1 - - - - 2 - - 1 10103 Adeno 1Adeno 1

12 1 21 2 8 - 1 6 -6 - - 14 3 3 - - 13 5 1 1 21 1 2 5 35 3 4 54 5 4 14 1 1 - -- - - - 1 - -- - - 1 18181 Adeno 2Adeno 2
8 - 1 - -- - - 8 - 1- 1 8 3 - -- - - 1- 1 1 - - 2- 2 3 - 1 - 2 3 - 2 - - - 2 3 1 - 3 99 Adeno 3Adeno 3

10 4 2 - -- - - 2 1 - 2 - - -- - - -- - - - - 1 - - 1 -1 - - 12 - 2 - - - - 1 - - 3 69 Adeno 4Adeno 4
1 - - 1 - 1 - -- - - 1 1 1 - - 3- 3 1 - 1 5- 1 5 1 -1 - - 1- 1 2 - - - -2 - - - - - - - 1 - -- - - 4646 Adeno 5Adeno 5
- - 2 - -- - - 1 - 1 - - - -- - - 3- 3 1 - - 1 - 2 - 1- 1 2 - - - -- - - - - - 1 - - -- - - - 1616 Adeno 6Adeno 6
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 Adeno 7Adeno 7
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - - 2 -2 - - 1 - - -- - - - - - - - -- - - - 8 Adeno 8Adeno 8
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 Adeno 19Adeno 19
- - 1 - - -- - - - -- - - 2 - - -- - - - 1 - - 1- 1 1 - 1 -1 - - - - - -- - - - - - - 1 - - -- - - - 1717 Adeno 31Adeno 31
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - -- - - 1 - - -- - - - - - - - -- - - - 3 Adeno 37Adeno 37
- - 1 - - 1 - 1 -1 - - - 2 - - -- - - - - -- - - - -- - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 6 Adeno 40/41Adeno 40/41
1 - - 3 - 1 - - -- - - - 1 - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - 3 6 - - -- - - - - - - - -- - - - 2121 Adeno 41Adeno 41
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 Adeno 53/22Adeno 53/22
- - - 1 - -- - - 1 -1 - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - -- - - - - - -- - - - - - - - - -- - - 4 7 Adeno 54Adeno 54
- - - - -- - - - - 1 - -1 - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - -- - - - - - -- - - - - - 2 - - - -- - - - 7 Adeno 56Adeno 56
- - - - - -- - - - - - -- - - 1 - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 8 Herpes simplex NTHerpes simplex NT
1 - - 2 - 2 1 1 -1 - - - - -- - - - 1 - 1- 1 1 - - 1 1 - -- - - 3 - - 4 - - - -- - - - 4848 Herpes simplex 1Herpes simplex 1
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 2222 Herpes simplex 2Herpes simplex 2
- - - - -- - - - - - - -- - - - 2 - -- - - -- - - 2 - 1- 1 2 1 - - - - - - -- - - - - - 8 - 2 - -- - - 3535 Varicella-zoster Varicella-zoster 
- - 3 - - -- - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - -- - - 1 - - - - - - - -- - - - - - - - 3 - -3 - - - 7575 CytomegaloCytomegalo
- - 6 - -- - - 1 2 - 10 - - -- - - -- - - - 1 3- 1 3 1 - 2 - 17 - - - -- - - - - 9 1 11 - -- - - 202202 Human herpes 6Human herpes 6
- - 2 - - -2 - - - - 1 - 5 - - -- - - -- - - - 1 4- 1 4 1 - 1 - 1818 - - - -- - - - - 6 - - - -- - - - 119119 Human herpes 7Human herpes 7
- - - - - -- - - - - - -- - - 1 - - -- - - -- - - - - 2- 2 1 - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 4949 Epstein-Barr Epstein-Barr 
- - - - -- - - - - 1 - -1 - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 2 Hepatitis A NTHepatitis A NT
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - 7- 7 1 - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1010 Hepatitis A IAHepatitis A IA
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 2 Hepatitis E Hepatitis E 
- - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 2424 Human papilloma Human papilloma 
2 - - - -- - - - - - - -- - - - - - -- - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1010 B19 B19 
- - 5 2 - -- - - - -- - - - - - -- - - 3- 3 4 - 3- 3 1 - -- - - - - - - - -- - - - - - 2 - 1 - -- - - 8888 Human bocaHuman boca
- - 2 - - -- - - - - -- - - - - - 11 - -- - - 1 - 1 - -- - - -- - - - 2 - -- - - - - - - -- - - - 1919 Rickettsia japonicaRickettsia japonica

22221 13 18184 10105 3 68 10106 15159 19199 24242 68 10105 36 67 14144 20205 43 10102 10104 10104 58 95 19194 28288 90 28 52 4 24 15150 54 12127 43 28 50 71607160
NT:
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  臨床診断名別 　2013 年 5 月～ 10 月累計 （2013 年 10 月 31 日現在）

Enterovirus NEnterovirus NT - - - - -- - - - 2 - - - - - 1 - 5 - 45 - - - 9 - 1 - 1616 - - -- - - - 15 - 9494
Coxsackievirus ACoxsackievirus A2 - - - - -- - - - 1 - - - - - - - 2 - 4 - - - 29 - -- - - - - - -- - - - - 27 4 6767
Coxsackievirus ACoxsackievirus A4 - - - - - - - -- - - - - - - - 1 - - - - - - -- - - - 4 - -- - - - - - -- - - - - 3 1 9
Coxsackievirus ACoxsackievirus A5 - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 1 - 3 - - - 19 - -- - - - - - -- - - - - 3 - 2626
Coxsackievirus ACoxsackievirus A6 - - - - -- - - - 4 - - - - - 7 1 4 5 74741 - 5 - 11111 1 2 - 8 - - -- - - - 10104 1010 10031003
Coxsackievirus ACoxsackievirus A8 - - - - - - - -- - - - - - - - - - 1 - 7 - 12 - - - 99 - -- - - 4 - - -- - - - 45 2 170170
Coxsackievirus ACoxsackievirus A9 - - - - - - -- - - - - - 1 - 1 - 2 - 1 - 8 - - - - - -- - - - - 3 - - -- - - - 22 2 4040
Coxsackievirus A1Coxsackievirus A10 - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 1 - 5 - - - 17 - -- - - - - - -- - - - - 5 - 2828
Coxsackievirus A1Coxsackievirus A12 - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - 4 - -- - - - - - -- - - - - - - 4
Coxsackievirus A1Coxsackievirus A14 - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 3 - - - - - -- - - - - 1 - - -- - - - - - 4
Coxsackievirus A1Coxsackievirus A16 - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 49 - - - 1 - -- - - 1 - - -- - - - 2 - 5353
Coxsackievirus A2Coxsackievirus A21 - - - - - - - -- - - - - - - - 2 - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 2
Coxsackievirus BCoxsackievirus B1 - - - - - - - -- - - - - - - - - 1 2 - 1 - 2 - - - 4 - -- - - 1212 - - -- - - - 10 1 3333
Coxsackievirus BCoxsackievirus B2 - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 3 - 3 - - - 3 - -- - - 3 - - -- - - - 35 - 4747
Coxsackievirus BCoxsackievirus B3 - - - - -- - - - 1 - 1 - - 1 6 - 4 - 5 - - - 5 2 - 1 3434 - - -- - - - 41 1 102102
Coxsackievirus BCoxsackievirus B4 - - - - - - - -- - - - - - - - - - 1 - 1 - 2 - - - 2 - -- - - 7 - - -- - - - 6 2 2121
Coxsackievirus BCoxsackievirus B5 - - - - - - - -- - - - - - - - - - 3 - 12 - 3 - - - 5 - - 1 2626 - - -- - - - 18 4 7272

--3 surivohcE - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - 1 - - -- - - - - - 1
--6 surivohcE - - - - - -- - - - - - - - - - - - 10 - 4 - - - - - -- - - - - 9797 - - -- - - - 20 1 132132
--7 surivohcE - - - - - -- - - - - - - - - - - - 2 - 2 - - - - - -- - - - - 2 - - -- - - - 8 - 1414
--9 surivohcE - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - -- - - - - 3 - - -- - - - 2 - 6
--11 surivohcE - - - - - -- - - - - - - - - - - - 4 - - - 1 - 1 - -- - - 3 - - -- - - - 7 1 1717
--21 surivohcE - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 1 - 1
--81 surivohcE - - -- - - - 1 - 2 - - - - - 5 - 1 - - - - - -- - - - - 1212 - - -- - - - 37 - 5858
--91 surivohcE - - - - - -- - - - - - - - - - - - 1 - - -- - - - - - -- - - - - 1 - - -- - - - - - 2
--12 surivohcE - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 2 - 2
--52 surivohcE - - - - - -- - - - - - - - - 1 - - - - 2 - - - - - -- - - - - 2 - - -- - - - 10 1 1616
--03 surivohcE - - - - - -- - - - - - - - - - 1 - 5 - - -- - - - 2 - -- - - 7272 - - -- - - - 19 - 9999
--86 surivoretnE - - - - - -- - - - - - - - - 1 2 - 1 - 5 - - - 1 - -- - - - - - -- - - - - 24 4 3838
--17 surivoretnE - - - - -- - - - - - 1 - - 2 2 1 2 - 21211 - 1 - 14 - -- - - 3030 - - -- - - - 25 4 293293

Parechovirus NParechovirus NT - - - - -- - - - 1 - - - - - 1 - 2 - 3 - - - 1 - -- - - - - - -- - - - - 12 - 2020
--1 surivohceraP - - -- - - - 1 - - - - 1 - - 12 - 1 - - - 1 - -- - - 1 - - -- - - - 9 - 2626
--3 surivohceraP - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 1 - 1
--surivonihR - - -- - - - 2 - 1 - 3 10 18 2 15 2 75 - 7 7 26 6 - - 5 - - -- - - - 48483 20 682682

Influenza virus A not subtypeInfluenza virus A not subtyped - - - - - - - -- - - - - - - - 1 - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 1 - 2
Influenza virus A H1pdm0Influenza virus A H1pdm09 - - - - - - - -- - - - - - - - 30 - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 5 - 3535
Influenza virus A HInfluenza virus A H3 - - - - - - - -- - - - - - - - 85 - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 5 1 9191
Influenza virus B NInfluenza virus B NT - - - - - - - -- - - - - - - - 39 - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 7 1 4747
Influenza virus B/VictoriInfluenza virus B/Victoria - - - - - - - -- - - - - - - - 46 - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 1 - 4747
Influenza virus B/YamagatInfluenza virus B/Yamagata - - - - - - - -- - - - - - - - 12129 - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 6 2 137137
Parainfluenza viruParainfluenza virus - - - - -- - - - 2 - - - 2 4 12 - 2 - 2 - - 1 11 1 - - - 1 - -- - - 46469 9 516516
Respiratory syncytial viruRespiratory syncytial virus - - - - - - - -- - - - - - - - 1 80 1 - 1 - 2 - - - 1 1 - - - - - -- - - - - 26266 4 357357
Human metapneumoviruHuman metapneumovirus - - - - -- - - - 1 - - - 2 1 3 - - - 1 - - - 3 - -- - - - 1 - -- - - 14145 4 161161
Other coronaviruOther coronavirus - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 11 - 1111

--suriv spmuM - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - 27 - - 1212 - - -- - - - 1 - 4040
Measles virus genotype NTMeasles virus genotype NT - - - - - - - -- - - - - - - 1 - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1
Measles virus genotype AMeasles virus genotype A - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 2 - 2
Measles virus genotype B3Measles virus genotype B3 - - - - - - - -- - - - - - - 14 - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1414
Measles virus genotype D8Measles virus genotype D8 - - - - - - - -- - - - - - - 6 - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 6
Measles virus genotype D9Measles virus genotype D9 - - - - - - - -- - - - - - - 1 - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1
Measles virus genotype H1Measles virus genotype H1 - - - - - - - -- - - - - - - 2 - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 2
Rubella virus genotype NTRubella virus genotype NT - - - - - -- - - - - 1 20208 45 - - - - - - 3 - 1 - - - -- - - - - - - - -- - - - - 16 - 274274
Rubella virus genotype 1aRubella virus genotype 1a - - - - - - -- - - - - - 1 - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1
Rubella virus genotype 1ERubella virus genotype 1E - - - - - - -- - - - - - 14 - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1414
Rubella virus genotype 2BRubella virus genotype 2B - - - - - -- - - - - 1 19197 1 - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 6 1 206206
Japanese encephalitis virusJapanese encephalitis virus - - - -- - - 1 - -- - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1
Dengue virusDengue virus - - - 30 - - - -- - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 1 - 3131
SFTS virusSFTS virus - - 4 - - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 4
ReovirusReovirus - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 2 - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 2
Rotavirus group Rotavirus group A - - - - -- - - - 2 - - - - - - - 13136 - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 7 2 147147

--surivortsA - - - - - -- - - - - - - - - - - - 37 - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 3737
Norovirus genogroup unknowNorovirus genogroup unknown - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 5 - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 5
Norovirus genogroup INorovirus genogroup I - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 49 - - -- - - - - - -- - - - - - - -- - - - 5 - 1 5555
Norovirus genogroup IINorovirus genogroup II - - - - -- - - - 1 - - - - - - - 20207 - - -- - - - - - -- - - - - - - -- - - - 26 11 19 264264
Sapovirus genogroup unknownSapovirus genogroup unknown - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 55 - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 2 3 6060
Sapovirus genogroup ISapovirus genogroup I - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 27 - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 2727
Sapovirus genogroup IISapovirus genogroup II - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 9 - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 9
Sapovirus genogroup ISapovirus genogroup IV - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 4 - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 4
Adenovirus NTAdenovirus NT - - - - - - - -- - - - - - - - 1 - 6 - 13 - 5 - 4 - 5 - 4 - 1 - - -- - - - 26 2 6767

--1 surivonedA - - -- - - - 2 - - - 1 - 8 - 14 - 5 - - - 6 - -- - - - 1 - -- - - 62 4 103103
--2 surivonedA - - - - - -- - - - - - - - 1 2 32 - 24 - 8 - - - 6 2 - - 4 2 - -- - - 99 1 181181
--3 surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - 1 47 - 7 - 2 - - - 1 - 5 - - - - -- - - - - 33 3 9999
--4 surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - - 15 - 7 - 2 - 1 - 1 - 14 - 1 - - -- - - - 22 6 6969
--5 surivonedA - - -- - - - 1 - - - - - 2 - 8 - 3 - 1 - 1 - -- - - - - - -- - - - - 29 1 4646
--6 surivonedA - - -- - - - 1 - - - - - 2 - 1 - 1 - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 9 2 1616
--7 surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - -- - - 1 - - - - -- - - - - - - 1
--8 surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - -- - - 8 - - - - -- - - - - - - 8
--91 surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - -- - - 1 - - - - -- - - - - - - 1
--13 surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - - - - 11 - - -- - - - - - -- - - - - 1 - - -- - - - 5 - 1717
--73 surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - - 1 - - - - -- - - - -- - - 2 - - - - -- - - - - - - 3

Adenovirus 40/4Adenovirus 40/41 - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 6 - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 6
--14 surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - - - - 17 - - -- - - - - - -- - - - - 3 - - -- - - - 1 - 2121

Adenovirus 53/2Adenovirus 53/22 - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - -- - - 1 - - - - -- - - - - - - 1
--45 surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - -- - - 6 - - - - -- - - - - 1 - 7
--65 surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - 1 6 - - - - -- - - - - - - 7

Herpes simplex virus NHerpes simplex virus NT - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - 1 - -- - - - - - -- - - - - 7 - 8
Herpes simplex virus Herpes simplex virus 1 - - - - -- - - - 2 - - - 1 - - - - - 4 - - - 7 - 1 - 1 - 9 - - 17 6 4848
Herpes simplex virus Herpes simplex virus 2 - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - 1 - 16 - - 3 2 2222
Varicella-zoster viruVaricella-zoster virus - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - 20 9 - - - - - -- - - - - 1 - - -- - - - 5 - 3535
CytomegaloviruCytomegalovirus - - - - -- - - - 2 - - - - 1 - - - - 5 - 2 - 6 1 - - 3 - - -- - - - 53 2 7575
Human herpes virus Human herpes virus 6 - - - - -- - - - 8 - - 2 - - - 1 1 1 36 - 24 - 2 - -- - - 1010 - - -- - - - 10108 9 202202
Human herpes virus Human herpes virus 7 - - - - -- - - - 5 - 1 2 - - - - 1 1 21 2 5 - 2 - -- - - 6 - - -- - - - 70 3 119119
Epstein-Barr viruEpstein-Barr virus - - - - - - -- - - - - - 1 - - - 1 - 2 - 1 - - - 1 11 - - 1 - - -- - - - 31 - 4949
Hepatitis A virus NHepatitis A virus NT - 2 - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 2
Hepatitis A virus IHepatitis A virus IA - 1010 - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1010
Hepatitis E viruHepatitis E virus 2 - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 2
Human papilloma viruHuman papilloma virus - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - -- - - 19 - 5 - 2424

--suriv 91B - - - - -- - - - - - 1 - - - - - - - - 1 - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 8 - 1010
Human bocaviruHuman bocavirus - - - - - - -- - - - - - 1 - - 5 - - 5 - - -- - - - 1 - -- - - 1 - - -- - - - 75 - 8888
Rickettsia japonicaRickettsia japonica - - - - 19 - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1919

2 12 4 30 19 1 40 2 43430 74 34346 11111 17177 5 75752 29 1301300 3 52 8 41413 53 52 2 39390 5 25 19 31 2622627 14146 71607160
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The 2012/13 season’s infl uenza epidemic in Japan (from week 36/September of 2012 to week 35/August of 2013) was caused 
mainly by subtype AH3, and to a lesser extent by type B and to a very limited extent by A(H1N1)pdm09 (AH1pdm09).  The peak 
season was January as in the previous years.

Incidence of Infl uenza:  Under the National Epidemiological Surveillance of Infectious Diseases (NESID), 5,000 infl uenza 
sentinels (3,000 pediatric and 2,000 internal medicine clinics) report diagnosed infl uenza cases weekly (http://www.nih.go.jp/niid/
images/iasr/34/405/de4051.pdf).  The number of patients/week/sentinel (http://www.nih.go.jp/niid/en/10/2096-weeklygraph/2572-
trend-week-e.html) exceeded 1.0, an index of infl uenza epidemic, in week 50 of 2012, and peaked in week 4 of the new year as 
usual (average 36.4 patients/week/sentinel in contrast to 42.6 in 2011/12 season).  The epidemic continued for 24 weeks until week 
21 of 2013 (Fig. 1). 

At the prefecture level, infl uenza incidence >10.0 patients/week/sentinel was fi rst reported from Gunma Prefecture in week 
51 of 2012, then from 20 prefectures in week 2 and from 47 prefectures in week 3 of 2013 (https://nesid3g.mhlw.go.jp/Hasseidoko/
Levelmap/fl u/index.html).  The Okinawa’s summer infl uenza epidemic annually observed since 2005 was smaller than previous 
years.

Based on number of reports from infl uenza sentinels, total number of infl uenza patients who visited medical institutions 
from week 36 of 2012 to week 21 of 2013 (September 3, 2012-May 26, 2013) was about 13,700,000.  According to the hospitalization 
surveillance aiming at monitoring of severe infl uenza cases, which started in September 2011, there were 10,370 admissions 
including 1,552 patients in serious states requiring head computed tomography, electroencephalography, MRI scan, ventilator, 
and treatment in ICU.

Isolation/detection of infl uenza virus:  Total 4,910 infl uenza virus strains were isolated by the prefectural and municipal 
public health institutes (PHIs) in 2012/13 season (as of October 17, 2013, Table 1 in p. 327 of this issue), and 1,673 strains were 
detected by PCR alone.  Among the total 6,583 isolated/PCR-detected viruses, 5,462 were derived from infl uenza sentinels and 
1,121 from elsewhere (Table 2 in p. 327 of this issue).

Infl uenza viruses isolated/detected in 2012/13 season consisted of types AH3 (76%), type B (21%) and AH1pdm09 (2%).  No 
former seasonal AH1 subtype virus has been detected since week 36 of 2009.  Type B isolates were mostly of Yamagata and 
Victoria lineages with an isolation ratio of 7:3.  Viruses Isolated/detected from overseas travelers included subtype AH3 (33 cases), 
AH1pdm09 (21 cases) and type B (9 cases) (Table 2).  The 2012/13 infl uenza season started with subtype AH3, which remained 
predominant till week 12 of 2013, when AH3 was replaced by type B (Fig. 1; Fig. 2 in p. 327).

The highest infl uenza patient frequency was found among 5-9 year olds for all the infl uenza types/subtypes, particularly in 
type B cases (Fig. 3).
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Figure 1. Weekly cases of influenza and isolation of influenza viruses from week 18 of
                2012 to week 41 of 2013, Japan
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Antigenic characteristics of 2012/13 isolates and their drug resistance (see p. 328 of this issue):  Ninety percent of the 
94 AH1pdm09 isolates from Japan and abroad tested in National Institute of Infectious Diseases, were similar to A/California/7/ 
2009 (2009/10-2012/13 vaccine strain) in the antigenicity.  The remaining 10% were variants with reduced reactivity (≥8-fold 
lower in HI titer) to the A/California/7/2009 antiserum.  Ninety-nine percent of 236 AH3 isolates (most isolated in Japan and a 
very few in abroad) similar to A/Victoria/361/2011 (2012/13 vaccine strain).  Among type B isolates, 96% of 120 Yamagata lineage 
isolates similar to B/Wisconsin/1/2010 (2012/13 vaccine strain) in antigenicity, while 99% of 95 Victoria lineage isolates had 
antigenically similar to that of B/Brisbane/60/2008 (2009/10-2011/12 season vaccine strain).

The oseltamivir resistance-related mutation, H275Y, was observed in 2 out of 103 AH1pdm09 Japanese isolates (1.9%), which 
was not found in the 2011/12 season.  Twenty subtype AH3 isolates tested were all sensitive to oseltamivir, zanamivir, peramivir, 
and laninamivir.

Immunological status of Japanese population (See p. 334 of this issue):  According to the data of the National Epidemiological 
Surveillance of Vaccine-Preventable Diseases obtained with serum samples (n=6,794) collected from July to September in 2012 in 
various parts of Japan, frequency of anti-A/California/7/2009 HI antibody positives (titer higher than 1:40) was 51%; and the 
positive frequency was the highest (60-80%) among age groups of 5-24 years.  To subtype AH3, percentages of antibody positives 
were 30-40% except 50% level in the age groups of 5-24 years.  The frequency of anti-type B Victoria positives, though above 40% 
in most age groups, was higher among 35-39 years differently from the case of anti-type A positives.  To type B Yamagata, 31% 
were antibody positive (65% among 20-24 years; <20% among people younger than 10 years or older than 55 years). 

Vaccines for 2012/13 and 2013/14 seasons:  The quantity of trivalent vaccines produced in 2012/13 season was 32,620,000 
vials (by a calculation of 1ml/vial), of which 25,210,000 vials have been used for vaccination. 

Vaccine strains selected for 2013/14 season were A/California/7/2009 (X-179A) (H1N1)pdm09 for AH1, A/Texas/50/2012 (X-
223) (H3N2) for AH3 and B/Massachusetts/2/2012 (BX-51B) (Yamagata lineage) for type B (see pp. 336 and 339 of this issue). 

Avian infl uenza A(H7N9):  Since the fi rst report in February 19, 2013 total 136 laboratory confi rmed cases including 45 
deaths have been reported from the mainland China and Taiwan (as of October 16, 2013).  The most recent report was the report 
from Zhejiang province in October after long silence since July (see p. 342 of this issue).  

A(H7N9) was categorized as “designated infectious disease” under the Infectious Diseases Control Law on April 26, 2013. 
Manual for detection of A(H7N9) infl uenza virus is now widely available, and 74 PHIs and 16 quarantine stations in Japan 
constituting the national laboratory diagnosis network have already received the test reagents, PCR primer and probe set, and 
positive controls. 

Avian infl uenza A(H5N1):  In 2013, as of October 8, Bangladesh, Cambodia, China, Egypt, Indonesia, and Vietnam have 
reported total 31 A(H5N1) cases including 20 deaths (20 cases including 11 deaths from Cambodia) (http://www.who.int/entity/
infl uenza/human_animal_interface/EN_GIP_20131008CumulativeNumberH5N1cases.pdf).

Act on Special Measures for Pandemic Infl uenza and New Infectious Diseases Preparedness and Response: For 
protecting life and health of the nation while minimizing adverse effects on daily life and economy that could be incurred by 
highly virulent new strains of infl uenza and other dangerous infections, “Act on Special Measures for Pandemic Infl uenza and 
New Infectious Diseases Preparedness and Response” was issued on May 11 of 2012 and enforced on April 13, 2013 (http://www.
cas.go.jp/jp/infl uenza/120511houritu.html); in addition, the government’s action plan was adopted in June 2013. 

Additional comments:  To implement prompt and adequate measures in case of outbreaks, sentinel surveillance, school 
outbreak surveillance, and hospitalization surveillance should be continued and further strengthened.  The virus isolation should 
be conducted throughout the year to monitor antigenic and genetic changes of viruses so as to secure vaccine candidate strains 
and to check possible occurrence of resistance to anti-infl uenza drugs.  The antibody positive rates against infl uenza viruses 
should be monitored nationwide.  

Flash reports on the isolation and detection of infl uenza viruses in 2013/14 season are found in pp. 343 and 345 of this issue 
and http://www.nih.go.jp/niid/en/iasr-inf-e.html.

The statistics in this report are based on 1) the data concerning patients and laboratory fi ndings obtained by the National Epidemiological 
Surveillance of Infectious Diseases undertaken in compliance with the Law Concerning the Prevention of Infectious Diseases and Medical Care for 
Patients of Infections, and 2) other data covering various aspects of infectious diseases.  The prefectural and municipal health centers and public 
health institutes (PHIs), the Department of Food Safety, the Ministry of Health, Labour and Welfare, and quarantine stations, have provided the 
above data.
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Figure 3. Age distribution of cases with isolation of influenza virus AH3, B/Victoria and 
                B/Yamagata in 2012/13 season, Japan
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